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　地上の民たみに祈りを呼びかける角つの笛ぶえの音ねが、東の空から鳴り響いた。




　小さく歌いながら、森で芥け子し粒つぶほどのバラタナの実を集めていたルシータは、長い角笛の音に顔を上げた。

「もう日没？」

　陽ひが遮さえぎられて薄暗い森の上部を見上げると、空は穏おだやかな青色からうっすらした朱しゆ色いろに変わろうとしていた。確かに、日没だ。

「そうよね。天空の騎士様たちが時間を間違えて、角笛を吹き鳴らすはずがないもの」

　人間ならともかく、神々の眷けん属ぞくがそんな愚おろかな真ま似ねをするはずがない。

　アザーンと呼ばれるこの角笛は、遙はるかな天上で暮らす神々の眷属たちが、これから地上の見回りをするぞと知らせるべく吹き鳴らしている。

　これを聞いたら、家で料理している女も、家の外で手仕事をしている男も、遊んでいる子供も居眠りしている老人も、皆外に飛び出して、地上を照らして下さる神々にお祈りすることが習わしになっている。

　日没のアザーンなら、今日一日地上を照らして下さった太陽神様へ。

　月の昇りのアザーンなら、これから暗い夜を照らして下さる、優しい月女神様へ。

　夜や半はんのアザーンや月の沈む時刻のアザーンに関しては、夜も遅いことから無理して起き出す必要はないと言われている。けれど、それ以外の、夜明け、正しよう午ご、日没、月の昇る時、計四回のアザーンが聞こえたら、きちんと神々に感謝のお祈りを捧ささげるのが正しい人間のあり方だと言われていた。

　ルシータは、木々が突き出す梢こずえに邪魔されてよく見えない森の上空を見上げた。角笛の音が止やんだから、もう太陽騎士の「渡り」が始まったはずだ。空によく目を凝こらすと、東の空から西の空に向かって、バラタナの実よりも小さいキラキラと光る粒が天を滑すべるように移動していくのが見つかった。

　太陽の神に仕える、七人の天空騎士たちだ。

　太陽騎士は皆、煌きらめく金髪にラピスラズリのような深い青色の瞳をし、息も止まるほどの美び貌ぼうの青年たちだという。七人のうち三人は黄金と宝石細工の戦車を操あやつり、四人は純白の騎馬を乗りこなす。馬も戦車も、どれもこれも華やかな黄金細工に飾り立てられ、騎士たちは白地に金の刺し繡しゆうがちりばめられた美しい貴族風の衣ころもを風にたなびかせている──と言われてはいるが、実のところ、その姿は遠すぎてとても肉にく眼がんでは見えない。

　……そもそも、見ようとすることがとんでもない罰ばち当あたりなのだが。

　今は、地面に頭を擦すりつけて一心にお祈りを捧げているはずの時刻。

　ぼーっと天空騎士たちを眺ながめていたり、果はては好奇心に駆かられて望遠鏡で天の貴人たちをつぶさに覗のぞこうだなんて、神官にでも知られたら数時間はお説教されるに違いない無礼だ。

　それは知っていたけれど、ルシータはまったくお祈りするつもりなんかなかった。

　小さな小さな天の騎士たちを目で追いながら、いつものごとく愚ぐ痴ちを呟つぶやいた。

「ねえ、偉い太陽の神様に、そのお付きの騎士様。もう三カ月も、日照り続きで雨が降らないんだけれど、いい加減にしてくれない？　うちの畑は全部枯れちゃったし、村の井戸も涸かれちゃいそうだわ。一体、いつになったら雨を降らせてくれるつもり？」

　小鳥がのどかに鳴き交かわす森の中で異議申し立ててみたけれど、こんな独ひとり言ごとみたいな声が天高くの騎士たちまで届くはずもない。

「どうして雨を降らせてくれないの？　ちゃんと下を見てよ！　うちの畑だけじゃないわ。辺あたり一帯枯れ野原で、川まで干上がってるのにどうして気づいてくれないの？　いい加減に雨を降らせてよ！」

　ルシータが毎日のように喚わめいても、雨はいっこうに降らない。かつては、ルシータもちゃんとお祈りしていた。けれど去年も日照りで、今年もまた日照りで、いくらお祈りしてもしなくっても神様は雨を降らせてくれなくて。

　もう馬鹿馬鹿しくなって、お祈りなんてやめてしまった。

「天空の騎士なんてただの役立たずだわ。地上を見回るのが仕事のくせに、何も見てないじゃない。あたしたちはこんなに困ってるのに、平気で自分たちは綺き麗れいな服を着て、きっと美お味いしいものも食べてるんでしょう。あんたたちなんかに下げる頭はないわよ」

　ぶつぶつ呟きながら、ルシータは家いえ路じを辿たどり始める。

　今日は金曜だ。だから、少し嬉しいことがある日。いつまでも太陽騎士なんかに関わっていないで、早く家に戻って夕食のためにパンを焼こう。普段は朝焼いたパンを温あたためなおすだけだけれど、週末だけはいつもルシータは朝夕二回パンを焼く。

　焼きたてのパンを食べてほしい人が、家に帰ってくるからだ。

　それを考えると、また少し楽しい気分になった。ルシータは小さく歌を歌いながら、木の実で一杯になった籠かごを手に、村への小道を辿る。せっかくだからテーブルに飾りも欲しいと、近くにあった花も摘つんだ。

「──あっ、魔女のルシータだぞ」

　森の入り口付近で遊んでいた村の子供たちの声が聞こえた。

「やばいぞ。あいつと目が合うと呪のろわれるんだぞ！」

「お祈りしたばっかりで魔女に会うなんて、不ふ吉きつだわ！」

　ルシータの腰くらいまでしか身長のない、やんちゃ盛りの男の子二人と女の子が口々に言う。ルシータの方を指差して顔色を変えている。

「あいつに触さわられると病気になるんだぜ！」

「早く逃げるぞ、魔女がこっちに来る！」

　子供たちは、蜘く蛛もの子を散らしたように逃げていく。──そんな風に言われたって、ルシータだってこの道を抜けないと家に帰れないのだからしょうがない。別に子供たちを追いかけているわけじゃないけれど、方向が同じなのだから。

「あっ！」

　蔦つたで作った冠かんむりをかぶっていた女の子が、足をもつれさせて転ころんだ。うええぇん、と盛大に泣き始める。先を走っていた兄らしき男の子が、すぐに戻ってきて女の子を立たせた。

「ネリス、大丈夫か？」

「魔女のルシータに睨にらまれたから転ばされたんだぜっ！　気をつけろ！」

　怒った顔で、もう一人の男の子が離れているルシータを睨みつける。

「……そんなこと、してないわよ」

　ルシータが小さく呟くと、それを見ていた男の子はサッと顔色を変えた。

「──大変だ、いま魔女が呪文を唱となえた！　早く帰って、家でお祈りするんだ！　清らかな月女神シン様にお祈りしたらきっと守ってもらえるから、早く家に帰ろうっ」

　子供たちは手を繫つなぎ、今度こそ転ばないように駆けていく。

　あたしは魔女なんかじゃないわよ、と言ってやりたかったけれど、また「呪われた！」とか言われるのが関の山だと分かっていたから、ルシータは黙っていた。逃げる子供たちに恐怖を与えないよう、少しゆっくり歩いた。子供たちの姿が見えなくなって、誰にも聞かれる心配がなくなると、ようやく唇くちびるを動かして呟いた。

「……魔女扱いされたって、しょうがないわ。家で悪あく霊りようなんか飼ってるあたしが悪いんだから。怒ったり、罵ののしったりしちゃ駄目。そんなことしたら、ますます皆に嫌われちゃう」

　この村しか住むところはないのだから。村はずれでも、嫌われていても、なんとか生活できるだけありがたいと思わなくてはいけない。ルシータは元通りの早足になると、暗くなり始めた村の道を辿り、誰も待つ人のない小さな家へと向かった。
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「ただいま～。ルシータ、一週間元気だったかー？」

　バタンと豪ごう快かいな音を立てて扉を開けたのは、いかつい肩に大きな荷に袋ぶくろを背せ負おった長身の若者だった。陽気な顔に、ルシータそっくりの琥こ珀はく色の瞳と、こざっぱりした短い髪をしている。

「カファル兄様、お帰りなさい！」

　ルシータは笑顔で帰ってきた兄に抱きつく。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした兄は、ルシータを軽々と抱き上げて再会を喜んだ。

「ルシータ、元気そうだな～！」

　満面の笑みで、ルシータを抱き締める。

　ルシータより三つ年上のカファルは、ここから少し離れた町で、石いし工くの親方のところへ弟で子し入りしている。

　石工の組合ギルドは、一度入門したら親方になるまでに、七年の「徒と弟てい奉ぼう公こう」と五年の「親方見習い」を義務づけている。「徒弟」期間は、余よ程ほどのことがない限り実家には帰れないし、賃ちん金ぎんももらえない辛つらい修しゆ行ぎよう期間だ。十九歳のカファルは、去年「徒弟」を終え、晴れて「親方見習い」の身分になった。おかげで僅わずかだが給きゆう金きんももらえるようになったし、毎日は無理だが週末になると、二つ森を越えたこの家まで戻ってこられるようになった。

「こんばんは、ルシータちゃん。ちょうど外でカファルに会ったからさ、一緒に来ちゃった」

　柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮かべて、カファルの後に続いてもう一人の青年が家に入ってくる。村に住む青年で、兄と同い年のハミースだ。藁わら色いろの長い髪をいつもゆるく束たばねていて、優しげな風ふう貌ぼうに丸い眼鏡めがねをかけている。なんとなく動物に好かれているうちに獣じゆう医いと呼ばれるようになった、村のニセ医者だ。

「いらっしゃい、ハミースさん！　いま晩ご飯を作っているところなの。よかったら一緒に食べていって」

「ありがとう」

　ハミースは眼鏡の奥でにこりと微笑む。この時間にハミースが訪れるのは、実はそう珍しくない。週に一度は捕とった兎うさぎや鳥を片手にルシータの家に遊びに来て、一緒に夕飯を食べていく。というのも、心しん配ぱい性しようの兄から「たまに様子を見に行ってやってくれないか？　お祖ば母あちゃんも死んじまって、女の子の一人暮らしじゃ何かと物ぶつ騒そうだから、頼むよ」と言われているからだ。真ま面じ目めなハミースはそれを苦にすることもなく、魔女と呼ばれて忌いみ嫌われているルシータを笑顔で訪ねてきては、力仕事が必要な時などにさり気なく手伝ってくれる。とても善良で優しい人だ。ルシータにとっては、村でただ一人──いや、この世でただ一人の友達だ。

「今日の土産みやげは鹿しか肉にくだぞ～。安かったんだー！　それに、ルシータの好きなライムと、イチジク。ビールもたっぷりだー。さぁ、ハミース、飲むぞ～！」

　カファルは上機嫌で背中のずだ袋を下ろすと、町で買ってきたたくさんの食料品をテーブルに並べていく。日照りのせいで、畑ではめっきり穫れなくなってしまった野菜。もともと畑では作っていないイチジク、ライムなどの果物。それに、カファルの大好きな麦酒ビールの大おお瓶びん。週によっては猪いのしし肉にくや雉きじ肉にくだったりする、新鮮な赤肉の大きな切り身。

「いつもありがとう、兄様！　じゃあ今から、この鹿肉を美味しく焼くわね」

「おお、頼んだぞー。もう腹が減って死にそうだぁ」

　ルシータは大きな鹿肉をナイフで切り分け、香こう草そうと岩塩をたっぷり振りかけて竃かまどに入れた。後ろからは、男二人が泡だらけになった麦酒を酌くみ交わす音が聞こえてくる。

「はーっ！　家に帰って飲む酒はやっぱ最高だな～！　美う味まい酒に、肉汁たっぷりの鹿肉が焼ける音。台所には、世界一美しいオレの妹。やっぱり家はいいよなぁ！」

　カファルは満足げに最初の一杯を飲み干ほす。兄の大おお仰ぎような褒ほめ言葉に、ルシータは小さく笑って振り返った。

「兄様ったら、もう酔ってるの？　あなたの妹は、世界一の美人には程ほど遠とおいわよ」

「そう謙けん遜そんするな。お前は王様のお后きさき様にだってなれるくらいに綺麗だぞ。な、ハミース、お前も思うだろ？」

　カファルの言葉に、善良なハミースはすぐに笑って頷うなずいた。

「うん。僕もそう思う。こんな田舎いなかの村にはもったいないくらい可か愛わいいよ」

「や、やだ、ハミースさんまで。無理して褒めてくれなくていいのよ」

　兄と同い年の友達に褒められるのは、兄に褒められるよりもなんだか恥ずかしい。ルシータがこんなに恥ずかしい思いをしているのに、褒めたヤブ医者はちっとも恥ずかしくなさそうだ。のん気にニコニコ笑っている。

「無理なんかしてないよ。艶つややかな栗色の髪も、明るい琥珀色の瞳も、元気な笑顔も全部可愛いよ。たまに水みず汲くみしながら歌ってる声なんか、びっくりするくらいに綺麗だしね」

「そ、そんなことないわよ。あたしなんて、どうせ魔女呼ばわりだし」

「そんなの、勘違いしてる一部の人だけだよ。ちょっと話してみれば、すぐに魔女なんかじゃないって分かるから。──カファルと一緒に町にでも住んでごらん。まだ十五歳だっていうのを忘れた気の早い男たちが求婚の行列を作って、とても困っていたと思うよ」

　ハミースは明るい声で笑う。

　もともと、ルシータの一家は町で暮らしていた。祖母も父も母も生きていた頃だ。だけど六年前に酒場の歌姫をしていた母が肺の病気で亡くなり、父が酒びたりになって一家は破産した。

　酒に賭と博ばく、煙草たばこ、挙あげ句くに怪あやしげな薬にまで手を出した父は山のような借金をこしらえ、町の家を売ってこの村はずれの古小屋に移り住まなくてはならなくなった。その父も数年前に、祖母も去年亡くなってしまい、今は一人で寂しく暮らしている。

　──できる事なら、もう一度町で暮らしたい。それは前からルシータが願っていたことだった。

「ねえ、兄様。なんとか町で小さな家を探せないかしら？　質しつ素そな小屋でいいの。町に家があったら、兄様と一緒に暮らせるわ！　あたしも来月には十六歳になるし、昼間は暇ひまだから、もう一つ仕事を見つけて──」

　なんとかやっていけるんじゃないか、と思った。悪霊を飼う仕事は夜だけだし、町まで行けば昼間ルシータを雇やとってくれる人もいるはずだ。子供の頃に基本的な読み書きや算術は習っているから、店番や使い走りくらいならきっとできる。

「うん……お前の気持ちは分かる。町には母さんのお墓もあるし、この狭い村じゃひどい噂うわさが立ってるからなぁ。……もしオレがこのままガフルールの町にいられるなら、それもアリだ。でもな、ルシータ……。実はオレ、お前に言わなきゃいけないことがあるんだ……」

　重い口く調ちようで言った兄の顔色は暗かった。大好きなお酒を持つ手も、心なしか元気がない。

「言わなきゃ言わなきゃと思いつつ、なかなか言い出せなかったんだが──オレ、ちょっと長期で出張に出なきゃいけないかもしれないんだ」

「えっ!?　──どういうこと！」

　驚くべき告白に、ルシータは焼きかけの鹿肉を放置してカファルに詰め寄った。

「すまん。実は、来月からうちのダルシェ親方が仕事で遠くの都みやこへ行くことが決まっててなぁ。その仕事ってのが、結構デカイ仕事でな、誰か弟子を連れて行くみたいなんだけど、誰にするかでかなり悩なやんでるみたいなんだ……。

　親方の弟子のうち、そこそこ使いものになるのって言ったら、オレか、来年免状を取って独り立ちするダローム兄貴だろ。──親方不在の工房に頼りになるダローム兄貴を残して、オレを連れて行くか。ヒヨッコのオレを工房に残して、心強いダローム兄貴を連れてデカい仕事に向かうか……。どっちかなんだ」

「でもカファル、君はまだ親方見習いになって二年目だろ？　親方の知り合いがちょくちょく様子を見に来てくれたとしても、一人で店を切り盛りするのは大変じゃないか？」

　ハミースが問うと、カファルも眉み間けんに皺しわを寄せつつ頷いた。

「オレもそう思う。まだ分かんねぇけど……もうほとんど一人でなんでもできるダローム兄貴を工房に残して、オレを連れて出かけるような気がするんだよなぁ～」

「そんな……。兄様が、遠くに出張に行ってしまうなんて」

　ルシータは暗い顔で呟いた。遠い都とは一体どこだろう？　もしかして、半年とか──あるいは一年とか、家に戻ってこられなくなるんだろうか……？

　毎週、週末だけだが家に帰ってきてくれた兄。たった一人の家族。週末だけは、ルシータも肉親に甘えることができる。寂しさを忘れて笑顔で過ごせる。

　それが、……もしかしたら一年も会えなくなくなってしまう。

　……なんて寂しいんだろう。ルシータの胸に、想像しただけで哀かなしみが走った。前の冬、祖母を亡くしたばかりで胸にぽっかり穴が空あいたような気持ちで過ごした日々が浮かんだ。

　あんな風に、寂しくてたまらない日々が、また始まってしまうかもしれない──。

　言葉もなく立ち尽くすルシータの頭に、ぽん、とカファルの大きくてごつい手が載のった。突然の知らせに放心している妹の顔を覗き込み、カファルが元気づけるように言った。

「まだ決まったことじゃないし、決まったって永遠の別れじゃない。仕事さえ、さくっと終わればオレはこの村に帰ってくるんだからさ！　今すぐオレが死んじまうような暗い顔をするなよ～」

「……そうね」

　ルシータはなんとか小さな笑みを浮かべた。

　そうだ、まだ決まったことじゃない。決まったとしても、死に別れるのとは違うのだ。半年か一年我慢すれば、兄はまた笑顔でこの家に帰ってくる！

　ぎこちないながらも笑みを浮かべたルシータの頭を、カファルがくしゃくしゃと撫なでた。

「よし！　それにな、万が一の時はこのハミースがいるからな！　オレがいない間は、こいつがお前の面倒を親身に見て、どんな時も相談に乗って、寂しさを埋めてくれるからな。お前は一人なんかじゃない。──もちろん、嫌だなんて言わないよな、ハミース？」

　カファルが、にっと白い歯を見せて笑い、友を見る。ハミースも満面の笑みで頷いた。

「当然だよ。僕も一人暮らしだし、こんな可愛い妹なら大歓迎だからね」

「うん？　オレは兄としてとは一ひと言ことも言っていないぞ」

「え？　兄代がわりじゃないのかい？」

　不思議そうに首を傾かしげるハミースを見て、カファルは人の悪い笑みを浮かべた。

「いつもながら、お前は鈍にぶいなぁ。まあいい、それについては、後で二人っきりでゆっくり話そう。お前の言い分もあるだろうし。──ところでルシータ。なんか焦こげ臭くさくないか？」

　鼻をひくつかせてカファルが言った時、突然ルシータは思い出した。焼きかけの鹿肉！　慌てて後ろを振り返った。

「きゃあっ！」

　竃の奥で焦げつき始めている鹿肉は、勢いよく火ひ柱ばしらを上げて炭すみへと変わっていこうとしていた。脂あぶらに火がついたのだ。ルシータは中身を取り出そうと素す手でで鍋の柄をつかみかけ、その熱さに火傷やけどしそうになった。

「熱っ！」

「大丈夫？　──これは、すぐに冷やさないと火ぶくれになるよ」

　一人暮らしで調理も手て馴なれたハミースが席を立ち、赤くなったルシータの手を取った。秀麗な眉を寄せると、「お水がもったいないから、大丈夫よ」と言うルシータの手を引いて、有う無むを言わさず水を汲んだ桶おけに突っ込んだ。

「ヤブ医者の言う事は聞くものだよ。せっかく綺麗な手なのに、火傷やけど痕あとが残ったらもったいないだろ」

　真面目な顔で説教するニセ医者の青年と、もうすぐ十六歳になる妹の姿を、カファルはニヤニヤしながら見つめていた。
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　夕食後、二人が酒さか瓶びんを持ってカファルの部屋へ引き上げたので、ルシータは貴重な水でお皿を洗い、テーブルを拭いた。一通りの食後の片付けが終わると、自分の仕事に取り掛かった。

　──魔女の仕事は、夜から始まるのが常つねだ。

　ルシータは魔女じゃないけれど、実際にやっていることは魔女に近いのかもしれない。可愛いペットたちのエサにしようと取ってあった、朝食の残りの硬いパンを取り出す。台所を照らす明るいランプを絞しぼって光を薄暗くすると、部屋の一番暗い隅すみにある黒い覆おおい布ぬののところへ向かう。二重にかけてあった厚い遮しや光こう布ふを取り払った。

　金色に輝く真しん鍮ちゆうの鳥とり籠かごが、そこには山のように積まれていた。小さな籠もあれば大きな籠もある。漆しつ黒こくの布を取りはずされ、薄暗いランプの光に驚いて、籠の中の生き物たちは「きゅう」と苦しげな息をついて逃げ惑まどった。

「──ラベス、リオーラ、それくらいのことで泣かないの。お日様の光じゃないんだから、泣くほどのことじゃないでしょ」

　冷たい声で言うと、籠の中の黒くてもやっとした生き物たちは少し元気になった。

　この生き物たちは、普通の血ち肉にくの通った生き物と違い、優しく撫ぜられたり温あたたかい声をかけられたりするのを嫌う。それどころか、悪意の交まじった罵ば倒とうや憎ぞう悪おに満ちた視線を何より喜び、成長の糧かてにするのだ。

「ほら、陰いん気きなあんたたちにぴったりの、乾かわいてカサカサのパンをあげるわ」

　出しっぱなしだったせいで、すっかり乾いてカチカチのパンを千ち切ぎって籠に投げ入れていく。彼らは普通の生命体ではないから直接パンを食べるわけではないが、小麦やドングリの実で出来たパンの生命力のようなものを啜すすり取り、パンをまっ黒く腐くさらせるのを楽しみにしている。

　他の何かの生命を弱らせることが、この籠に入っている生き物たちの生きがいなのだ。

　ルシータの、可愛い悪霊たちは。

　ひときわ小さな、手のひらサイズの黒いふわっとした塊かたまりが入った籠の前で、ルシータはパンを投げ込む手を止めた。

「──ラベス、あんたにはあげないわ。あんたってば、いつまでたっても意い気く地じなしで成長も一番遅いし、見た目もひ弱だし、出来が悪いんですもの。鬱うつ陶とうしくてかなわないわ」

　と、持っていたパンの欠片かけらを、隣のシムリームの籠に投げ入れてしまう。ラベスと名付けた悪霊は怒った。毛を逆さか立だてた猫のようにふくらみ、かぼちゃくらいの大きさになった。クルルルッ！　と今ひとつ迫力に欠ける声で鳴いた。ルシータは、可愛いと思ってしまいそうになる自分を戒いましめた。この悪霊……ラベスがいまいち大きくならないのは、捕つかまえた時から小鳥のヒナのように丸っこくて小さくて、見るたびにルシータがこっそり「可愛い」と思ってしまうからだ。悪霊は「なんて恐ろしい……！」と本気で人に怯おびえられれば、それだけで強くおどろおどろしく育つ。可愛がられたり、優しい眼まな差ざしで見つめられたりすると、逆に縮ちぢんで小さくなってしまうのだ。

　ルシータは、想像以上に大きくなったラベスを見て嬉しくなったが、父の死後二年かけて会え得とくした悪霊栽さい培ばい技術を思い出し、冷たい瞳でラベスを睨んだ。悪霊を早く大きくするには、まるで残酷な継まま母ははのように意地悪に接するのが大事だ。

「あら、今いま更さら大きくなっても遅いわよ。もう、あんたの分はシムリームにあげちゃったもの。ほーら、マタイにアスール、あんたたちの分よー」

　手の中に残っているパンを、隣や上下の籠に投げ入れてしまう。自分だけパンをもらえなかったラベスは大おおいに怒り、真鍮の籠の中をぐるぐる飛び回った。悪霊は真鍮を恐れるから、輝く金色の籠の床にも柱にも触れることができないが、できるものなら真鍮の柱に体当たりして籠を転がしていそうな勢いだ。

「はい、今夜の晩ご飯はおしまい。……あら、まだ怒ってるの、ラベス？　ふふん。悔くやしかったら、あたしに憑とり付ついてみなさいよ？　ほーら」

　と、ルシータは籠の隙すき間まから指を入れる。黒くてもやっとしたラベスは、ルシータの指に荒々しく体当たりした。けれど、傷一つないルシータの指からはどこも憑り付く隙間が見当たらず、悪霊はスカスカと指を通り抜けるばかりだった。

　ルシータはくすりと笑うと、透き通る悪霊の毛というか、もやを撫でてやった。なんの手触りもなかったが、かぶさった時には少し冷たいように思えた。

「傷口がなければ、あたしに憑り付くことも、そこから腐らせることもできないんでしょ？　ほんとに役立たずねぇ、ラベス。どんな親から生まれたのか、顔が見てみたいくらいだわ。この小さな籠に閉じ込められて、あたしに飼ってもらえることをありがたく思いなさいよ。あんたみたいなチビの悪霊、外に出たらすぐにお日様に当たって、萎しなびて死んじゃうんだから。あんたってば、とっても間ま抜ぬけだもの。隠れるのも不器用そうだし、悪霊の中でもドンくさそうだものねぇ」

　怒り狂う悪霊は、カァッと口を開き、小さな歯でルシータの指に嚙みつこうとした。けれど、それは何回やってもするりと通り抜けてしまい、ルシータの身体を傷つけることはできなかった。

　ルシータは他の十一個の籠の悪霊たちを見回し、どれもすくすく順調に育ってきていることを確かめると、本当の晩ご飯をあげ始めた。

「……今日も一日とってもいいお天気で、一粒の雨も降らなかった。来る日も来る日も日照りばっかりで、もういい加減にしてほしいわ。太陽神様なんて大嫌い！　きっと太陽の神ラヴィ様は、耄もう碌ろくしきったおじいちゃんでろくに眼が見えていないのよ！　太陽騎士の報告する日照りの声も、耳が遠いから聞こえていないんだわ！　それで、毎日毎日地上にギラギラ照りつけて、あたしたちを苛いじめるのよ。……この日照りだけじゃないわ。どんなにお祈りしたって、母様の病気も助けてくれなかったわ……。父様のことも。あんな暴力的で駄目な人にしてしまった。あたしたちがどんなに祈っても、一度も助けてなんてくれなかった。神様は偉大だって神官様は教えるけど、そんなの噓うそよ。あの人たちは、遠い親戚よりもずっと冷れい酷こくで無む慈じ悲ひだわ」

　お祈りをしようとしまいと、神様は地上の人間のことなんか助けてくれない。

　哀しみと怒りの交じったルシータの愚痴を聞いて、嬉しそうに悪霊たちがキュウキュウとざわめいた。恨みと悲しみを体に吸い込み、黒くてもやっとした体が少しずつ大きくなった。

「……天上の神々なんて大嫌いよ。あたしたちから雨を奪った。あたしから家族を奪った、残酷な神々──」

「キュウウ！」

　どこかの籠で、悪霊が嬉しそうに鳴いた。一杯の雨を浴びた蛙かえるのように、夕食をもらった悪霊達が元気一杯にざわめくのを見、ルシータは唇を閉じた。

　悪霊を大きく育てることは大切だけれど、それ以上にたくさん愚痴を言いすぎると、ルシータ自身が病気になって死んでしまう。いつの間にか小さい悪霊が胸に住み着き、体を蝕むしばんで殺すのだ。毎日のお祈りもしない人間の身体からだでは、病気の悪霊の成長はとても早い。ルシータの父も祖母も、そうやって早死にしてしまった。

　そうならないためにも、ルシータは悪霊にエサをやるのは、毎晩五分以内と決めていた。

　──今夜はもう、これで充分だ。

「キュウゥ、キュウ！」

　もっと恨みを寄よ越こせ、憎しみの声を聞かせろ、と悪霊たちが訴うつたえかける。ルシータは、可愛い悪霊たちを一いち瞥べつしたけれど、またサッと元通り悪霊たちの籠に黒い布をかけた。

　……恨みと憎しみで、悪霊を育てる。こんな汚れ仕事をしているから、魔女呼ばわりされるのだと分かってる。ごうつくばりの金貸しとぐるになって、金目当てに穢けがらわしい生き物を育てる罰ばち当あたりな娘だと。

　だけど、父が作った信じられない額の借金を返すにはこれしか方法はないし、ルシータの悪霊だって人の役に立っているのだから。

　だからまだ頑張れる。

　ルシータは暗い気持ちを切り替え、顔をはたいて笑顔を浮かべると、楽しそうな笑い声が漏もれ聞こえてくるカファルの部屋の扉を叩いた。
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　兄とその友人の酒盛りは、夜中近くまで続いた。

「カファル兄様……、あたし、そろそろ寝るわね……」

　眠くなったルシータは、目元をこすりながら兄の部屋を立ち上がった。

「──あ、ルシータちゃん」

　部屋を出たルシータを、酒でほんのり頰ほおが赤らんだハミースが追いかけてきた。

「今日は美味しい晩ご飯をご馳ち走そうさま。これ、君に渡そうと思って持ってきたんだ」

　と、ルシータに五、六本の矢の束たばを差し出す。

「この前、十本あった矢を全部なくしちゃったって言ってただろ。だから、代わりの矢」

　──そうだ。近頃の日照り続きですっかり野菜が穫れなくなって困ったルシータは、せめて鳥でも捕まえて食事の足たしにしようと思い、ハミースに弓矢を習いに行ったのだ。けれど、ハミースが射つ矢はまっすぐ飛ぶのに、ルシータが射つ矢はなぜかとんでもない方向にばかり飛んでいき、獲え物ものに当てるどころか、回収することさえ不可能な高い木の幹みきに突き刺さったり、いくら探しても行方不明になったりしてしまった。十本あった矢は二本が折れ、三本が木に突き立って抜けなくなり、五本は行方ゆくえ不ふ明めいになってしまった。

　ルシータが恥ずかしながらそのことをハミースに打ち明けて謝あやまると、また今度矢を作っておくからとハミースは笑って言ってくれたのだ。
















「ありがとう、ハミースさん。助かるわ」

　ルシータは、その矢の束を受け取った。──よく見れば、その中に一本だけ、矢や羽ばねが真っ赤な変な矢が混じっていた。気になって取り上げてみると、その矢や軸じくには不思議な模様が彫ほり込まれ、驚くほど軽かった。

「ハミースさん、これ何？　一つだけ色が違うけど……？」

「ああ、それ。この前町に行った時に、異国風の怪あやしい行商人がいてねぇ。なんでも、『狙った獲物に絶対に当たる魔法の矢』なんだってさ。あはははは～。すごく怪しいだろ？」

　いい気分で酔っているらしいハミースは、騙だまされているかもしれないというのに陽気な顔で笑っている。

「え、ええ。かなり、怪しいわね……」

　っていうか絶対騙されてるー！　とルシータは思ったけれど、年上のハミースにそんなことを言うのは失礼だと思ったので、引きつった笑いを浮かべるだけにしておいた。

「でも矢羽の色も赤くて目立つからさ。魔法ってのが噓でも、矢を探す時に見つけやすいんじゃないかなと思って買ったんだ。みんな怪しいと思うらしくて、商人の方も『もういくらでもいいから買ってくれ～』って感じだったし。まぁこれも一種の人助けと思って」

　それも違うと思うー！　とルシータは思ったけれど、またしても、言えなかった。調子をあわせて頷いておいた。

「そ、そうかもしれないわね」

「だろ。──それからこれ、望遠鏡。獲物を探す時と、どこかへ飛んでいった矢を探す時に使うといいよ。うちの物もの置おきにあった物だから、新品じゃなくて悪いけど」

「ありがとう。新品じゃなくてもとても助かるわ。もし最初の獲物が捕れたら、きっとハミースさんに見せに行くから、一緒に晩ご飯にして食べましょうね！」

「うん、楽しみにしてるよ。それじゃお休み、ルシータちゃん。いい夢を」

　ハシバミ色の瞳を優しく細めて見送ってくれる兄の友人にとびきりの笑顔を返し、ルシータは自室へ引き取る。腕に抱かかえた矢や束たばと筒つつ状じようの望遠鏡を、机の上に置いた。

「ハミースさんは、本当にいい人だわ。……いい人過ぎて、ちょっと騙されやすいけど」

　隣の兄の部屋からは、まだ二人が楽しそうに酒を酌み交わす声が聞こえてくる。ルシータもほんのり嬉しい気分で寝巻きに着替えると、あたりに隠れているかもしれない悪霊を払うために、枕元に置いてある小さな真鍮の鐘を鳴らした。

　リィン、と澄んだ音色が部屋に響き渡る。

　部屋のどこかから、「きゅうぅ」と小さな悲鳴が聞こえた。──小さな悪霊がどこか暗がりに隠れていたようだ。念のためにルシータはもう一度鐘を鳴らす。もう声は聞こえなかった。きっと聖なる音に怯おびえて縮み、扉の隙間や窓の隙間を通って、外に逃げていったのだろう。

　ルシータが安心してベッドに入ろうとした時、どこか遠くから狼おおかみが鳴くような低い角笛の音色が聞こえてきた。

　──真夜中のアザーンだ。

　もうそんな時刻になっていたのか。

　月女神シンに仕える、天空の騎士たちが夜空を見回り、東の空から西の空へと天を駆ける時刻。

　いつもならルシータはとっくに眠っていて、アザーンを聞くことさえない時刻だ。

　さっきまで賑にぎやかな声が聞こえていた隣の部屋も、静かになった。カファルとハミースが部屋の中でお祈りをしているのだろう。

「あたしはしないわよ、お祈りなんて」

　そ知らぬ顔で寝てやろうと思い、ランプに手を伸ばした。

　その時、ランプの柔らかな光が机の上の古びた望遠鏡を照らし出すのが目に留とまった。

　──望遠鏡を使って、遙かな天空騎士や神々をこっそり覗き見たのは、もう遠い昔のことだ。嵐の日には風の神や雷かみなりの神が見える。それに、月や太陽の昇る瞬間と沈む直前の光が弱まった時なら、天の主しゆ神しんたる輝く二に柱はしらの神々の姿まで見ることができる。

　深夜のアザーンが鳴ったばかりのこの時刻なら、天を渡る月騎士たちの姿を見ることができるだろう。

　ルシータの胸に好奇心が疼うずいた。

　──見ちゃいけないものだと聞くと、余計に見たくなる。

　彼らは本当に一人残らず銀髪で、青い眼なのだろうか？　壮そう麗れいな銀の戦車を見事に操り、誰も彼も息を吞むほどの美男子で、乗っている馬の顔までハンサムだっていうのは本当？　

　ルシータは机の上から望遠鏡を持ってくると、悪霊が入ってこないように細く窓を開け、暗い夜空を見上げた。

　今夜も雲一つない美しい星空に、半月を少し越えてパンの形をした月が煌こう々こうと輝いている。

　目を凝こらすと、夜空を駆け抜けていく五つの銀色の光があった。そのままでは星ほし屑くずの一つと見間違えそうに小さい。夜明けには七人そろう月騎士も、夜半のこの時刻にはまだ五人だ。

　ルシータは望遠鏡を覗く。ひときわ闇が濃い天の端から、星屑を撒まき散らすようにして、輝く青い瞳の騎士たちと、銀の車輪の戦車が中ちゆう天てんに向けて駆けていく姿を捉とらえた。

　先頭を駆けるのは、大きな銀の旗を持った青年騎士──。それに続いて、額ひたい飾かざりをつけ長い銀髪をたなびかせる貴公子然とした騎士。それから戦車を操る逞たくましい騎士、少し遅れて、巻き毛で快活そうな青年がもう一台の戦車を駆かる。最後尾には、角笛を吹き鳴らす少年騎士。

　夜を駆ける月騎士たちの馬は、昼間とは対照的な黒こく馬ばだった。漆しつ黒こくの毛並みに銀色のたてがみを持ち、流星のように輝く長い尾をたなびかせている。その額を飾る鈴も、手た綱づなも鞍くらも腹はら帯おびも、すべて銀細工と宝石で装飾され、月光を浴びてため息が漏れるほどに美しく煌きらびやかだ。四本の足にも銀の蹄てい鉄てつを付けていて、馬達が長い足を優雅に動かすたびに、星のように輝いている。

「ああ、馬は噂どおり本当に素敵だわ……」

　では、その馬の上の騎士たちは？　期待を込めて視線を上げると、──ルシータは、その噂が本当のことだったと知った。小さなため息が唇からこぼれた。

　疾しつ駆くする馬の背にぴんと背筋を伸ばして乗り、あるいは戦車に堂々と立って馬を操り、夜空に湧わいた悪霊たちを容よう赦しやなく斬きり捨てて駆け抜けていく青い瞳の月騎士たち。ある者は銀に閃ひらめく剣を持ち、ある者は長い槍を器用に振りかざして。彼らが身動きするたびに、他のどの装飾品よりも美しい銀色の髪が、風を受けてキラキラと玲れい瓏ろうな光を撒き散らす。

「なんて綺麗……。まるで王侯貴族だわ」

　けれど、月騎士たちの身に纏まとう衣装は、太陽騎士に比べればずいぶん地味だった。地じ色いろは闇に溶けるような黒で、膝ひざまであるブーツも同色。そこかしこに銀ぎん糸しで縫ぬい取った装飾があるが、太陽騎士が身につけているという、白地に黄金の非常に華やかな装飾には到底及ばない。ああでも、襟元と袖口の刺繡は、特別華やかだ。天の道に溢あふれかえる悪霊たちを斬るたび、銀色の光が美しい軌き跡せきを描く。

「星々も色いろ褪あせて見えるほどの美び貌ぼうに、見み蕩とれるような長身と広い肩幅。すらりと長い脚。神話に出てくる英雄かと思うような見事な体たい軀く……神官様の言うことも、本当だったのね」

　──ということは、神官も望遠鏡で覗いたのだ。そうでなければ、知っているはずがない。

　ルシータは一人ずつ順に月騎士たちの顔を見ていった。一人は貴公子然とし、一人は逞しく豪快そうで、また一人は甘い顔立ちで、最後の一人は少し年が若いのか無邪気な少年風だった。ただ、先頭の騎士だけは掲かかげた月シ神ンの旗が風にたなびいて邪魔をするため、顔が口元しか見えない。彼はどんな顔をしているのだろう？　間違いなく、他の全員と同じように綺麗な顔をしているのだろうけれど。

　じっと見ていたけれど、どうしても旗が上手く翻ひるがえらないので、ルシータは先頭の騎士の顔を見ようとすることを諦あきらめた。

「あたしは太陽騎士も月騎士も嫌いだけど……とりあえず、月騎士は人間のためにも役立っているから、太陽騎士よりはましだわ」

　月騎士たちは、その手に剣を握り、夜空にうじゃうじゃ湧いた悪霊を斬って浄化する仕事をしている。

　夜になると、眠っている人間の心から「悪意」や「憎しみ」「恨うらみ」といった思いが主あるじたる人間の体を離れ、獲物を求めて一人歩きする。時には、死んだ肉体からも強い悪霊が生まれる。

　普段は肉体に縛りつけられているそれらは、純粋な悪意の塊かたまりで、一つ一つはとても小さく色も薄いが、人の悪意を吸ったりしてどんどん大きな悪霊に育っていく。

　彼らは、太陽の光を苦手とし、昼間は木こ陰かげや古井戸、レンガ塀べいの隙間などの狭くてじめじめした暗がりに隠れているが、日没が近づいてくると自在に飛び回り始める。眠っている人間の耳や口から入ったり、傷口から入り込んだりしてその人間に憑り付き、病気などの体調不良にしてしまう。寂しさで育った悪霊なら、身体よりも心を病やませてしまったりする。

　実体を持たないこの悪霊たちは、普通の剣では殺すことができず、人間は直接触れることさえできない。悪霊の嫌う真鍮で造った重い剣でなければ、悪霊は斬ることができないそうだ。

　──あるいは、神聖な青い目をした神官たちの操る破は魔ま呪文でなければ、悪霊は滅ぼせない。

　けれど、天上世界に住まう月騎士たちが振るう銀の長剣──あるいは、戦車の青年が扱う長ちよう槍そうは、特別の力を持っているのだろう。どう見ても真鍮製には見えないし、重そうにも見えないのに、そこらに漂っている悪霊たちをあっさり斬り捨てて消滅させていく。

　月騎士たちが切り祓はらうのは、夜空の悪霊すべてではない。

　月女神が歩く天の道の上に居い座すわる図太い悪霊だけだが、それでも毎回かなりの数になる。「渡り」が始まる前には悪霊だらけで鬱うつ々うつとよどんでいた星空も、月騎士が渡り終える頃にはずいぶんスッキリしているのが常だった。

「──あ、危ない！」

　月騎士たちの動きをじっと見ていたルシータは、思わず声を上げた。

　先頭で大きな旗を持っている月騎士の腹めがけて、突然下から襲ってきた大きな悪霊が牙きばを剝むいて襲い掛かったからだ。月騎士は攻撃に気づいてすぐさま左手で剣を引き抜くと、襲ってきた真っ黒い悪霊を横よこ薙なぎに大きく斬り捨てた。

　──すごい。利き手ではないだろうに、あんなにもやすやすと剣を振るって敵を滅ほろぼしてしまうなんて。ルシータが感動に目を丸くした直後、夜空で静かに煌いていた星たちが、一いつ斉せいに強い光を放はなった。

　ルシータは眩まぶしさに瞳を細め──その後に繰り広げられた光景に、我が目を疑った。

　宝石のように静かに輝いていただけの星たちが、一ひと瞬またたきの間に美しい乙女おとめの姿へと変わったのだ。優美なドレープをたなびかせる華やかな衣装を纏い、金銀赤青の美しい髪に、煌く首飾りと耳飾り、宝石の髪飾りに色とりどりの腰こし帯おびを身につけた、輝く瞳の美少女たちに。

「きゃーっ、ステキ！」

「最高ー！」

「こっち向いてーっ」

　乙女たちは大きく手を振り、あるいはハンカチを投げ、ウインクし、先頭の月騎士に熱い声援を浴びせた。──いや、ルシータの耳には当然その声は聞こえなかったが、絶対にそう言っていたに違いない仕し草ぐさだった。

　熱烈な声援を浴びた月騎士は首を曲げて乙女たちを見回し、剣を元通り鞘さやに納めると、片手を挙げてそれに応こたえた。

　……だけでは済まなかった。

　いい気分になったのか、月騎士は走らせていた馬を止め、大事な仕事道具である旗も下ろすと、一番手近にいた星の乙女の手をとって指先に口づけを落とした。

　ポッと、乙女の顔が朱に染まる。隣の乙女がキャーッと叫んで手を振ると、即座にその乙女の手をとり、じっと見つめては、白い手を引き寄せて──。

　花から花へ飛び回る気き紛まぐれな蝶ちようのように、月騎士は天上の乙女たちと遊び始めた。

「ちょっと……何してるのよ……」

　ルシータが目を丸くして呆ぼう然ぜんと呟く。よく見れば、立たて役やく者しやの月騎士だけではなかった。

　後ろで戦車を操っていた逞しい月騎士も、ついさっきまで真面目に悪霊退治をしていた少年のような元気一杯の騎士も、見事に職しよく務む放ほう棄きしていた。剣をほうり捨て、馬を止めて戦車から身を乗り出し、着飾った美しい乙女たちにこぼれんばかりの笑顔を投げかける。天の道に集まってきた乙女から、順じゆん繰ぐりに頰に口づけを受けたり、手を握って挨あい拶さつしたり大忙しだ。

　もはや、彼らに働く気はまったくなかった。額飾りをした一人だけは全員を諫いさめようとしているようだったが、到底聞く気配はなかった。

　目の前を特大の悪霊が横切っても、月騎士は無視。戦車の後ろに、どす黒い悪霊が乗っかっていても無視。馬の耳に悪霊が嚙みついて、馬が嫌がって暴れていても、ひたすら無視。

　視線はただ、色とりどりの衣装で微笑みかける乙女たちに奪われている。

「──最低……。あなたたち、何やってるのよ？　一晩のうちにたった三回、夜空を見回るだけでしょう？　仮にも神の眷けん属ぞくのくせに、それさえ真面目にできないの？」

　あまりの怒りに、ルシータは声を震わせた。

「あのね、地上はあなた方の意地悪のせいでとっても困ってるのよ。雨が降らなくて、畑が干上がっていって……それなのに、あなた方は何をしてるの？　綺麗に着飾って、女の子と遊びながら仕事して……あたしもう、情けなくって涙が出てくるわ。いい加減にしなさいよ！」

　いくら地上でルシータが愚痴を言っても、たとえ大声で叫んだって、その声は天高くの神々の眷属の耳にまでは届かないのだ。

「なんとかこいつらに一いつ矢し報むくいてやる方法はないのかしら……！」

　唇を嚙み締めた時、ルシータの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

　一矢。

　その名の通り、一本の矢だ。

　ルシータはフッと机の上に視線を投げる。

　そこには、魔法がかかっているという一本の赤い矢羽の矢があった。

　……絶対に狙ったものを打ち落とす、魔法の矢が。

「そんな魔法、絶対噓だと思うけど……」

　もしも本当だったとしても、せいぜいその辺の鳥や獣を捕るためのもの。まさか、遙か天空の神々の道まで飛ぶなんてできっこない。どんな軽い矢でも、カファルのような大男が射うったのでも、ハミースのように正確な狙いでも、あんなに遠くの獲物を打ち落とすなんてできない。しかも相手は月騎士だ。ついさっき軽々と悪霊の不意打ちを返り討うちにした月女神の騎士が、地上から飛んできた一本の小さな矢なんかに、易やす々やすと仕留められるはずがない。

「でもいいわ……。たとえ当たらなくっても、もし月騎士が地上を振り向いてくれたら、──乾いた大地や日照りに怒ってる人間がいるんだって伝えてやれたら、それで満足だわ」

　ルシータは窓を大きく開け放つと、魔法の矢をつがえ、ぎりりと弦つるを鳴らして引き絞った。

　──狙うのは、あの先頭の旗き手しゆ。

　望遠鏡を目元からはずした今では小さな点にしか見えないけれど、今もきっとルシータの方に背を向けて、新しい星の乙女の手をとって楽しそうに甘い言葉を囁ささやきかけているに違いない。顔は最後まで見えなかったけれど、きっととても美男子で、女の子の好きそうな凜り々りしい顔立ちに違いない月騎士の旗手。

「魔法の矢よ。力の限り空まで飛んで。心臓じゃなくてもいいから、あの旗を持っていた月騎士の背中をどこか適当にぐっさり刺して、あたしたち地上の恨みを思い知らせてやって」

　言い聞かせると、遙か頭上にいる天の月騎士めがけて、矢を放った。
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「ん───っ、いい朝ね～」

　眩しい朝日が開いたままの窓から部屋に差し込み、ルシータは伸びをした。昨夜夜よ更ふかししたせいか少し寝不足の気もするが、せっかく兄が帰ってきた日なのだから寝坊してはもったいない。水みず汲くみに行って、美味しいパンを焼かなければ。ベッドを抜け出そうとしたルシータは、枕元に望遠鏡が転がっているのを見つけた。

　ハミースに昨晩もらった贈り物だ。狩りをするのに必要だろうからと親切にも納な屋やを探して持ってきてくれた望遠鏡。枕元まで持っていって一緒に寝るなんて、子供みたいなことをしたものだ。大事な望遠鏡を取り上げ、机の上に戻そうとした。

　そのとき、何かとてつもなく嫌な感覚が、ルシータの胸に広がった。

　昨夜、何か……ひどく怖い夢を見た気がする。望遠鏡が関わる、とても奇妙で恐ろしい夢だった。具体的にどんな夢だったかはよく思い出せないけれど、あまりにも怖くて──震えながら眠った気がする。

　どんな悪夢だっただろう？

　ルシータは、何かを探すように視線を部屋の中に泳がせる。机の上に、ハミースがくれた贈り物の残り半分を見つけた。六本の矢が、そこにはきちんと並んでいた。五本はただの鳩はとの羽根を使った矢で、一本だけが真っ赤な羽根を使った魔法の矢。

　──ちゃんと全部そろってる。

　ルシータは無む性しようにホッとした。そして嬉しい気分になった。

「今日はこれで狩りに挑戦しましょう。鳩でも捕まえられたらいいわねー」

　ルシータは着替えようとする。ふっと、全開になったままの窓に気がついた。

「まぁ！　あたし、窓を開けっ放しで寝てたの？　大変だわ、悪霊が入ってきちゃうのに」

　もしかしたら、小さい悪霊がルシータの鼻や口から体に入ってしまったかもしれない。

「きっとそうだわ。だから、悪夢なんか見てうなされたのよ。気をつけなくちゃ」

　ルシータは魔ま除よけの鐘を一つ鳴らし、窓辺に近づいた。まばゆい光に誘さそわれるように窓から頭を出した。真っ青な空を見上げ、そこに雲の一つもないのを見ると、ため息をこぼした。

「今日もいいお天気……雨は、降りそうもないわ」

　水がなくて、すっかりしなびてしまったトマト畑に視線を落とす。何気なく見ただけだった。けれどその直後、ルシータは畑の真ん中に異様なものを見つけ、息を凍こおらせた。

　そこにあったのは、倒れた黒い人影だった。背中は鮮血に赤く染まり、乾いた大地に不気味な染しみを作っている。

「きゃああぁっ！」

　悲鳴を上げて、ルシータは窓辺に座り込んだ。もしも声が聞こえていたら兄のカファルが飛んでくるはずだが、昨夜遅くまでお酒を飲んでいたから、ぐっすりと眠っているのだろう。様子を見に来る気配はない。

　恐る恐るルシータはもう一度窓から頭を覗のぞかせた。

　銀髪の男は、やはり身動き一つせず畑に倒れ込んでいた。

「た、大変……っ！」

　ルシータは外へ駆けつけ、トマト畑の上に倒れる男を揺さぶった。

「ねえ、あなた大丈夫？　……ねえっ！」

　男は死んだようにぐったりして、うめき声一つ上げない。ルシータの部屋の窓辺に頭を向け、悔しそうに、乾いた土と、トマトの枯れ枝をきつく握り締めている。

　昨晩、森で悪霊にでも襲われたのだろうか？　銀糸の縫い取られた黒い上着が、目を背そむけたくなるほどの血でぐっしょりと濡れている。生きているのかどうか首筋に手を触れてみると、まだ温かかった。苦しげな呼吸音もかすかに聞こえてきた。

　とりあえず家に運ばなくては！　ルシータは男の腕を肩に回し、意識のない体を引きずろうとした。

「──うっ……」

　傷が痛むのか、男がかすれた声でうめく。死に掛けた青年はかなり体格が良く、長身だった。到底ルシータには家まで運べそうもない。ルシータは、部屋で爆ばく睡すいしている筋骨隆々とした兄を呼びに行くことにした。
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「──今夜一晩、熱が出るだろうけど、たぶん明日か明後日あさつてには目が覚めると思うよ。この旅人は若いし、体力もありそうだから容態が急変して死ぬってことはまずないと思う」

　獣医のハミースが、旅人の手当てを終えると言った。

　ハミースは、医者がいないこの近きん隣りんの村では、獣けものだけでなく人間の治療もするヤブ医者だ。知識の都とも呼ばれる王都バビロンまで行って医い師し免めん状じようを取得したわけではないので、人間の治療をしているのがばれると実は捕まってしまう。けれど、この辺の貧しい村ではきちんとした免状を持つ医師などいるわけもなく、遠い町まで呼びに行くお金も、時には時間もないわけで、周辺の村々ではかなり重宝がられていた。ちなみに、獣医になるには免状は要いらないので、ニセ獣医ではない。

「カファルの家の裏に倒れてたってことは、おそらく奥の森で強ごう盗とうにでも遭あって、民家目め指ざして逃げてきたんだろうね。これは村長さんに報告して、皆に気をつけるように連絡してもらった方がいいかもしれない。森のそばで遊ぶ子供たちも結構いるからね」

　ハミースが真剣な顔で言い、ルシータも頷いた。

「そうね。皆に知らせておかないと大変だわ」

「ルシータちゃん、昨日矢をあげたけど、しばらく使うのはやめておいてくれるかな？　森に迂う闊かつに入ると、もしかしたらその強盗とかに会ってしまうかもしれないからね」

　ハミースの忠告にルシータはぶるっと身み震ぶるいした。

「ええ。しばらく、森に近づくのはやめるわ」

「それがいいと思う」

「それにしても兄様、ハミースさん。この人って、一体何者かしら……。こんな辺境の村に、こんな立派な黒い装しよう束ぞくの人が来るなんてあたし不思議なんだけど」

　ルシータが言うと、カファルの顔がギクリとした。

「黒い、装束……。うーん。実はオレ、こいつを一目見た時から、悪い予感がしてるんだが──。ハミース、お前はどう思う？」

「君もかい？　実は僕もなんだ」

　カファルとハミースは、ルシータには分からない話で頷きあい、額ひたいを寄せている。

「悪い予感って何？　兄様、この人が誰か知っているの？」

「いや……知ってるわけじゃないんだがな……なんとなく、見覚えがあるような気がするんだよなぁ。……この季節に、黒服で、そこそこ立派な格好で、この辺じゃ見かけない男が来るってことはさ──なぁハミース、あれしかないだろ？」

「あれしかないよね」

　ため息と共に、ハミースも頷く。

「あれってなぁに？」

　ルシータにはさっぱりわけが分からない。

「それはね──、ルシータちゃん、彼をよく見てごらんよ」

　ハミースに言われて、ルシータはベッドでまぶたを伏せる旅人を見た。

　繊細な銀糸を集めたような煌く銀髪に、色の白い秀ひいでた額をした二は十た歳ちくらいの青年だ。

　カファルと同じくらいの長身に、信じられないくらい美しい顔立ちをしている。ぴたりと閉じた唇は、精せい悍かんであると同時に高貴な雰囲気に溢あふれ、くっきりと彫り込まれた二重まぶたと、影を落とす長い睫まつげは、まるで眠る女神でも見ているようだ。鼻はな筋すじは、誇ほこり高さを示すようにすらりと伸びて、息をするために作られた部品ではなく、優すぐれた叡えい智ちと気け高だかさを示すためだけに存在するように思える。横顔も、正面から見ても、上から見ても、どの角度から見ても非の打ち所がない端たん麗れいな顔立ちだった。これでその瞳を開ひらいたらどんなに華はなやぐだろう……と思わせられる。たとえそれが何色でも、間違いなく宝石のように魅力的に見えるに違いない。

「すごく綺麗な顔よね……世の中には、こんなに綺麗な顔の人もいるのね」

　ルシータが呟くと、ハミースは苦笑した。

「うーん、女の子だったら、まずそこを見るよね。ごめんごめん。『彼を見てごらん』じゃなくって、『彼の持ち物を見てごらん』って言えばよかったね。──ほら、治療するのに邪魔だから脱がせた上着に、重たい銀のベルト。宝石で作られたカフス。それから、立派な長剣」

　ルシータはちょっと赤くなって、旅人の荷物の方に視線を動かした。確かに、ハミースの言うとおり豪華な剣と、宝石飾りがついた上着が置いてあった。

「この剣さ、さっきオレが抜いてみたら、刀とう身しんに言葉が刻きざんであったんだ。〝気高きシンヒルド、至上なるお方より二つの星を頂いただきし者〟ってな」

「気高きシンヒルド……？　それこの人の名前かしら？」

「分からん。ともかく、ただもんじゃないのは確かだ。剣だけじゃなくて、上質の革かわで作られた黒いブーツや、綺麗に刺繡された上着も、この辺の細工じゃないように見える。多分、これだけのものを作れるのは、王都バビロンの鍛か冶じ師しと仕立て屋だろう」

「じゃ、この人はバビロンから来たってこと!?」

　ルシータの問いに、男二人は頷いた。

「まあバビロンから！　すごいわ、国王様のいらっしゃるところから来た旅人なんて！」

「……それが、喜んでもいられないんだよね……。ルシータちゃん、去年の今頃にもさ、こんな感じの黒い服に、偉そうな男の人が一人で村長さんの家に来たの、見なかったかな？」

「去年の今頃……？」

　ルシータは首を傾かしげて考え込んだ。特にそんな人は思い当たらない。ルシータが不思議そうにしているのを見て、カファルが言った。

「しょうがないさ。ルシータはまだ未成年だし、税金の話をしたことはなかったからな」

「そっか。じゃあこれを機会に、少し話しておこうか。来月には、十六歳で成人するんだし。カファルもしばらくいなくなるかもしれないから、一通り知っておいた方がいいだろう」

「ぜ、税金のお話？」

　急に話が難しいところに飛んで、ルシータは驚いた。

　ハミースはずり落ちてきた眼鏡を押し上げ、引きつっているルシータを見て苦笑した。

「そう。目一杯分かりやすく話すから、そんな嫌そうな顔をしなくても大丈夫だよ。

　僕らバビロニア国民は、それぞれの領地を治める貴族様に『税金』を支払わなきゃいけない。一人一カ月につき、銀五シュケル。徴ちよう税ぜいは一年分だから、成人一人につき六十シュケル。ちょうど一ミーナだね。十五歳までの子供はその半はん値ね。で、それを毎年年末に村長さん経由で払ってるんだけど、去年も今年も、この村はそれを滞たい納のうしちゃってね……。税金を払え！　って、『徴ちよう税ぜい官かん』っていうお役人様が怒って取とり立たてに来るんだよ。まぁ大体この季節にね」

「えっ！」

　声を上げて、ルシータは恐おそる恐る怪我をして眠る青年を見た。ルシータは税金の取り立てにあうのは初めてだが、借金の取り立てならよく知っている。父が莫ばく大だいな借金を残したおかげで、ちゃんと悪霊を育てて毎月の支払いをしないと、殴なぐる蹴けるの暴行を加える恐ろしい借金取りがいるからだ。

「もしかしてこの男の人が、その税金の取り立てに来た徴税官様なの!?」

「かもしれないと思って、僕らは困ってるんだ。税金っていうのは村単位の連帯責任制で、平たく言うと、村人一人でも払えない人がいると、村人全員が罰ばつを受けるってことなんだ。罰を受けるのが嫌だから、お金が少し余よ分ぶんにある人は、隣の家の人の分まで払ってあげたりして、なんとかして村人全員分の納のう税ぜいをやりくりするんだよ。うちも去年は牛を何頭か売ったし」

「まぁ、そうだったの……」

　初めて知る税金の仕組みに、ルシータはため息をついた。ハミースの家は村でも資産家の方だから、きっといつも助ける側に回っていたに違いない。そして、貧しいルシータの家はきっと、助けてもらう側だったに違いない……。知らなかったとはいえ、申し訳ないことをした。

　肩身が狭くなるルシータに、カファルがさらに怖い顔で言った。

「それだけじゃないぞ。そうやって村人同士が助け合っても全員分の金が払えないとな、徴税官は、村人を捕まえて奴ど隷れいとして連れて行くんだ」

「ええっ!?」

「たいていは、よく働けそうな若い男や、いい値段がつきそうな若い娘が連れて行かれる」

「そんな！」

　顔色を変えるルシータに、物知りのハミースが説明した。

「バビロニアの法律では、苦く役えきは最大三年と定められているから、長くても三年経たてば村に帰ってこられる。苦役の内容は、その時の徴税官の判断によるんだけど、半分くらいは王都バビロンに送られて、その輝かしい街並みを維持するために働かされるそうだよ。だから、この人がもし徴税官で、この村の税金が支払えないってことに怒ったら、誰かが奴隷に連れて行かれちゃうってことなんだよ。……それは僕かもしれないし、ルシータちゃん、君かもしれない」

「いやぁっ！　どうしましょう!?　ねえ、どうしたらいいのっ！」

「とりあえず、このお役人のご機嫌を取って、税金を減額してもらうよう話をつけるか、分割払いにしてもらうよう頼み込むか二つに一つだね。減額ってのはまず無理だから、実質的には分割払いにしてもらうしかないだろう」

「なぁハミース、いっそ何も見なかったことにして、こいつを森に捨ててくるっていうのはどうだ!?　役人がいなきゃ、税金は取られない。な、いい考えだろ！」

　カファルが混乱してとんでもないことを言う。ハミースは冷静な顔で首を振った。

「駄目だよ。仕事中の徴税官がいなくなったり行方不明になったりしたら、領主様の取り調べが来るんだ。それでもし、税金の支払いを拒こばんだ農民に殺されたってことにでもなったら──大おお事ごとだ。領主様に歯は向むかったことになって、村全部焼かれてしまうんだよ。だから、絶対にお役人を傷つけちゃいけないんだ」

「そうか……駄目なのか……」

　カファルが肩を落として力なく言う。

「こういうわけだから、ルシータちゃん。絶対にこの旅人を死なせないよう、そしてご機嫌を損そこねないよう、大切に看護してあげてくれる？　まだこの人が徴税官だって決まったわけじゃないけど、万が一そうだったら大変なことになるからね」

　ハミースの言葉に、ルシータは真剣な顔で頷いた。

「わかったわ。あたし、一生懸命手当てして、お役人様に分割払いを許してもらえるように頑張ってお願いするわ」

　ハミースは、やたらと動物に好かれる人ひと懐なつこい笑みを浮かべて言った。

「ありがとう。カファルは明日の夕ゆう刻こくには町に戻るだろうから、何かあったら、いつでも僕に相談してくれ。できる限り協力するからね」

　ハミースはヤブ医者だけれど、その言葉はとても心強く聞こえた。
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　月騎士の少年が吹き鳴らす真夜中の角つの笛ぶえが、星空に鳴り響いた。




　闇やみを震ふるわすような音ね色いろに、うとうとしていたルシータは、はっと目を覚ました。

　消えかけたランプの明かりに、うっすらとカファルの部屋が浮かび上がり、ルシータは自分がどこで何をしていたかを思い出した。

　──お役人かもしれない旅人の看病だ。徹夜で看護するつもりだったのに、知らない間に眠ってしまっていたらしい。

「うっ……」

　ルシータは、熱に苦しむ青年の汗を拭くと、消えそうなランプに油を注つぎ足たし、明かりを大きくした。悪あく霊りよう除よけの鐘を鳴らすと、あちこちで「きゅう」「きゅうぅ」と小悪霊たちが苦しむ声がした。──病気や怪我で苦しんでいる人は、その苦痛が無意識に悪霊を呼び込んでしまう。だから、病人や怪我人が出た時は、悪霊が寄ってこないように部屋を明るくし、時に悪霊除けの鐘を鳴らすのだ。

　また、悪霊は人の視線も嫌う。起きている人間の目があるだけで、小さな悪霊なら獲物に近づくことをやめるという。だから、医術の心こころ得えのないルシータでも、側そばで一晩中起きて見張っているだけで大きな効果があった。

〝気高きシンヒルド〟は──それが名前なのか確証はないが──、ハミースの見立てどおり夕方から高い熱を出し、時々苦しげにうめいていた。そのたびにルシータは鐘を鳴らし、普段は好きじゃないけれど、月女神に治ち癒ゆの加護を乞うお祈りを唱となえた。

「輝かしく慈じ悲ひ深ぶかい月女神シンさま。どうかこの旅人の傷を癒いやし、命をお守り下さい。気高きシンヒルド──二つの星を頂いただきし者を」

　普通は相手の名前を言うのだけれど、目の前の旅人の場合、ちゃんとした名前が分からないので、とりあえずそう唱えておいた。それでも充分な効果はあるようだった。苦しみが少し和やわらいだのか、シンヒルドの寝息が静かになった。

「まだ熱は高いのかしら？」

　額ひたいを冷やす布を冷やしなおしたついでに、ルシータはその頰ほおに手を触ふれる。

　その直後。長い睫まつげを持ち上げて、青年はかっと瞳を開いた。

　それは宝石のように鮮やかな青い瞳だった。その瞳にじっと凝ぎよう視しされ、ルシータは胸の底まで射い抜ぬかれたような強い衝撃を覚えた。

「だ、れだ……お前は？」

　シンヒルドが熱に浮かされたような声で呟つぶやいた。鮮やかな青い炎のような瞳をすがめ、必死にルシータに視点を合わせようとしている。熱のせいか、眼がよく見えていないようだ。

「あたしは、ルシータよ」

「ル、シータ……？」

「そう。あなたは……誰？」

「お……れは──痛つっ！」

　シンヒルドは起き上がろうとし、身じろぎした直後に胸を押さえてまたベッドに倒れ込んだ。

「な……んだ、この痛みは……！　娘、俺に、何をした……。なんの呪のろいを……？」

　荒い息をつき、瞳を苦しげに細めてルシータを睨にらむルシータは、シンヒルドが起き上がろうと暴れたせいで首までずれてしまった額の布を、元の位置に戻してあげた。

「あたしは呪ってなんかいないわ。胸が痛むのは、あなたが怪け我がをしてるからよ」

「怪我、だと……」

「何も覚えていないの？　あなたはうちの庭に倒れていたのよ。ひどい怪我をして。……ねえ、あなたは誰？　どこから来たの？」

「俺……俺、は……」

　まだ熱が高くて頭が朦もう朧ろうとしているようだ。シンヒルドは思い出そうと何度か荒い呼吸を繰り返していたが、やがて群ぐん青じよう色いろの瞳を苦しげに閉じた。

「痛い……頭が、割れ……そう、だ──」

　切れ切れにシンヒルドは言い、すうっと眠りに落ちた。

　ルシータはその綺麗な寝顔をじっと見ていたけれど、やがて自分の使命を思い出し、再び悪霊除けの鐘を鳴らした。真しん鍮ちゆうで出来た鐘の音が、夜の寝室に澄んで響きわたる。

「慈悲深き月の女神シンさま。この旅人の命を救って下さったことを感謝します。どうか、このまま彼の痛みが和やわらいで、明日には元気に目覚めますように……」

　目を閉じて祈りの言葉を呟く。子こ守もり唄うたの代わりに、女神の祝福を祈る歌を、枕元にだけ届くように小さな小さな声で口ずさんだ。
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　月の沈みのアザーンが鳴り、夜明けのアザーンが鳴り、地上を見守る神は月神から太陽神に交代した。世界は夜明けを迎え、眩まぶしい陽光が窓から差し込み始めた。

「ルシータ、起きてるか？」

　トントンと扉をノックする音と共に、部屋の外からカファルの声が聞こえた。シンヒルドが眠るこの部屋は、もともと兄のものだ。長身の怪我人はルシータのベッドには入りきらず、カファルは部屋をシンヒルドに明け渡して、昨晩はルシータの部屋で休んでいたのだ。

「おはよう、兄様」

　目の下に少しくまを作った顔で、ルシータは扉を開けた。カファルはまだ髭ひげも剃そっていない心配そうな顔で部屋に入ってくると、意識のないシンヒルドの枕元に立った。

「どうだ、こいつの容よう態だいは？　少しは良くなったか？」

「たぶん……。朝になって大分熱も下がってきたから、良くなってきてると思うわ」

「そうか、そりゃ良かった」

　カファルはホッとしたように言う。

「よくよく見ればこいつ、オレと年もそんなに変わらないみたいだしなぁ。こんな若さで死んじまうのは可か哀わい想そうだ。──オレも慌あわてたせいで、うっかり『森に捨ててこよう』なんてひどいこと言っちまったけど、生きててくれて良かったよ」

「そうね。もうあとは良くなるだけだと思うわ。それより兄様、この人の包ほう帯たいを替えたいの。最初のうちは朝晩取り替えたほうがいいってハミースさんが言ってたから。あたし一人じゃ大変だから、身体からだを起こしてくれる？」

「よし、いくらでも手伝うぞ～」

　普段、重たい石を相手にして鍛きたえているカファルの腕が、眠るシンヒルドの上体をそうっと持ち上げる。ルシータは汗で湿しめった包帯を解ほどき、身体を拭いて、ハミースの指示通りに作ったカレンデュラとペルフォラータの傷薬を塗りつけた。カレンデュラが傷を癒す薬で、ペルフォラータが鎮ちん痛つうと魔ま除よけだ。すり傷とか浅い傷ならカレンデュラの軟なん膏こうを塗るだけで充分だけれど、体の奥まで達した深い傷には悪霊が入り込みやすいから、治癒効果もある上に魔除けの効能もあるペルフォラータを少し混ぜるといい、とハミースは言っていた。春先に咲くペルフォラータには鎮痛作用もあるそうで、使いすぎると危険なのだけれど、用量を守ればとてもいい薬になるという。

「太陽の神ラヴィ様。どうかこの旅人の傷を癒し、命を分け与えて元気にしてあげて下さい」

　ルシータは小さく神に祈り、その祈りを閉じ込めるように上から包帯を巻きつけていく。起こしたついでにシンヒルドに少し水を飲ませてやった。

「──愚ぐ民みんどもがっ！」
















　突然カファルではない男の声がして、ルシータは器を持った姿勢のまま凍こおりついた。恐る恐る顔を上げると、カファルがベッドに寝かそうとしている青年が、瞳はまだぴったりと閉じているが、綺麗な唇を開いて、荒々しく呟いたところだった。

「我らに楯たて突つくとは、思い上がりも甚はなはだしい！」

「おい……シンヒルド？　起きたのか？」

　カファルがシンヒルドの上体を揺さぶるが、青年は反応しない。寝言で口走っただけで、まだ目が覚めてはいないようだ。

「兄様……、いま、『愚民』とか聞こえたんだけど……」

　ルシータが兄の顔を見上げる。「愚民」なんて、普通の村人が口にする言葉じゃない。それなりの身分や権力がなければ口にはできない台詞せりふだ。

「オレも聞いたぞ……。ルシータ、これはかなりヤバイかもしれんぞ。こんだけ偉そうに喋しやべるんだ、ただの黒い服を着た旅人には思えんぞ」

「そうよね……これはやっぱり、あれかしら……」

　言ったきり、二人してため息をつかんばかりの顔で、シンヒルドの整ととのった横顔と美しい銀髪を見つめた。

「まあ分からないことで悩なやんでてもしょうがない。ルシータ、看病はオレがちょっと交代するから、お前は休んでこい。疲れた顔だ」

「ありがとう兄様。じゃあお願いするわ」

　ルシータは微笑み、兄に看護を任せて席を立とうとした。

「許さん。死をもって償つぐなえ」

　また唐突に男が喋り、ルシータは飛び上がりそうになった。

　死をもって償えって──もしかして、殺すってこと!?　ルシータは、シンヒルドの立派な剣を見て青ざめた。……きっとこの男は、役人なのだ。こんな危ないことを平気で言うのだから、そうに違いない。

「ルシータ、だ、大丈夫だ。後のことはお兄ちゃんに任せて、お前は少し寝てこい」

　凍りついたルシータの背中を、カファルが引きつった笑顔で押す。

　その腕に押しやられながら、最後にもう一度シンヒルドの方を見ると、ペルフォラータの鎮静作用が効いてきたのか、眠る青年の寝顔は少し穏やかになっていた。もう、おかしな寝言を言う気配はなかった。
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「じゃあ兄様、気をつけてね」

　ルシータは町へと帰っていく兄を村はずれまで見送り、別れを告げた。名残なごり惜しげなカファルの背中が小さくなるまで見送った後、小さな自分の家に戻る。

　夕食の後片付けをし、病人用に取っておいたスープを取り上げた。

　いつまで経っても目覚めない旅人も、そろそろ起きてスープくらいは飲んだ方がいい。体力が心配だ。青年の様子を見るためにカファルの部屋に入ったルシータは、そのベッドが空からっぽなことに気づいた。……誰もいない。上うわ掛がけが乱れているばかりで、部屋のどこにも姿がない。どこに行ったのだろう？　ルシータが不思議に思って辺りを見回していると、

　──バキッ！

　なんとも不ふ吉きつな音が、隣の部屋から聞こえてきた。隣にあるのはルシータの部屋だ。

　彼は、ルシータの部屋へ行ったのだろうか？　何をしに？　首を傾げていると、またも、

　──ベキッ！

　何かを壊すような音が聞こえてくる。早く様子を見に行った方が良さそうだ。ルシータが自分の部屋に駆けつけると、果はたして、上半身に包帯だけを巻いた銀髪の青年は、そこにいた。ルシータの机のそばで、両手に何か細い棒のようなものを握り締めている。

「あぁあ──っ！」

　ルシータは、彼が手にしているものを見て絶ぜつ叫きようした。

「ハミースさんに作ってもらったばかりの矢！　どうして折っちゃうのよ!?」

　部屋に飛び込み、シンヒルドの手から矢を奪うばう。机の上を見れば、六本あった矢のうち、三本までがすでに無残にへし折られ、二つに分かれて転がっていた。

　シンヒルドは矢を奪い取って怒るルシータを見下ろし、不思議そうに首を傾げた。

「──この辺りから、何か強い魔法の気配がしたんだ。不自然で邪悪な力だ。それが気に入らないから、俺は壊こわしてやろうと思っただけだ」

　と、また新たな矢に手を伸ばす。シンヒルドがつかんだのは、赤い矢羽の魔法の矢だった。

「む、これだ。おかしな魔力の源みなもとは。よし、一ひと思おもいに──」

「駄目ぇ！　それは大事なの、折らないでっ！」

　ルシータが矢を奪い取り、背中に隠す。シンヒルドは瞳を細めて、おかしな生き物でも見るようにルシータをまじまじと見つめた。

「なぜだ？　この家はやたらと悪霊の気配が濃い。呪われた家だ。きっと、この邪悪な魔力が悪霊どもをおびき寄せているからに違いない。渡せ。壊してやる」

「嫌よ！　悪霊くらいいたっていいじゃない！　そんなの気にすることないわ！」

　というかルシータは台所で悪霊を飼っているのだから、その気配が濃くて当然だ。

　それに気づくとは、この男は鋭するどい感性をしている──と思った時、ルシータは唐突に思い当たった。目の前に立つ男の瞳が見慣れた茶色や黒ではなく、深い青色であることに。

　青は、天上の色──。ただの人間には持ちえない高貴な瞳の色だ。

　青い瞳を持つ人間といえば、神官か貴族、稀まれに役人、さらに稀には医者に決まっている。

　生まれがどんな田舎いなかだろうと、それは変わらない。なぜって、瞳が青いと都の大神殿からお迎えが来るからだ。

　悪霊は、青い瞳を恐れる。視線一般を恐れる中でも、自分を見つめる瞳が青であればなお怯おびえて縮み上がり、みるみる薄くなって時には消えてしまうという。その青色が、濃くて鮮やかな青色であればあるほど、その破は魔まの力は強いと言われる。

　だから、神官などの聖職者になるためには、最低でも淡たん水すい色しよくや灰かい青せい色しよくの瞳でなければならないと言われていた。逆に、その貴重な瞳を持って生まれれば、嫌でも各地の神殿から迎えが来てしまい、神官になる勉強をさせられるという。

　シンヒルドほどの深い青色なら、間違いなく幼少の頃に王都からのお迎えを受けているはずだ。たとえ生まれがどこのど田舎いなかだろうと。勉強の結果、神官への適性があれば聖職者として神殿に残り、能力や人間性などに問題があれば役人にでも転身したはずだ。

「奇妙なことを言う娘だ。ここはお前の家だろう？　自分の家が悪霊だらけでいいのか？」

「いいわ、あたしは全然構かまわない！　あたし一人暮らしだから、悪霊くらいいた方が賑にぎやかでいいのよ！」

「……」

　シンヒルドは、「この娘は頭がおかしいんだろうか？」と言わんばかりの顔でルシータを見た。ルシータだって、こんなことを人から言われたら訝いぶかしむ。普通は、一人暮らしの娘ならなお悪霊を怖がって震えるだろうに、なぜ悪霊と住みたがるのか？　この娘はおかしいのか？　と。

　──けれど、悪霊を飼っていることはできれば他人には知られたくない。ルシータは笑って誤ご魔ま化かそうとした。

「そ、それより部屋に戻りましょう。あなたは怪我をしてるんだから、安静にしてなきゃいけないわ。夕食にスープもあるのよ。お腹もすいてるでしょ？」

　シンヒルドの手を取って、カファルの部屋へ連れ戻そうとする。そそくさと通り抜けようとした台所で、シンヒルドは嗅きゆう覚かくの鋭い犬のように反応した。

「待て、あっちの方から何か特別嫌な感じがする。どす黒い……かなりの数の悪霊が隠れ住んでいそうな気配だ──」

　ルシータの手を振り切って、悪霊溜だまりの方へ近づいていく。ルシータは、まずい、と思った。慌てて追いかけて止めようとしたけれど、もう遅かった。青い目の青年は、台所の一番日陰で山のように積んである籠かごの上にかけた覆おおい布ぬのを取ってしまった。

「キュウウッ！」

　突然シンヒルドの真っ青な瞳に直ちよく視しされ、籠の中の悪霊たちが苦しげな悲鳴を上げる。グルルル……、と獰どう猛もうに唸うなっているのもいる。大小あわせて十二個の籠に、十二匹の可愛い悪霊たち。ルシータは啞然としているシンヒルドの手から覆い布を奪うと、サッと悪霊籠の上にかけなおした。

「──今のは何だ？　悪霊を、籠の中に詰つめて飼っていたように見えたが……」

　自分の見たものが信じられないという顔で、シンヒルドはルシータを見た。ルシータは覚悟を決めて言った。

「その通りよ。これはあたしの大事なペットなの。あなたは青い目だから、目が合うと悪霊たちが怖がるわ。だから、二度とここに近づかないで。布をめくるのも駄目よ！」

「ペットだと？　馬鹿な。悪霊はペットにするものではない──」

「あたしの家ではペットなの！　いいからほら、寝室に戻って」

　ルシータは強引にシンヒルドをカファルの部屋に連れ込み、扉をぱたんと閉める。ルシータが振り返ると、シンヒルドは真っ青な瞳をすがめてルシータを見つめていた。

「呪いの矢に、悪霊どもの群れ──つまり、お前は魔女なんだな？」

　魔女。──知り合ったばかりの旅人にまでそう言われて、ルシータは少し傷ついた。

「……そう言う人もいるけど、違うわ。あたしは魔女じゃない。魔女っていうのが、人を呪ったり、不幸にして喜ぶ人のことなら。莫大な借金があるから、悪霊を飼わないといけないだけの、ただの村の女の子よ」

「借金があるから悪霊を飼う？　あれは穢けがらわしいものであって、金にはならんぞ」

「それがなるのよ。うちの父様がちょっと駄目な人でね、ものすごい額の借金を作ったの。家も、家か財ざいも、挙あげ句くに結婚指輪まで売って酒さか代だいにつぎ込んじゃうようなどうしようもない人だったわ。それで、借金取りに脅おどされてこんな罰ばち当あたりな仕事を始めたの。……父様は二年前に死んでしまって、あたしがこの仕事と借金を引き継いだのよ」

「だが、誰が悪霊なんかを買う？　俺ならいらんぞ」

「神殿よ。まだ見習いの、十歳にもならないような神官様の呪文の練習のために、各地の神殿にお納めするの。野生の悪霊は危ないから、籠入りの手ごろな大きさの悪霊が欲しいんですって。だから毎月二回、あたしは借金取りのところに育てた悪霊を納めるの。……この仕事は病気になる危険も大きいし、気持ち悪がって誰もやりたがらないから、とても儲もうかるのよ」

「──金目当てか」

　シンヒルドが蔑さげすむように言った言葉に、ルシータはカッとなった。

「そうよ、それのどこが悪いの？　好きでやってるわけじゃないけど、一応、人様のお役に立ってるんだからいいじゃない！　それに、ちゃんと悪霊を育てないと借金取りに死ぬほど殴られるのよ！　いっそ夜逃げするならともかく、そうじゃないならこれを続けるしかないの！　──いいわ、あたしのことを魔女だと思いたいなら、そう思っていればいいじゃない！」

　ルシータが自や棄けになって叫ぶと、シンヒルドは傲ごう慢まんな顔で頷いた。

「もちろん、そう思う。お前は魔女だ。しかも、かなり極ごく悪あくな。──これで読めたぞ。お前は親切そうな顔をして俺を騙だまし、元気になったらどこぞへ売り飛ばすつもりだったんだな」

「は……？」

　あまりにおかしなことを言うので、ルシータは毒気を抜かれて、瞬まばたきだけを繰り返した。

「もう少しで騙されるところだった。お前は、逃げられないように俺の胸に傷をつけ、この家に捕とらえてきた。そして素直に言うことを聞くよう、俺の記憶の隅すみ々ずみまでを奪ったんだ。悪あく辣らつな魔女め。それもこれも、俺を高たか値ねで売り飛ばすために──」

「ちょっと待って！　あたしが、あなたの胸に傷をつけて記憶を奪ったって何よ!?　あたしそんなことしてないわ！」

「しらを切るな。お前以外に誰がこんな邪悪なことをする？　記憶を奪ったからといって、俺はそう簡単には懐かい柔じゆうされんぞ」

　威い圧あつするように腕を組み、敵意の込もった眼まな差ざしで睨みつけられて、ルシータは焦あせった。ようやく男の言いたいことを理解した。

　──この男は、記憶がないのだ。それで、ルシータが悪霊を捕つかまえて売るように、この辺りを通りがかった彼のことも傷つけて無理矢理捕らえ、どこぞに売りとばそうとしたのだと勘違いしている！　そのために、記憶を奪って優しく看病する振りをしたのだと。

「違うわ、よく思い出して！　あたしはあなたを捕らえたんじゃないわ、うちの庭で倒れていたから、拾ってきて看病しただけよっ！　あなたの記憶なんか知らないわ！」

「噓をつくな。俺の耳は、お前の声を覚えている。お前は、俺が倒れて意識がない間、ずっと耳元で夜となく昼となく呪じゆ歌かを歌っていた。その美しさにうっかり心こころ惹ひかれそうになったが、あれが俺の記憶を奪ったおぞましい魔法だったに違いない。──さあ、俺の記憶を返せ」

　返さんとただではおかんぞ、と言わんばかりの眼差しで睨み下ろされ、ルシータは震えた。どうしよう、今にも剣を抜きそうな顔だ。恐怖に体から血の気が引いていく。返せと言われても、奪ってもいない記憶なんて返しようがない。それなのにこの男は、本気でそう思って怒っている。ルシータが気け圧おされて一歩退しりぞこうとすると、シンヒルドの腕が伸びてきて逃げられないように腕をつかまれた。

「今いま更さら怯えた振りをしても遅いぞ、琥こ珀はく色の瞳の魔女よ。俺は記憶を盗まれて、のうのうと魔女の手て下したに成り下がるほど愚おろかな男ではない。さあ俺に謝罪しろ。そしてすべての計けい略りやくを告白し、奪った記憶を一つ残らず返せ。そうして泣いて許しを請こうなら、許してやらんこともない」

「本当に噓なんかついてないわ。あなたは庭で倒れていたの！　──ちゃんと思い出して、人間なんか捕まえたって売れないんだから！」

　ルシータは腕を振りほどこうともがいた。振り回した手が、シンヒルドの胸の傷を突いた。

「っ痛つ……！」

　シンヒルドは顔を歪ゆがめてルシータを離し、胸を押さえてその場にうずくまった。

「あ、ごめんなさい。……大丈夫？」

　シンヒルドは苦痛の宿った青い瞳でルシータを見上げた。記憶を失って、何を信じていいのか分からずに混乱している瞳だった。ルシータはハッとした。この青年を責めたり、突き放すように言うのは間違いだったと気づいた。ルシータ以上に、彼自身が困惑していたのだ。

「──きつい言い方をしてごめんなさい、あなたが悪いんじゃないわよね。でも、あたしが悪いんでもないのよ。あなたは多分、お仕事でこの村に来たお役人様で、途中の森で追おい剝はぎか何かにあって怪我をしたの。それで助けを求めてうちにやって来たんだけれど、庭で力尽きて倒れてしまったんだと思うわ。それを、昨日の朝あたしが庭で見つけたの。あたしがルシータって名乗ったのは覚えている？」

「ああ……夜中ずっと、そばにいた……」

「そうよ。あなたは傷のせいですごい高熱が出ていたの。それで少し記憶が混乱してるんだと思うわ。──大丈夫よ、ゆっくり休めば、そのうち記憶も戻ってくるから。だから心配しないで、今は養よう生じようして。ね？」

　心を込めた笑顔で言い、ルシータはシンヒルドに肩を貸して、兄の大きな寝台へ連れて行く。傷が痛むのか、シンヒルドはもう逆らわなかった。ルシータの肩越しに、シンヒルドの傷が熱を持っているのが感じられた。動き回ったせいで、また少し熱が出ているようだ。

　大人しくなったシンヒルドをベッドに寝かせると、ルシータは言った。

「お医者様を呼んでくるわ。熱冷ましの薬と、あなたの記憶喪失が良くなるような薬を作ってもらってくる。もう起き出したりしちゃ駄目よ」

　ルシータが枕元を離れようとすると、シンヒルドは腕を伸ばして引き止めた。

「行くな。……薬はいらない。お前の歌が聞きたい」

「……あたしの歌は、おぞましい魔法の呪文じゃなかったの？」

　少し驚いてルシータが振り返ると、シンヒルドは気まずそうに答えた。

「言いすぎた……。姿も見えないのに心惹かれる歌だけ聞こえたから、魔女の魔法だと思ったんだ。この家にはおかしなものばかりあったし、俺は……何かに呪われて、無理矢理ここへ連れて来られたような気がしてならなかったから。……悪かった。お前の歌を聞くと、痛みが和らぐんだ。まずい薬はいらないから、甘い歌が聞きたい」

　子守唄をねだる子供のように言うので、ルシータは微笑んでその枕元に座った。
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　──眠い。

　ひたすら、眠い。

　というのも、ルシータがほんの数曲のつもりで歌った歌を、シンヒルドが異常に気に入って夜の間中歌わせ続けたからだ。

　あの気に入りようはすさまじかった。ルシータはお願いだからもう寝かせてくれと何度も頼んだけれど、そのたびにシンヒルドはうまくルシータをおだてて、また別の歌を歌わせた。

「お前の歌は、素晴らしく美しい。俺は感動した。ぜひもう一曲聞きたい」と大げさに褒ほめてみたり、「お前の歌が途と切ぎれると、胸に激痛が走るんだ。こんな哀あわれな怪我人の俺を見捨てるのか？」とルシータの同情を誘ってみたり。何日も眠りっぱなしだったから、シンヒルドはもう眠るのに飽きていたのだろう。歌う歌がなくなると、では「俺を讃たたえる歌を作って歌え」と子供のようなことを言いだして、ルシータを本当に困らせた。──が、夜明けの角笛を聞くと、日の光を嫌がる悪霊のように急に元気を失い、「俺も怪我人だから、そろそろ寝ることにする」と言ってさっさと眠りについてしまった。

「信じられないわ。あたしの歌を気に入ってくれたのは嬉うれしいけど、夜中歌わせるなんて。非常識にも程ほどがあるわ……」

　ふらつく頭を抱かかえて自分も寝室へ行く。ベッドに倒れ込むと、着替えるのも忘れて眠りについてしまった。

　疲れきって眠りについたのに、その唇には大きな笑みが浮かんでいた。







　ルシータが目を覚ましたのは、午後も大分回ってからだった。

　トントン、トントン。

　粗そ末まつな家の扉が叩かれる音がして、ルシータは目をこすって起き上がった。誰か来客がいるらしい。寝ぼけ眼まなこで扉を開けると、聞き慣れた男性の声が聞こえた。

「ルシータちゃん、今まで寝てたの？　──どうしたの、具合でも悪い？」

　驚きと心配の入り交じった顔で見つめ返すのは、村のヤブ医者のハミースだった。

「ハミースさん！　違うのよ、病気とかじゃなくって……あいつのせいよ……」

「あいつって、誇り高きシンヒルド？」

「そうよ。あの人ってば、昨日の夕方に目を覚ましたのはいいけれど、ずーっと寝てたからもう寝飽きたみたいで、夜じゅう歌をうたえってうるさかったのよ。おかげで付き合わされて、すっかり睡眠不足になっちゃったわ……」

　恨みがましい口調に、ハミースは軽快に笑った。

「小さな歌姫様に熱心なファンが出来たね。じゃあ、シンヒルドはもうかなり元気になったと思っていいのかな？」

　ルシータは、ドキリとした。小さな歌姫、という言葉に──。ハミースはいい人だから、「魔女」というそしりと反対の意味で、軽くおだてて使ってくれただけだろうけれど。

　冗談でも「歌姫様」なんて呼ばれるのは、嬉しかった。それは、母が死んで以来一度も口に出したことのない、秘密の夢だったから。片想いをしている人からいきなり花束でももらったみたいに、胸がドキドキした。

「……ルシータちゃん？」

　ぼうっとしていたところをハミースに顔を覗き込まれ、慌ててルシータは答えた。

「え？　ええ。とっても順調よ。もう絶対、死なないと思うわ。でもね、ちょっと困ったことがあるの──。シンヒルド、記憶がないみたいなのよ」

「記憶がない？　うーん……それは大変だ。高熱で何日もうなされると、一時的にそういう症状になることがあるって何かの本で読んだけれど──それなのかな。どこかに頭を強きよう打だしたわけでもないだろうし……」

「もし何か効きそうなお薬があったら、作ってもらえないかしら？」

　ルシータがお願いすると、ヤブ医者のハミースは笑顔で頷いた。

「うん、調べて調ちよう合ごうしてみるよ。本人に記憶がないなら確かなことは聞き出せないと思うけど、ルシータちゃんは、シンヒルドは何者だと思う？」

「お役人様で間違いないと思うわ。だって、あんなに我わが儘ままで勝手なんですもの」

「ははは、それは大変なものを拾っちゃったね」

「まったくよ！　それに、あの人、うなされてた時に、怖い声で『愚民どもが！』とか偉そうに言ってたの。そんな言葉を使うのって、やっぱりお役人様でしょ？」

　ルシータが言うと、ハミースの知的な顔が少し曇くもった。

「そうだね。──とうとう徴税役人が村に来ちゃったか──。……まあしょうがない、いつかは来るものだったんだから」

　ハミースはルシータを見下ろすと、安心させるように微笑んだ。

「じゃあ僕は、そのことを村長さんに報告してくるよ。……彼が記憶喪失なら、しばらくは税金の取り立てもしないだろうし、きっとなんとかなるよ」

「ええ……そうだといいわね」

　ルシータも、不安を隠して微笑み返す。小さく手を振って、村の中心へと歩いていくハミースのすらりとした背中を見送った。

　そして、もう夕暮れ近いのだけれど、今朝の水みず汲くみに出かけた。
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　桶に井戸の水を汲み、よたよたと家のそばまで戻ってきたルシータは、自分の家の真ん前に、上等の馬と知らない客人が立っているのを見つけた。

　もう陽ひも沈みゆこうという夕暮れ時なのに、頭からすっぽりフードをかぶった、不ふ審しんな小柄な人物。馬を連れているところを見ると、町の方から来たお金持ちの人だろうけれど──ルシータにはそんな知り合いは、いない。

　そこまで考えた時、ルシータはぴんと来た。

　──悪霊を買いに来た人間だ。人目を忍ぶようにフードをかぶっているのも、こんな夕暮れにねずみ色の服で来るのも、悪霊という罰当たりなものをこっそりと買いに来たから。

「……うちになんのご用かしら？」

　ルシータがきつい眼まな差ざしで小柄な人影に近づく。フードの人物は突然声をかけられ、びくりと肩を震わせて振り返った。ルシータより少し年上に見える少女だった。少女は怯おびえながら、誰かに聞かれることを恐れるように声をひそめて言った。

「あ……あの、奥方様の命令で、このくらいの強くて残酷な悪霊と、守り袋に入るような小さい悪霊たちを二、三匹買ってくるようにと命じられまして……」

　少女が、このくらいの、と言って示したのは犬一匹ほどもある大きさで、一人の人間に憑とり付かせたら、確実に寝込んでしまうような大きな悪霊だった。

　ルシータは、毅き然ぜんとした表情で首を横に振った。

「悪霊は個人には売らないわ。あたしの悪霊は、仲なか買がい人にんを通して神殿にだけお納おさめしているの。あなたが仕えている奥方様は、なんのために悪霊なんか買ってこいって言ったの？」

「ええと……そのぅ……」

　少女の言葉の歯切れは悪い。これは間違いなく、誰かを呪うために悪霊を買いに来たのだ、と思った。ルシータはきっぱりと言った。

「帰ってちょうだい。あたしは、人を恨うらんだり呪ったりするお手伝いはしないわ。もう二度と来ないで」

「あ、あのぅ……、でも、さっき、中の男の人が──」

「……男の、人？」

　ルシータはピクリと頰を引きつらせた。今、うちにいる男の人といえば、シンヒルドしかいない。あの記憶のない、青い瞳の青年──。

　思いついた瞬間、ものすごく嫌な予感がした。

　ルシータは扉を開けて、家に飛び込む。

「シンヒルドっ!!」

　案あんの定じよう、そこでは、恐ろしい光景が広がっていた──。

　光に弱い悪霊たちのためにかけてあった黒く分厚い布を乱暴に投げ捨て、青い目の青年が、悪霊たちの籠をそこらじゅうに転がし、大だい胆たんにあさっていたのだ。

「シンヒルド、何してるのっ！」

　悲鳴のように叫ぶルシータの声を聞き、窓から差し込む夕日に眩しそうに目を細めながらシンヒルドが顔を上げた。戸口に立つルシータを見つけると、悪いた戯ずらの現場を押さえられた子供のようにサッと顔をこわばらせた。

「まて、話せばわかる。悪いのは俺ではない。俺は何もしていない」

　どう見てもシンヒルドがやったに違いない現場のど真ん中にいて、そんな言い訳をする。

　ルシータは、素早く辺りの籠に視線をめぐらせた。転がされた籠は、どれも空からっぽだった。中にいるはずの悪霊たちがいない……。──これも。それも。あっちの籠も！　いない！

「いやああぁ、あたしの可か愛わいい悪霊たちが──っ!!」

　真鍮の籠に顔をくっつけんばかりにして悪霊を探すが、手に取る籠は全部、空っぽになってしまっている。半狂乱になるルシータに、シンヒルドが二つの籠を差し出した。

「落ち着け、ルシータ。悪霊なら、ここにまだいる」

　そこには、黒い蠟ろう燭そくの炎のような小さな悪霊と、すずめくらいの大きさの灰色の悪霊が、パニックを起こして檻おりの中をぐるぐる飛び回っていた。ものすごい速さだ。

「な？　まだちゃんと生き残っているだろう？」

　責せき任にん逃のがれするようにシンヒルドが言って、一方の籠の悪霊を見た。ちょうど、中で飛び回っていた悪霊とぱたりと眼が合ってしまった。ラピスラズリのように青い天上の色の瞳と、真っ黒い悪霊の目が。蠟燭の炎くらいの小さい悪霊は、心臓発作でも起こしたみたいに、ビクリと震え、「きゅう……」とか細ぼそい声を残し、息いき絶たえた。

「ああっ、シムリーム！」

　ルシータが叫んだが、時、すでに遅し……。黒こく雲うんが霧む散さんするように、シムリームは消え去ってしまった。

「シムリーム、しっかりして！　あたしを置いていかないで！」

　さっきまで彼がいた籠を揺さぶる。ルシータがいくら声をかけても、風に溶けたシムリームは、もう返事をしなかった。……シムリームは、大きさは普通くらいだったけれど、色がひときわ濃くて毒どく気けの強い素敵な悪霊だったのに。悪霊たちの中でも、特別大事にしていたのに。

「ああぁ……あたしの、可愛い悪霊……」

「お、俺のせいか……？　俺が、殺したのか──？」

　自分と目が合っただけで悪霊が死んでしまったことに驚き、シンヒルドは目を見開いていた。

「シムリーム……死んじゃった……」

　すっかり肩を落として絶望しているルシータに、後ろから恐る恐るシンヒルドが声をかけた。

「──聞け、ルシータ。俺は……別に悪わる気ぎはなかったんだ。見知らぬ女がやって来て悪霊を寄よ越こせと言うから、これがお前の魔女仲間の仲買人かと思って、悪霊どもの様子を見に来たんだ。いや、見に来たといっても、直視はしていないぞ！　横目でチラッと見ただけだ。そうしたら、……籠の中の奴らが、ほとんどいなくなっていた。俺のせいではない！　ないぞ、多分……おそらく……。さっきのシムリームの死は俺の……責任かもしれんが、他の籠はもともと空からだったんだ！　奴らはそろって、ゆうべ夜よ逃にげしたのに違いない！」

　シンヒルドが言った言葉に、ルシータはハッとした。

　──ゆうべ夜逃げした。悪霊たちが。

　真鍮の籠はどれもこれもきちんと扉が閉められ、逃げ出せる隙すき間まはなかったけれど、ルシータには別に思い当たることがあった。

「ゆうべ、──あたし、あなたに乗せられて、散さん々ざん歌っちゃった……」

　最初は小さい声で歌っていたはずなのに、だんだん図に乗って、隣の部屋まで響くような声で歌ってしまった。愛情や喜びを嫌う、悪霊たちの存在を忘れて。

「俺は本当に何もしていない！　本当だ、こんな小さい生き物たちを怖がらせて苛いじめるような非道なことはしていないぞ！」

　ルシータは、必死に弁明しているシンヒルドに、涙目になった瞳を上げた。

「シンヒルド……分かってるわ。あなたのせいじゃない。これは──あたしのせいよ」

　最後の一つ、すずめサイズの悪霊が残った籠を手に取る。一番大きな籠は──ケレットだ。

　ケレットは、他の悪霊より二回りも大きくて、黒くろ灰はいまだらの立派な悪霊だった……。勝気で、喧けん嘩かっ早ぱやくて、悪霊たちの中でもボス的存在だった。その貫かん禄ろくといったら、怯えて鼠ねずみも台所からいなくなるほどで。

　そのケレットも、今ではストレスで禿はげてしまった動物のように、すっかり薄い灰色になってしまった。触れると火傷やけどしたように痛むだろうに、時折、勢い余あまって真鍮の柱にぶつかっては悲鳴を上げている。ああやっぱり、ルシータが愛した粗そ忽こつもののケレットだ。

「父様が生きていた頃は、こんな風に悪霊が消えちゃった日には、散々殴られたわ……。家の外に追い出されて、一晩中、中に入れてもらえなかったりした。『家の中で歌うな、お前の歌声のせいで、悪霊どもが死んじまっただろう！』って。──ほら、悪霊って、お祈りとか愛情溢れる声って苦手でしょ？　あたし、歌うの大好きで……楽しくって。それが悪霊にも伝わっちゃうみたいで、あたしが家の中で歌うと、みんな死んじゃうのよ……」

　証拠に、と言うようにルシータは唇を開いて、お祈りでもなんでもない古い恋こい歌うたを歌った。ルシータが手にした籠の中で、すずめサイズに縮んでいたケレットは大きく身震いした。みるみる小さくしぼみ、「ギュウ！」と苦く悶もんの声を上げて消えてしまった。

「……ね？　だから、あなたのせいじゃないわ。悪霊たちに聞こえるような声で、歌なんかうたったあたしが悪いのよ。──もっと、小さな声にしておけばよかった」

　ルシータは、泣きそうな声で呟いた。家の中では歌わないようにいつも気をつけていたのに、──シンヒルドに褒められたのが嬉しくて、家の中に人がいるのが嬉しくて、つい良い気分になって歌ってしまった。大事な悪霊たちを殺してしまった。

　──もう、家で歌なんかうたわない。絶対に、歌うものか。ルシータはキュッと唇を引き結ぶと、空になってしまった籠を元通り台所の端に積み上げて片付けた。

「お、おいルシータ……」

「気にしないで。本当にあなたのせいじゃないから。怒鳴りつけてごめんなさい。──あたし、夕食の準備をするわ」
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　夕食のメニューは、いつもと同じ質素なものだった。焼きたてのパン二個と、薄い玉ねぎのスープだけだ。

「さぁどうぞ」

　ルシータは出来上がったささやかな夕食をテーブルに並べた。都みやこ育ちのシンヒルドは、贅ぜい沢たくに慣れているのだろう。奇き怪かいなものでも見るような顔で、ルシータの焼いた丸いパンを見た。

「……何だこれは？　本当にこんな不気味なものが食えるのか？」

　ジャムもバターも蜂はち蜜みつも塗ぬられていない、ただのパンを指先でつまみ上げている。

「もちろん食べられるわ。あたしは、毎日朝晩食べているわよ」

　ルシータが笑顔で保証すると、シンヒルドは意を決したように一口、パンをかじった。

「──うっ！」

　シンヒルドは思い切り顔をしかめ、即座にパンを口から離す。信じられないと目を見開き、手にした半月形のパンの薄茶色い繊せん維いを見つめる。

「今、ジャリッと言ったぞ！　砂を混ぜたな！」

「えっ。砂なんか入れてないわよ」

「いや、間違いない。これは砂だ。口の中でジャリジャリ言っている。吐きそうにまずい」

　シンヒルドは顔を歪めてそれを吐き出し、自分が口にしていたものを見て目を丸くした。

「おい貴様、俺のパンに悪霊を詰めたな！」

「ええ？　悪霊ですって？」

　ルシータは眉をひそめた。なんてひどい言いがかりをつける男だろう。ルシータが、パンの中に悪霊を入れただなんて。確かに、ルシータの焼くパンは美お味いしくない。なぜって、小麦粉がなくなって、ドングリの粉で焼くからだ。小麦パンに比べ、苦くてえぐい味になってしまう。

　だからといって悪霊入りだなんて騒ぐなんて、ちょっと言いすぎだ。

「見ろ、この悪霊どもを！」

　シンヒルドは吐き出したパンの欠片かけらをルシータに見せる。そこに悪霊たちがいるとでもいうように。──けれどその茶色い繊維には、どこにも悪霊なんていなかった。

「悪霊なんていないわよ。あなた目がおかしいんじゃない？」

　ルシータはつんとして言う。シンヒルドはそれをもう一度確認し、顔を歪めた。

「くっ。俺と目が合って消えたな。さっきまでは確かにいたんだ！　小さい悪霊がうじゃうじゃと！　このパンには悪霊が入っている！」

「失礼なこと言わないで。いくらあたしでもパンに悪霊なんか入れないわよ。──もしかしたら、砂とかちょっと入っちゃったのかもしれないけど、絶対悪霊なんて入ってないから」

「いいや入っている！　こんなものを俺に食えとは、お前は俺を殺すつもりか!?」

　シンヒルドは一口しか食べていないパンを、ルシータの前に投げつける。パンはテーブルで跳はね、床に転がり落ちた。

　貴重な貴重な食料が床に転がり落ちるのを見た時、ルシータの中で何かが弾はじけた。

「──冗談もたいがいにしなさいよ。この苦労知らずのお役人が」

　悪霊飼育中に聞かせる時のような暗い声が、ルシータの喉のどからこぼれ出た。床に転がり落ちた、かじりかけのパンを拾い上げる。パンについた汚れをさっと手で払うと、ルシータはそのパンを、真っ二ぷたつに引き千ち切ぎった。

「悪霊がいる、ですって？」

　千切ったパンの両側を見るが、どこにも悪霊なんかいなかった。もちろん、腐ってもいないし、カビて黒ずんでもいなかった。

「これのどこに悪霊が入ってるっていうのよ？　そんなのどこにも見えないわ！」

　シンヒルドの目の前に二つになったパンを突きつけるが、役人も引かなかった。傲ごう然ぜんとした顔でパンを見下ろし、ルシータを睨むと脅おどすような低い声で言った。

「いや、絶対に入っている。もっとよく探せ」

「入ってない！　ほら！　どこにも！　まったく！　入ってない！　でしょ!?」

　ルシータはパンをさらに小さく引き裂さいた。四つに裂いても六つに裂いても、悪霊なんて出てこなかった。

「ほらっ！　出てくるわけないのよ、焼きたてのパンに悪霊なんて入るはずないんだからっ！」

　向こう側が見えるほど薄く千切ったパンを、まだシンヒルドは蔑むような顔つきで見つめている。

「入ってい──」

　言いかけて開いた口に、有う無むを言わせず、千切ったパンの欠片を押し込んだ。

「うっ……ぐ！」

「ごちゃごちゃ言わずに食べなさい！　これも！　これもっ！　苦かったら、スープで流し込めばいいのよ！　良りよう薬やくは口に苦しって言うでしょ！　身体にいいものは不ま味ずいのよ！」

　さらに次のパンを押し込む。やめろ、と文句を言おうとした唇に、さらにパンを押し込み、ぎゅうぎゅうと詰めた。パン一個分全部。意外と入るものだ。シンヒルドは静かになった。

「そんなに悪霊が怖いなら、後でお祈りでもしておけばいいのよ。そうしたら、うっかり食べちゃった悪霊も消えるんだから！　本当に悪霊に憑り付かれたパンなんて、こんなもんじゃないわよ。即座に腐って、炭みたいにボロボロになるんだから！　見たこともないくせに、甘ったれたことを言うんじゃないわよ！」

　ルシータが、飼っている悪霊たちにパンをあげると、一瞬で到底食べられないくらい不気味な物体と化す。このふわふわしたパンは、少しくらい不味くても、絶対に悪霊なんか住んでいない。もしいたとしても、麦むぎ粒つぶくらいに小さな小さな悪霊だ。そんなもの、いるうちにも入らない。

　押し込められたパンに、本格的にシンヒルドが苦しそうな顔をしたので、ルシータは水の代わりに薄い玉ねぎとにんじんのスープを流し込んでおいた。ちょっと手て荒あらだったが、食事は三分で終わった。苦くて不味いパンの最後に無理矢理スープを流し込まれ、シンヒルドはむせて盛大に咳せき込んでいる。

　さすがに少し可哀想かなと思い、ルシータは台所から貴重な水を汲んでくると、シンヒルドに手渡した。受け取った青年は水を条件反射で飲み──また信じられないという顔で、コップを上品そうな唇から離した。

「なんだこの泥どろ水みずは!?　俺に腐った沼の水を飲ませたのかっ！」

　ちょっとだけ色のついた水を見て、シンヒルドはかっと目を見開いて怒った。が、ルシータも負けてはいなかった。

「泥水じゃなくて、井戸水！　雨が降らないから井戸が涸かれて、村でたった一つの井戸のうち一番底の方から汲み上げるから、ちょっと泥っぽい味もするけど、れっきとした井戸水よ！　これしかないんだから、諦あきらめて飲むの！」

「こんな泥水が飲めるか！　ああ、神よ、一体これはなんの拷ごう問もんだ？　俺は頭のおかしな魔女の家に幽ゆう閉へいされ、悪霊入りのパンを食わされ、あまつさえ腐った泥水を飲まされるとは──！　これほどの責せめ苦くを受けさせられねばならないとは、俺が一体なんの罪を犯したんだ？」

　シンヒルドが悲痛な声で神に訴える。その発言に、ルシータはどうしようもなく腹が立った。そして、同じくらい悲しくなった。

　悪霊の入りのパンと言われようと、ルシータは一生懸命作って焼いたのだ。スープだって、泥どろ臭くささが残らないよう香こう草そうや香こう辛しん料りようをいつもより多めに入れた。贅沢に慣れた役人に美味しいと思ってもらうことは無理でも、せめて食べやすいようにと工夫したつもりなのに。

「文句を言うなら、あたしじゃなくて、太陽の神さまに言ってよ。太陽神様がギラギラ地上を照りつけて、もう三カ月も一滴の雨も降らせてくれないおかげでこうなったのよ……。それじゃなきゃ、あたしたちだってこんな泥水飲まないわよ。──怪我をしたお役人様に、無理矢理飲めなんて言ったりしないわよ……！」

　言えば言うほど悲しくなってきた。

　できることなら、ルシータだって美味しい小麦のパンが食べたい。水だって、綺麗な水を飲みたい。好きこのんで、こんな苦しい生活をしているわけじゃない。

「あなたは知らないでしょうけど、こんな泥水でももらえる量が決まっているのよ。毎日一人について桶一杯分だけ。飲み水と、スープと、身体を拭いて、お皿を洗ったらもうお終しまい。畑にあげる分もなくて、全部枯れちゃったわ。──あたしが努力して美味しい水を汲めるなら、あなたのために汲んできてあげる。森の奥の小川が干上がっていないなら、今から汲んできてあげるわ。小麦が残っているなら、あなたのためにもう一回、甘い小麦パンを焼いてあげる。でもないの。川は干上がって、小麦はとっくに食べ尽くした。──あたしが努力して快適にしてあげられるならそうするし、サボってるって思うなら怒ればいいわ。けど、ないものはないの！」

　泣きたい気持ちでルシータが叫ぶと、シンヒルドは不愉快そうにしながらも口をつぐんだ。悪いのはルシータではないと分かったのだろう。ひどい言い方をしたことを少し後悔しているような目だった。

「──なぜそんなにも雨は降らない？」

　ルシータは夢中で首を振った。

「分からないわ。分かってたら、あたしたちだってなんとかしてる。この村も、隣町も、その向こうの町も──国中全部が日照りなの。神官様が雨あま乞ごいの儀式をしても、一滴の雨も降らなくって。神様があたしたちを苛めているとしか思えない！」

「──国中全部が日照りだと？　それは神の気き紛まぐれとは思えんな……。誰か、この国の中に、本気で神々を怒らせた愚民がいるに違いない。でなければそれほどの天罰が下るとは思えん」

　──この国の中に、本気で神々の怒りを買った人間がいる？

　ルシータはシンヒルドの言った言葉を考えてみた。神の怒りを買うような、罰当たりな人間……真っ先に思い浮かんだのは、村で一番忌いみ嫌われている、悪霊飼いの自分自身だった。

　ルシータは必死に首を横に振った。

「ううん、そんなことない。あたしのせいで国中全部が日照りになるなんて。そんなのきっと違うわ。……神様の方が、気紛れに地上の人間を苛めて遊んでいるのよ」

「まぁ確かに、お前のやっていることはとてつもなく常識はずれだが、国内すべてを日照りにするほどの罪には思えん。おそらく、国の中心都にでも大きな悪が巣食っているんだろう。もうしばらくしても日照りが収まらないようなら、いっそ外国へ移り住むことを俺は推すい奨しようする。外国ならば、雨はまともに降っているのだろう？」

　シンヒルドが当然の顔で聞いた言葉に、ルシータは意表を突かれた。

　外国ならば、雨はまともに降っている──それはつまり、このバビロニア王国にだけ、雨が降っていない、ということ。

　どうして、バビロニアにだけ雨が降らないんだろう？　

　ルシータは一生懸命考えてみたけれど、さっぱり見当もつかなかった。
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「──やっぱり、新しい悪霊を捕とりに行かなきゃだめね」

　ルシータは夕食後の皿洗いを終えると、空になってしまった十二個の籠を眺めて呟いた。

　悪霊の買い取り人であるマズールさんのところに悪霊たちを出荷するのは、今週の末すえだ。

　マズールさんは情け容よう赦しやのない人だから、約束どおりに悪霊が納められなければ、ルシータの体中が痣あざだらけになるほど殴りつけるだろう。骨が折れるような目に遭わされたことは今のところないけれど、「一匹も悪霊が出来ませんでした」なんて言ったら、初めてそれを経験する可能性は充分にある。

　ルシータはぶるっと身震いした。

「骨こつ折せつは嫌……。こうなったら、初めから大きめの悪霊を捕まえに行くしかないわ。すぐに売り物になるような、大きくて狂暴な悪霊たちを」

　──今夜。森の奥深くに入って、悪霊狩りをするのだ。

　ルシータは意を決して立ち上がる。かつて父の部屋だった物もの置おきから、悪霊捕獲用の細い金色の針金を編んだ重たい手袋を持ち出す。悪霊は素す手ででは触さわれないので、この真鍮の手袋をつけなければ捕まえられない。

　それから香炉エスフアンド。やはり父の部屋から〝死者のイラクサ〟を持ってきて、香炉に詰めなおす。〝死者のイラクサ〟とは、欠けてゆく月の下もと、葬儀直後の墓地で真夜中に採集したイラクサのことだ。これは父の秘密の教えで、〝死者のイラクサ〟を焚たくと、悪霊たちが死の臭いを嗅かぎ取って寄り集まってくる。ただし、家に置いておくだけでも小さい悪霊が呼び寄せられてくるから、大量に保管するのは危険な呪じゆ草そうだ。

　あとは、捕った悪霊を入れる十二個の空から籠かごと、いざという時に身を守るための真鍮の短剣。

　悪霊狩りをしているところをうっかり村人にでも見られてしまうとまた変な噂を立てられてしまうから、黒くて目立たない服に着替えれば、準備は完了だ。

「──おいルシータ、さっきから部屋にこもって何をしている？　暇だから、またお前の歌を聞かせろ」

　シンヒルドが、コツコツとルシータの部屋の扉を叩いた。彼はルシータが皿洗いを終えるのをカファルの部屋で待っていたのだが、いつまで経ってもルシータがやって来ないのに苛いら立だって様子を見に来たようだ。

「きゃあっ！　開けちゃ駄目、いま着替え中！」

「着替え？　俺に歌を聞かせるために、わざわざ華やかに装よそおいたいと言うのか？　……それはなかなか良い心がけだ。ではあと五分だけ待ってやる」

　シンヒルドは扉の向こうで満足げに言った。ルシータは手早く着替えて外に出た。──すると、部屋のすぐ前に陣じん取どっていたシンヒルドにぶつかりそうになった。

　まっ黒くて、足首まである地味なドレス姿で出てきたルシータを見ると、シンヒルドは思い切り顔をしかめた。

「おいルシータ……、はっきり言うが、お前の服の趣味は最悪だぞ。どうせ着替えるなら、歌姫らしくもっと華やかに装よそおえ。葬式にでも行くような格好をするな」

「ごめんなさい、シンヒルド。今夜はあなたに歌ってあげられないの。あたし……ちょっと今から出かけるから」

　シンヒルドの目が、即座に吊り上がった。

「なに？　大怪我をした哀れな俺を置いて、どこへ夜遊びに行くつもりだ？　──許さんぞ。俺を拾ったからには、お前には俺の傷が完治するまで心を込めて看病し、四し六ろく時じ中ちゆうそばに付き添う義務があるはずだ。勝手な外出など許さん」

　居い候そうろうのくせに居い丈たけ高だかに命じると、ルシータの正面に腕を組んで陣取り、部屋を出ることを身体を張って阻止した。シンヒルドはカファルと同じくらい長身だし、傷を負った役人に決死の頭ず突つきを食らわせるわけにはいかないので、ルシータは困った顔でシンヒルドの顔を見上げた。

「ごめんなさい、あなたを一人にするのは悪いと思うわ。でも、あたしの悪霊たちがいなくなっちゃったから、どうしても捕まえに行かないといけないの。週末までに、大きな悪霊たちで籠を一杯にしておかないと、あたしは借金取りに死ぬほど殴られるのよ」

「なんだ、そんなことか。ならば俺もお前の悪霊捕りを手伝ってやろう」

「何言ってるのよ！　あなた怪我人でしょ。そんな大きな傷を抱かかえて、ふらふら悪霊溜だまりに出かけるなんて、馬鹿もいいところだわ！」

　ルシータが正直に言うと、シンヒルドはむっとした顔をした。

「俺を馬鹿扱いするな。そもそも、悪霊たちが死んだのは、俺がお前に歌えと命じたのが原因だろう。だから、責任を取って悪霊捕りの片棒を担かついでやると言っているのに、この俺の義ぎ理り堅がたくて優しい心こころ遣づかいが分からんのか」

　シンヒルドなりに、悪かったと思っているらしい。

　少しだけ、ルシータは迷った。

　自分一人で大きな悪霊十二匹も捕まえるのは、本音を言うと、少し怖い。ルシータがいつも小さな悪霊を捕まえて「育てる」なんて面倒なことをしているのは、大きな悪霊を捕まえるのが危険だからだ。もう一人助手がいてくれたら、とても心強い。……けれど、シンヒルドは碧へき眼がんだ。うっかり悪霊と目が合ったら、せっかくの大きな悪霊もすぐに半分に縮んでしまう。

　ルシータは、少し悩んだけれど首を横に振った。

「気持ちはありがたいけど、やっぱりあなたは家で待っていて。あたし一人で行くわ」

「いやだ。絶対に俺も行く。──俺を置いていくなら、ここは通さんぞ」

　シンヒルドはルシータの道を塞ふさぎ、頑としてその場を動かなかった。小一時間言い争った挙句、ルシータはため息交じりに頷いた。

「分かったわ、連れて行くわよ……。その代わり、お願いだから、悪霊をじっと見たりしないでね。目を合わせるのなんか絶対に駄目よ。そうっと横目で見るだけにしておいてね」

「分かっている」

　シンヒルドは満足気に頷き、道を開けた。ルシータは台所で香炉に火をつけ、背中に籠を半分ずつ背負う。シンヒルドはルシータの手から香炉を取ると、先陣を切って濃い夜闇の中へ出て行った。まるで狩りの時に主人の先を歩きたがる猟犬のようだ。明かりも持たず、代わりに悪霊を呼ぶ呪われた香炉を持っていると言うのに、その足取りは自信に満ちていて、迷いがなかった。
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　死者のイラクサから上がるいがらっぽい煙に惹ひかれ、すぐに小さな悪霊たちが寄ってきた。

　鶏にわとりの卵や小鳥くらいの小さな悪霊たちだ。村人たちがちゃんとお祈りをしている村の近くでは、通常これくらいの大きさの悪霊しか現れない。

「ルシータ、悪霊ならたくさんいるぞ。どうして捕まえないんだ？」

「もっと、目が合うだけでぞっとするような悪霊が欲しいのよ。それか、そばに来るだけでまわりの温度が凍こごえて感じられるような、暗くて負ふの力に満ちた悪霊が欲しいの──」

　ルシータが言うと、シンヒルドが後ろを振り返り、琥珀色のルシータの目を見て笑った。

「恐ろしい魔女だな、俺のすぐ後を歩く娘は。見た目は普通の娘なのに、平然と怖いことを言う。なんだか俺もわくわくしてきた。──よし、お前のために、この森で最も邪悪な悪霊どもの気配がする、卒倒しそうに恐ろしい場所へ連れて行ってやろう。こっちだ」

　シンヒルドは突然方向を変え、獣道をかき分けて森の奥深くへ分け入っていく。恐ろしい魔女だ、とルシータに向かって言ったけれど、嫌な響きではなかった。まるで、魔女と悪霊捕りに出かけるのを、夏の夜に大きなカブトムシでも捕りに来た気分でいるみたいだ。

　ルシータはランプで藪やぶを照らしてその後を追いながらぼんやりと思った。

　笑って言われるのなら、魔女という言葉もそんなに嫌じゃないな、と。

　ルシータは、張り切ってどんどん先に行くシンヒルドを追いかける。本当に楽しんでいるようだ。彼が進むのは、時折動物たちがはまっては出てこられずにもがき死ぬという沼地がある方角だ。やはりあそこは悪い悪霊たちの溜たまり場だったのか。

　ルシータが入り組んだ茂みをかき分け、シンヒルドに追いつこうと急いで進んでいると、不意に右足に鋭い痛みが走った。

「いたっ！」

　何が起きたのか分からず、その場にしゃがみ込む。不気味な黒と灰色の模様をした、よく太った短い蛇へびが、ルシータの右足にガブリと嚙みついているのを見つけた。

　──夜行性の、クサリヘビだ。

　近づけられたランプに驚き、クサリヘビはルシータの足を離して藪やぶの中へするすると逃げていく。その毒蛇特有の短い尻尾しつぽを見送りながら、ルシータの頭に恐ろしい言葉が浮かんだ。

　──クサリヘビ。猛もう毒どく。嚙まれた。死ぬ──。

　死ぬ。全身に震えが走った。見下ろした自分の足首には、ぷつぷつと穴が四つ開き、線のような細い血と、うす黄色い毒液が流れている。

「──手ごろな悪霊がいたのか？　……？　おいルシータ？　どこへ行った」

　先を行くシンヒルドが、「いた」というルシータの声に反応して後ろを振り返ったようだ。が、そこに静かな藪があるばかりで、ルシータの姿が見えないことに驚き、周囲を見回して声を上げている。

「シン、ヒルド……」

　恐怖でか細く震える声で呼ぶ。ズキリ、ズキリ、と脈と同時に、痛みと痺しびれが広がってくる。恐怖からか蛇の毒なのか、指先が奇妙に震えだした。

　クサリヘビに嚙まれたら、つける薬はない。普通は死ぬ。──ああ、でももしかしたら、ハミースが──あの心強いヤブ医者が、何か特別の薬を作ってくれるかもしれない。もしかしたら！　村まで急いで帰れば、なんとか助かる、かも……。

「ルシータ、どこへ行ったんだ。かくれんぼのつもりか？　俺を一人にするな」

　ガサガサと茂みを揺らしてシンヒルドが戻ってくる。その深い茂みは、いま蛇が逃げていったところだ。「毒蛇に気をつけて」と言わなきゃと思ったけれど、声がかすれて満足に言葉にならない。

「シン、ヒルド──、へ、蛇……！」

「俺は蛇ではないぞ。お前は老ろう眼がんか」

　もう蛇は遠くに逃げた後だったのだろう。無傷でそばまでやって来たシンヒルドは、藪の中で力なく足を投げ出して座っているルシータを見つけ、不可解そうな顔をして言った。この状況がさっぱり飲み込めていないのか、綺麗な銀髪を月の光に反射させながら、のんびり首を傾げた。

「ルシータ、何を座り込んでいる。悪霊がいたと言わなかったか」

「お……願い。村に、……今すぐ──！」

　足が震えて一人では立てないので、起こしてほしいと腕を差し伸べる。震えたくないのに、指先が勝手に小刻みに震えている。

「村だと？　なぜだ」

　一息吸うごとに、毒が身体に回っていく。肺が焼けつくように思えた。普通に息をしたいのに、体が言うことをきかない。ああ、早くしないと手遅れになる。

「ハ、ハミース、さんの……家、に、連れてって……！」

「ハミースとは誰だ。俺はそんな男は知らんぞ」

　シンヒルドは知らない男の名前を出され、非常に不機嫌になった。

「せっかくあと少しで悪霊溜まりに着くんだ。極悪な奴らが欲しいと言ったのはお前なのに、俺の厚意を無にするつもりか」

「あ……た、し、蛇、」

　嚙まれてと言いたいのに、舌が痺れてきて言うことをきかない。荒い呼吸をするルシータの顔を覗き込み、シンヒルドが不思議そうに聞いた。

「お前は蛇ではないぞ。なんの妄もう想そうごっこをしている？　おまけにシュウシュウいって、それは蛇の真似なのか？」

　ルシータは、もう駄目だ、と思った。ここにいたのがまともな理性のある兄や医者のハミースなら、きっとすぐに分かってくれただろうに。大きな都から来た役人には、森に毒蛇がいるということも分からないのか。

　ルシータは絶望してゆっくりと瞳を閉じた。これまでの人生が走そう馬ま灯とうのように心に浮かびかけた。暖かい町の家に父母と、まだ見習いに出る前の兄がいて。夕食後はいつも母の歌が響き──。乱暴にシンヒルドに頭を揺さぶられて、ルシータの意識は現実に戻された。

「こらルシータ、こんなところでいきなり寝るな。悪霊捕りに行きたいと言ったのはお前だぞ。とっとと目を開けろ。ありがたく俺の顔を見ろ」

　ルシータは目を開けようとした。けれど、まぶたが震えてどうしても開けられない。

「そういえばお前、ずいぶん顔色が悪いな。だんだん悪霊の色になってきた」

　さすがにシンヒルドもおかしいことに気づいてルシータの頰をはたく。ルシータは最後の気力を振り絞って言った。

「……み、ぎ……あし──」

　猛毒の蛇に嚙まれたそこは、紫むらさき色いろに腫はれ上がっていた。やっとそのひどい状態に気づいたシンヒルドは、目を見開いて大声で叫んだ。

「ルシータ、足の中で悪霊を飼うな！　血を腐らせられて死ぬだろう！」

　──誰が好きこのんで、自分の足の中に悪霊なんか入れるのよ。蛇に嚙まれて、毒を持った悪霊が入ってきただけよ。そう言ってやりたかったけれど、もうとても言葉にならない。

「──引きずり出さないとまずいな。……仕方ない、切り開こう」

　シンヒルドが真剣な声で言った直後、ルシータの全身に恐怖が走った。切られるのは嫌だ！　ルシータが怯える以上に、何か別の生き物がものすごく怖がっている。体の中に入ってきた毒の悪霊だろうか。逃げようと足あ搔がいているが、狭いルシータの体からは逃げ場がなくて動揺している。小さな蛇の嚙み痕あとから、チラリと紫色の煙けむりのようなものがはみ出た。すぐにまた足の中に隠れてしまったが、シンヒルドはそれに気がつくと、すらりと剣を抜いた。青い目で傷口を見つめると、傲ごう慢まんな声で言った。

「さあ覚悟しろ。お前をズタズタに切り刻んで、そこから引っ張り出してやる」

　ルシータも怯えたが、それ以上に悪霊の方が怖がっていた。また別の嚙み穴から、チラリと悪霊の尻尾がはみ出す。今度は見逃さず、シンヒルドはそれをしっかりつかんだ。片手で、力一杯その黒紫の悪霊を引きずり出した。

「キシャアアア！」

　嫌がって悪霊が大きな声で喚わめく。小さな蛇から生まれたとは思えないくらい大きな悪霊だった。仔こ牛うしくらいある。いい値段で売れそうな大きさだわ、と薄く瞳を開いたルシータは思った。

　蛇の口だけを巨大化させたような不気味な顔の悪霊は、居心地の良い、暗くて狭い場所から引きずり出され、必死の形ぎよう相そうで暴れている。

「──信じられん愚ぐ行こうだ。ルシータ、いくら気に入る悪霊を見つけたからといって、自分の血ち肉にくで飼うのはやめろ。人間の身体の中では、悪霊は飼えないんだぞ」
















　もちろんそんなことは知っている。

　ルシータは、痛む右足を見下ろした。紫色の腫れはなくなっていたが、嚙み痕から二筋の血が流れている。一つだけ穴が大きいような気がするのは、そこを通ってシンヒルドが悪霊を引っ張り出したからだろうか？

「あ……あたしの毒、もう消えた……？」

「致命的なものはな。こいつを殺せば、体に残っているだるさも消えるだろう」

　シンヒルドが手にした銀色の剣を閃ひらめかせる。悪霊は獰どう猛もうな顔で暴れだした。

「待って、それ、高く売れそう……」

　ルシータが朦もう朧ろうとしつつ止めようとした。黒くろ紫むらさきの悪霊とは珍しい。きっと、神官様も色々な悪霊で練習がしたいだろう。シンヒルドはとんでもないという顔をした。

「馬鹿を言え。お前の血肉を穢けがした邪じや霊れいを生かしておけるか。──死をもって償つぐなえ」

　言うなり、シンヒルドは黒紫の悪霊を串刺しにした。悪霊は、蛇が唸うなるようなジューッという怒りの声を響かせ、霧散した。

　悪霊が……消えた？　神聖な真鍮じゃない剣で……？　ルシータは、全身を支配していた痛みと気だるさが消えていくのを感じながら、今見た光景に首を傾げた。シンヒルドの剣は銀色で、どう見ても金色の真鍮ではない。それなのに、どうして──。

「──っていうかそれ以前に、あなた、悪霊を手づかみしてなかった!?」

「していたが、それがどうかしたか」

　きわめて冷静な声で言われ、ルシータは慌てた。その手を取り、手のひらをひっくり返して何か仕掛けがないか確かめた。けれど、なんの仕掛けもないただの素手だった。

「普通は、触れないの！　真鍮の手袋がないと、スカッて通り抜けちゃって、悪霊はつかめないのよ！　それに、剣だって突き抜けちゃうのよ！」

「おかしなことを言う女だ。悪霊など気軽につかめるぞ。──ほら見ろ。生ぬるくてザラッとした不気味な感触だ」

　シンヒルドは、香炉に惹かれて寄ってきた、ヒバリくらいの悪霊をひょいと捕まえる。しっかり指でつまんで、ルシータの鼻先にぶら下げてみせた。香炉の香りに酔った悪霊は、背中をつかまれたことにも気づいていない顔だ。飛んでいるはずなのに、どうして突然前に進まなくなったのか不思議そうに辺りをキョロキョロしている。

「お前も触ってみろ」

　ルシータは驚いたけど、自分も片方だけ真鍮の手袋を脱ぎ、素手でその悪霊を触ろうとしてみた。指は見事に、悪霊の身体を突き抜けた。

「全然触れないわ……」

　今度は、手袋を嵌はめた方の手で触ってみる。ちゃんと、弾力のある手触りが感じられた。生ぬるいとか、ザラッとしているとかまでは分からないけれど。

「これは不思議な現象だな。──ハッ、もしや」

「何か思い当たることがあるの？」

　不思議そうにルシータが見上げると、シンヒルドは怖い顔で首を横に振った。

「これが触れないとなると、お前、あのパンの中のジャリジャリ感も感じていないんじゃないだろうな？　悪霊を嚙み千切る気味の悪い感触も、きっと素通りしているに違いない。だからあんな呪われたパンを平気で食えるんだ。──ああ、なんということだ。俺は不幸な特異体質に生まれてしまった」

　悲劇を嘆なげくシンヒルドが小さい悪霊を放すと、悪霊は急いで遠くへ飛んでいった。ルシータは、その深青色の瞳を見つめた。少し苦悩を浮かべた、闇夜で星のように輝く美しい瞳を。

「そんなことはないわ。あなたの特異体質のおかげであたしは助かったんだから、そんな風に言わないで。──ありがとう。本当に、あなたのおかげよ」

　にこりと微笑んで言うと、シンヒルドも嘆くのをやめ、じっとルシータを見つめた。ルシータには神官の友達がいない──というか、友人はハミースしかいない──から分からないけれど、青い瞳に生まれた人の中には、きっとこういう特異体質の人が稀まれにいるのだろう。それはそれで大変だろうけれど、自分を呪うのはもったいない。

「あなたを連れてきて良かった」

　ルシータが心から言うと、まじまじとその顔を見ていたシンヒルドも笑った。

「そうか。お前の役に立ったならいい。──よし、俺は非常にいい気分になった。ついでに、お前の傷口に何か怪あやしい治ち癒ゆ呪じゆ文もんをかけてやろう」

「怪しい治癒呪文……？」

　自信に満ちて言う青年に、ルシータは顔を引きつらせた。

「何か、こういう細かい怪我をした時に使う便利な呪文があった気がする。せっかくだから何か適当に唱となえて呪文の実験をしてみよう」

「実験!?　そんな怪しい魔法は嫌！」

　ルシータは足を隠そうとした。そうしたら、シンヒルドの顔が、一気に険悪になった。

「む。俺のせっかくの厚意を無にするつもりか」

　厚意じゃなくてそれは絶対に悪意だ！　とルシータは思ったけれど、独自の解釈を持っているこの役人にそんなことを言っても無駄だ。今は感謝もしていることだし、怒らせたくない。

　ルシータは必死に笑顔を浮かべて言った。

「いいえ、そういう意味じゃないんだけど……ほら、傷も小さいし！　目立たないし！　放っておいてもすぐ塞ふさがるから。大丈夫よ」

「いや塞がらない。悪霊が通った痕は、そう簡単に塞がらないぞ。二年くらいかかる」

「二年もかかるわけないでしょ！　その数字は一体どこから出てきたのよっ」

「俺の勘。よく当たるんだ」

　記憶喪失のくせに適当なことを言う男に、ルシータは返す言葉を失った。

　そんな「勘」なんて無茶苦茶な理由で、変な魔法なんかかけられるのは絶対に嫌だ。傷が逆に大きくなったり、永遠に治らなくなったりしたらどうしてくれる。

　ルシータは内心の不審を押し隠し、聖母のような笑みを浮かべて言った。

「本当にあたしは大丈夫よ。あなたのその優しくて慈悲深い気持ちだけで、あたしはもう、天にも上るほど嬉しいわ！　これ以上面倒な魔法までお願いできないわよ。──さあ早く悪霊捕りに行きましょう！　こっちの方に大きいのがたくさんいるのよね？」

　悪霊が入らないようルシータは足首にハンカチを巻きつけると、元気に立ち上がって先ほどシンヒルドが行こうとした方向に歩き始めた。

「ルシータ、ちょっと待て」

　シンヒルドが後ろから制止の声をかけたけれど、ルシータは立ち止まらなかった。

「本当にもう大丈夫だってば！　この軽い足取りを見て！　もう全然平気でしょ？」

「それはもう分かったが」

「じゃあ早く行きましょう！　あたし楽しみで待ちきれないわ！」

　輝くような笑顔でルシータが言うと、シンヒルドは独り言のようにぽつりと言った。

「お前が気にしないのなら俺は別に構わんが──背中に、大きい悪霊がへばりついているぞ」

「え!?」

　ビクッとしてルシータは足を止めた。恐る恐る後ろを振り向くと、自分の肩に小さい手でしっかりしがみつく真っ黒い悪霊と目が合った。ルシータと目が合うと、にたぁ、と笑った。

「ギギュウ……」

　こんばんはと挨あい拶さつするように、悪霊が言った。背筋に震えが走るような暗い声だった。ルシータの上半身から血の気が引き、意識を手放してその場に倒れそうになった。いつの間にこんなものが自分の背中に──。

「こらお前、いきなり女の肩に抱きつくとは少々下品だぞ。身をわきまえろ」

　シンヒルドは文句を言っているが、ルシータが怒ると思ってか、悪霊を正視しないようにちゃんと視線をそらしてくれている。その冷静極まりない声こわ音ねに、ルシータはハッとした。自分の使命を思い出した。

「……あたしは、悪霊を捕りに来たのよ。ここで戦わないでいつ戦うの？　お上品に気絶してる暇なんて、貧乏人にはないのよ──っ！」

　自分に活かつを入れると、背中にしがみつく悪霊を、キッと睨みつける。ニタニタ嬉しそうに笑う黒い瞳と目が合っても、もう怖くなかった。不敵な笑みを浮かべ、手袋をきっちりと嵌めなおす。

「──まぁ、なんてちょうどいい大きさかしら！　あたし、こういうのがとっても欲しかったの」

　甘い声で言うなり、背中にしっかりしがみつく悪霊を引き剝がしにかかった。
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　悪あく霊りよう狩りから戻った朝、ルシータの機嫌は最高だった。

　空からっぽだった籠かごが、真っ黒くて濃い悪霊たちでぎっしりになったからだ。ちなみに、背中にしがみついていた最初の悪霊は、捕とり逃がしてしまった。──というか、うっかりシンヒルドが睨にらんでしまって半分に縮んでしまい、ルシータの捕ほ獲かく意い欲よくが失うせたのだ。そのあと沼地まで行ってとても大きな悪霊たちをたっぷり捕まえたから、ルシータは大満足だった。

　けれど、これまでにない強い悪霊を捕まえたせいか、唸うなり声や吼ほえ声がとてつもなくうるさかった。夜明け頃になってもまだ悪霊どもは大騒ぎをしていて、寝ようとしたシンヒルドが頭にきて、「うるさいぞ、黙れ！」と怒ど鳴なると、少し静かになった。

　ルシータも一晩中森をウロウロしたせいですっかり眠くて、あまりよくないことだとは知りつつ、朝から眠りにつこうとした。

　太陽の光には、浴びるだけで小さな悪霊を払う破は魔まの力がある。だから、本当はルシータのような暮らしをしている人間は、できる限り陽光を浴びて生活した方が良いのだ。さもないと、父のようにさっさと病気になって早死にしてしまう。

　けれど、睡すい魔まには勝てなかった。部屋に入ってベッドにもぐり込んだ──直後、家の扉を、トントン、と叩く音がした。

　──今まさに寝ようとしたところなのに。ルシータは悪態をつきたくなったけれど、この家に訪ねて来てくれる客といえばハミースくらいしかいない。せっかくの友達を無視するわけにはいかない。ルシータは気力を振り絞って、ベッドを抜け出した。

「ルシータちゃん、おはよう」

　戸口まで出ていくと、想像どおり、朝からさわやかな笑顔をしたハミースがいた。

「ハミースさん、おはよう……」

「朝早くにごめんね。──例の薬を持ってきたんだ。ほら、記憶喪失のシンヒルドに飲ませる薬。医学辞典で調べたら、意外とありふれた材料で作れたからさ、作ってみたんだ」

　ハミースは数粒の丸がん薬やくが入った紙包みをルシータに渡す。ルシータは寝ね惚ぼけそうになりながら受け取った。

「ありがとう。後で飲ませてみるわ……」

「うん。でも村の納のう税ぜい準備はまだ整ってないから、そんなに急がなくてもいいよ。彼自身が記憶喪失で不安そうにしているなら、早めに飲ませてもいいけれど。──あれ？」

　説明していたハミースは、不意に何か気になるものでも見つけたように眼鏡めがねをかけなおした。

「……どうしたの？」

「いや……。ルシータちゃんのそばに、何か変なものが見えたような気がしたんだけど──気のせいだったみたいだ。ごめんね」

　ハミースは柔らかく笑って、じゃあね、と手を振って帰っていった。ルシータは寝惚けそうになる顔になんとか笑みを浮かべて見送ると、自分のベッドに直行した。そして、今度こそ深い眠りについた。
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　──その日の午後。ぐっすり眠って元気になったルシータは、今日の分の水みず汲くみに出かけた。

　そして井い戸ど端ばたで悩なやんでいた。二杯目の水を汲んでもいいだろうか、と。

　シンヒルドの血まみれの上着や服を洗うには水が多めに必要だし、彼は村に来た役人だから、彼の分の水を汲んでも許されるような気もする。だけど、村長さんの許可も得ずに勝手に二人分の水を汲むのは──いけないことかもしれない。汲み上げた二杯目の水みず桶おけを前にルシータが本気で悩んでいると、遠くから自分を呼ぶ声が聞こえてきた。顔を上げると、腕を振りながら血相を変えて駆かけてくるハミースがいた。

「ルシータちゃん、大変だー！　一大事なんだよー！」

　束たばねた髪を振り乱し、見たこともないくらい焦あせった顔をしている。ルシータは驚いてその顔を見上げた。

「どうしたの、ハミースさん……そんなに急いで？」

「大変なんだ、来たんだよ、お役人が！　税金を取り立てに、徴ちよう税ぜい官かんがやって来たんだっ！」

「──え？　だって、シンヒルド……」

　呆然と呟つぶやくルシータを遮さえぎり、ハミースが言った。

「違うんだよ！　シンヒルドは、お役人じゃなかったんだ！」

「えっ……」

　今度こそルシータは驚いて、言葉を失った。ハミースは手て短みじかに説明してくれた。

「ついさっき、村長さんの家に本物のお役人がやって来たんだよ。で、驚いた村長さんが『お役人ならもう村に着いておりますが』って言っちゃってさ、後から来たお役人様が、ものすっっっごい怒っちゃったんだ！　わしの名を騙かたって税金をくすねようとした不ふ埒らち者ものはどこじゃー！　って。もう怒ど鳴なるわ、喚わめくわ、食器は割るわで凄まじい怒いかりようでさ。その不埒者を今すぐ連つれてこいっ！　って叫んで聞かないんだよ。──シンヒルドは家にいる？」

　大変な事態に、ルシータはリスのように目を大きく見開いたまま、頷うなずいた。

「い、いるわ……」

「じゃあ、ルシータちゃん、ちょっと先に行って起こして準備させてくれる？　──水なら、僕が運んでおくから。急いで！」

　ハミースが言ったので、ルシータは重たい水桶をハミースに任せ、自分は家に向かって走り出した。







「シンヒルド、ちょっと大変！　大事件なのよーっ！」

　寝ているカファルの部屋に突撃し、ルシータはその身体を揺さぶった。

「うるさい……まだ眩まぶしい。暗くなるまで起こすな」

　不機嫌そうに呟き、シンヒルドは上うわ掛がけを頭の上まで引っ張り上げる。ルシータは対抗するように、部屋の窓を目一杯開けて室内に光を取り込んだ。

「お願いだから起きてよ！　村の一大事なのよ！」

　叫んで、力ずくでシンヒルドの頭から上掛けを剝はぎ取り、何が起きたかを早口にまくし立てた。

「──だから、今すぐあたしと一緒に、村長さんの家まで来てほしいの！」

　不機嫌そうに話を聞いていたシンヒルドは、簡かん潔けつに答えた。

「嫌いやだ」

「そんなこと言わないで……お願いだからっ！」

「出直せ。こんな明るい時間に人を叩き起こす非常識な男に会ってやる義務はない。俺は寝る」

　と、本当にまた布団をかぶって寝てしまった。そして、もう揺すっても引っ張っても起きる気配がなくなった。困り果てたルシータは、ハミースを探して外に飛び出した。ちょうど水を持って家の前まで来ていたハミースを見つけて窮きゆう状じようを訴えた。

「ハミースさん、シンヒルドが起きてくれないの！　あたしの力じゃ引きずっていくわけにもいかないし、どうしましょう!?」

「じゃあ僕が起こしてみるよ。ちょっとお邪魔するよ」

　ハミースにとっては、何度も来ているので勝手知ったるルシータの家だ。まっすぐカファルの部屋に入っていくと、頭まで上掛けをかぶるシンヒルドの枕元で、珍しく少し怒ったような声で言った。

「起きてくれないかな、シンヒルド。君が来てくれないと、本当に大変なことになるんだ」

「──何者だ？」

　ルシータの前では、甲こう羅らにもぐった亀かめのように引きこもっていたシンヒルドだが、ハミースの声には即座に反応した。それが、聞き覚えのない男の声だったからだろう。素早く起きると、机の上に載せてあった剣を取った。寝乱れた銀髪の下の青い瞳で、優しげな風ふう貌ぼうをしたハミースの姿を鋭く見つめる。明るくて見づらいのか少し目を細めているが、さっきまでとは大違いの警戒した表情だった。

「僕はハミース。ルシータちゃんのもう一人の兄のような者だよ」

　シンヒルドは、本当か確認するようにルシータに視線を投げた。ルシータは大きく頷いた。

「そうよ。あたしの兄様──カファルっていうんだけど、そのお友達なの。兄様はほとんど家に帰ってこられないから、困った時はなんでもハミースさんに相談するようにってお願いしてあるの」

　シンヒルドは「ハミース」という名を覚えているらしかった。ルシータが蛇へびに嚙かまれた夜に会いたがった男の名だと。

「……困った時にはなんでも相談しろ、だと？　つまりお前は、今俺を起こすのに困って、それでこの男を家に連れ込んだというわけか。……気に入らんな」

「気に入らんって、あたし一人の説得じゃ起きてくれないあなたが悪いんでしょ！」

　ルシータの言葉に、シンヒルドは喉のどの奥で不機嫌そうに唸うなった。

「見知らぬ男に寝室にいきなり踏み込まれて、耳元で命令された俺の気持ちはどうでもいいわけか？　俺がどれほど驚き、かつ不ふ愉ゆ快かいになったことか」

　自分の非は棚たなに上げてルシータを責せめる。ハミースがすばやく謝あやまった。

「君の言うとおりだ。不ぶ躾しつけなことをしてごめんよ。とても急いでいたから、礼を失しつしてしまったんだ。改めて話を聞いてほしいんだけど、いいかな？」

「……仕方あるまい。見知らぬ男の前では、さすがに俺も眠れん。手短に話せ」

「僕らは君を、お役人だと思っていたんだ。だけど、さっき村に本物のお役人が到着して、偽にせ者ものを名乗った君にとても会いたがってる。──名乗ったのは君じゃなくて、勝手に勘違いした僕らが悪いんだけれど。けど、お役人は君の顔を見ないことには納得しそうにないんだ。だから、今すぐ僕らと一緒に来てほしい。──君がひどい怪我をしていて、起き上がりたくない気持ちはすごくよく分かるけれど、必要なら肩を貸すから、頼むよ」

「──待て貴様、なぜ俺の秘密を知っている……。ルシータ、お前が話したのか？」

　人の弱点を気軽に言いふらすな、と言いたそうな怒った顔だ。ルシータが答えるより早く、ハミースが首を振った。

「違うよ。君の傷を治療したのは僕だから知ってるだけだ。左胸に、まるで矢でも射い掛かけられたような傷を受けているね」

「──お前が治療しただと？」

　シンヒルドは目を丸くしてハミースを見た。が、驚いたのは一瞬で、すぐに命の恩人を睨みつけて盛大に文句を言い始めた。

「お前、いい加減な治療をしただろう。あの晩、俺は死ぬほど苦しかったんだぞ。本当に死ぬかと何度も思った。挙あげ句くに、気がついたら記憶までなくなっていた。聞くまでもないことだが、ちゃんとした医師免状は持っているんだろうな？」

「──痛いところをついてくるね。持ってないんだ」

「──なに？」

　本気でそう答えられると思っていなかったシンヒルドは、啞あ　ぜん然ぜんとした。

「だから、僕は無免許のヤブ医者なんだよ。──偽にせ医者って言った方が正しいのかな」

「ニセ医者だと……」

　シンヒルドは呆ぼう然ぜんと繰り返し、次いで、困った顔をしているハミースをぎろりと睨んだ。

「とんでもない不道徳な男だ！　俺はニセ医者などの手にかかって殺されかけていたのか？　──信じられん！　魔女に、悪霊パンに、極めつけはニセ医者の人体実験か！　そんな恐ろしい目に立て続けに遭ったとなれば、哀れな俺の記憶もなくなるはずだ！　正気を失わなかっただけ幸運だったに違いない」

「なんてひどいこと言うの！　ハミースさんがいなかったら、あなたは命を落としていたかもしれないのよ。普通は、『助けてくれて、ありがとう』でしょ！」

　ルシータが怒ると、シンヒルドは尊大に腕を組んだ。

「誰がニセ医者に礼など言うか。俺は、ニセ医者を増長させるような真ま似ねは絶対にせん」

「シンヒルド！」

「──ルシータちゃん、怒らないで。彼の言うとおりだ。僕は本当に、偽医者だからしょうがないよ。下へ手たをしたら、僕の判断ミスで彼を殺してしまってた可能性もあったんだから。礼なんていらない。──だけどお願いだ、シンヒルド、僕らと一緒に来てくれ。……頼む」

　人間が出来ているハミースは、怒るどころかシンヒルドに深く頭を下げている。あんな風に言われたら、普通はとても悔くやしいだろうに。怒って口も利ききたくないだろうに。

　ルシータは、「これ以上嫌がったら、もうシンヒルドなんか軽けい蔑べつしてやる」と思いながら、その無駄に整ととのった顔を睨みつけた。

　シンヒルドはため息をついて、とうとう寝台から立ち上がった。

「あまりの衝撃に、俺も眠る気力が失せた。お前たちに付き合ってやる」
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　徴税官は、村長の家の一番いい椅子にふんぞり返ってシンヒルドを待っていた。

　黒い役人服を着た姿はシンヒルドと似ていないこともなかったが、太って腹の出た身体は、違う人種かと思うくらいに程遠い。国中が困こん窮きゆうしているというのに、よほどいい生活をしているのだろう。脂あぶらぎった猪いのししのような顔にたっぷりと髭ひげを生はやし、艶つややかに油で固めている。

　ハミースが、同じような黒い服を着たシンヒルドを徴税官の前まで連れて行くと、紹介しようと口火を切った。

「徴税官閣下。この青年──」

「お前が徴税官か。こんな明るい時刻から俺を呼びつけるとはいい度胸だ。それで、俺に用件とは──痛っ！」

　慌ててルシータは、余計なことを言い始めたシンヒルドの足をぎゅっと踏みつけて黙らせた。

「あたしたちは謝りに来たのっ！　あなたが偉そうにしてどうするのよ！　──お役人様、このたびはお騒がせして申し訳ありませんでした！　この人──シンヒルド本人が、自分は役人だって言ったわけじゃないんです。なんだかよく似た黒い上着を着ていたから、物知らずなあたしたちが勝手に思い込んじゃっただけで……悪わる気ぎはなかったんです。ごめんなさい！」

　心からの謝意を込めて、深く頭を下げる。隣で傲ごう慢まんな顔つきをしているシンヒルドの腕を引っ張り、一緒に頭を下げろとせっつく。が、当然そんなことをしてくれる気配はない。シンヒルドの反対隣に立つハミースが後ろから腕を回し、その銀髪の頭を押さえて軽くだが会え釈しやくさせた。怒り心しん頭とうだった徴税官の視線が、ふと、艶つややかな栗色の髪をしたルシータに移った。

「ふむ……。娘、小鳥のように澄んだ美しい声をしているな。見れば、顔立ちもなかなかに愛らしい。そなた、もう結婚はしておるのか？」

　徴税官は突然、なんの関係もないことを言った。ルシータはきょとんとして、中年の徴税官の顔を見つめ返した。

「は？　あたし、まだ未成年で、結婚なんて……」

「いくつだ？」

「十五歳です」

　来月になれば十六歳──成人を迎えるが。まだ子供だと分かったのだから、ルシータの勘違いも広い心で許してもらえないだろうか？　一いち縷るの望みをかけて、ルシータは徴税官の顔を見つめた。三十を中ほどまで過ぎた男は、にやりと下品な笑みを浮かべ、またも全然関係ないことを言った。

「男の手も握ったことがないような初う心ぶな顔をしておるのう。……気に入ったぞ。お前もわしの世話係に任命してやろう！　田舎娘はパッとせんのが多いが、初うい々ういしいところがたまらんわぃ。ひっひっひ」

　役人には尊敬を抱いていたルシータでさえ、そのいやらしい笑い声には顔を引きつらせた。舐なめるように全身を見られると、腕や背中にゾゾッと鳥肌が立った。

「あ、あの。お世話係ってどういうことですか──？」

「今年の納税金の不足分の支払いじゃ。二十ミーナ以上もの金が不足しておる。じゃから、村人のうち六名を奴ど隷れいとして連れて行くことに決めた。そのうちの一人として、お前にもわしの世話をする仕事を与えてやろうと言っておる。この娘共とも々ども、よく仕つかえよ」

　徴税官が後ろを示す。そこには、村長の孫娘スレミーが顔を真っ青にして立っていた。

　徴税官の脂ぎった指がルシータの手首を捕まえようと手を伸ばす。隣から伸びた腕がルシータの肘ひじをつかんで自分の背中の後ろに引っ張り隠した。徴税官の伸ばした指先を、揺れたルシータの髪の先端だけがかすめた。

「勝手に触るな。これは、俺の専属世話係だ。俺の着替えを手伝い、俺のために料理を作り、傷薬を塗って、暇な時は歌をうたうので手一杯だ。お前の世話までしておれん」

　シンヒルドが、まるで王族のような居い丈たけ高だかな態度で言った。あまりにも板についたその態度に、一瞬徴税官は惚ほうけたような顔になったが、目の前の男はただの旅人だと思い出したのだろう。尊大な態度でせせら笑った。

「フン！　なんの身分もない放ほう浪ろう者しやの分ぶん際ざいで、国王の委任を受けた徴税官に逆さからうつもりか？　見せてやろう、これが、国王陛下に任じられた本物の委任官の証拠じゃ！　お前は持っておらんのじゃろう」

　徴税官は丸めた羊よう皮ひ紙しを取り出すと、シンヒルドに見せつけた。難しいことが細かく書いてある一番上に、やたらと飾った文字で、「徴税委任状」と書いてあった。

「これが本物の徴税官の証あかしじゃ！　住む家もない流る浪ろう民みんの分際で、えばり腐りおって！　わしには、貴様に課税する権利もあるんじゃぞ！　それが嫌なら、その頭を地面に擦すり付けてわしの名を騙かたったことを謝れ！」

「断る」

「なんだと……？　貴様このわしに向かって──」

「シンヒルド！　お願いだからここは謝って！」

　ルシータが頼んだけれど、頑がんとしてシンヒルドは受け入れなかった。

「嫌だ。俺は何も騙っていないし、こんな男に下げる頭はない」

「ちっとも反省しておらんようじゃな！　ではお前には、二百シュケルの税金を申しつける！」

「二百シュケル!?　どうしてそんな重じゆう税ぜいを!?」

　驚いたルシータが声を上げる。二百シュケルといえば、普通の人の税金の三倍以上だ。

　ざまを見ろ、と言わんばかりに嫌味な笑みを浮かべて徴税官は言った。

「放浪者は、たいてい税金を払っておらん。よって、きちんとした納税証明書を見せない限り、行き当たった徴税官が、過去三年分──百八十シュケルに罰金二十シュケルを加算した最大二百シュケルまでを課税してよいことになっておる。どうじゃ、お前はここ三年間の『納税証明書』を持っているのか？　んん～？」

　徴税官はいやらしい顔で笑う。ルシータはわずかの望みをかけてシンヒルドの顔を見たが、彼は素知らぬ顔で肩をすくめた。

「そんなくだらんものは持っていない」

「ふはははっ！　では今すぐ耳をそろえて払ってもらおうか。二百シュケルを！　払えぬなら、貴様の所持品はすべて没ぼつ収しゆうとする。無む論ろん、貴様の世話係もわしのものじゃ！　文句は言わせんぞ。ぐふっぐふっ……いろいろと身の回りの世話をさせてやるぞ……ぐふふふふっ」

「二百シュケル耳をそろえて支払えだと……？　馬鹿を言え。俺がシュケル銀貨などというものを持っていると思うのか」

「持っていなくてもバビロニア王の名において支払え！　それが税金というものじゃ！」

　徴税官が無茶苦茶なことを言う。放っておけなくなって、ルシータは割って入った。

「待って下さい、お役人様！　シンヒルドだってきっと、記憶を取り戻せばどこかの町でちゃんと納税していたはずです！　『納税証明書』はないけれど、三年分も税金を滞たい納のうしてたはずがありません！　だから、どうか──お慈じ悲ひを」

　ルシータは徴税官の前に平へい伏ふくする。シンヒルドに代わって、地面に頭を擦り付けてお願いした。シンヒルドと違って従順なルシータを見て、徴税官は満足げに笑った。

「ぐひひっ。そんなにこの男が大事か？　ならばこちらに来い。わしがたっぷり可か愛わいがってやろう。──お前さえ素直に言うことをきけば、あの男の重税も少しだけ軽くしてやろう。ぐふぐふぐふっ……。なに、そう心配するな。どうすればいいのか、あとで丁てい寧ねいに手取り足取り教えてやる。お前は何も知らなくとも大丈夫じゃぞ。ぐふふふっ」

　徴税官は顔の肉の中に目鼻が埋うまってしまいそうないやらしい笑みを浮かべ、ルシータの手をつかんだ。突然、力一杯ぐいと腕を引かれて、ルシータは体のバランスを失い、徴税官の膝ひざの上に座る形になってしまった。

「きゃあ！　あの、ごめんなさい、あたし、わざとじゃなくって……」

　とんでもない無礼をしてしまったと、ルシータが急いで立ち上がろうとする。が、徴税官は予想外に強い力でルシータを離さなかった。驚いて顔を見ると、役人はルシータの無礼にも怒っていなかった。それどころか、にやりと笑っていたのだ。ルシータは驚きよう愕がくして、その脂の浮かんだ顔を見つめ返した。──不意に、徴税官のふにふにした丸い指が、ルシータの太ももを這はった。ルシータは全身に寒気が立ったような気がして、身をこわばらせた。

「な、何をするの!?」

「お前は実に可愛いのぅ。この男の世話係なら、それなりに男女の事も知っておるかと思うたが、お前はほんに何も知らんと見える。これは拾いものじゃ。さぞかし今夜は──ぐひゃあ！」

　言いかけた言葉が、途中で悲鳴に変わった。気がつけばルシータは、徴税官の膝の上から引き離され、シンヒルドの腕の中にいた。直後に、ドスン！　というものすごい音が響く。何が起きたのかと振り向くと、まるで誰かに力の限りに殴なぐられでもしたように、徴税官の椅い子すが後ろに倒れていた。体の丸い徴税官も一緒になって地面に転ころがっていた。

「──反へ吐どが出る」

　徴税官を殴り飛ばしたシンヒルドは、今にも凍りつくような冷たい声で言った。その青い瞳も、燃えるような怒りで輝いていた。

「この女は俺のものだから触るなと言った。そして俺は、お前が要求する暴力的な徴収金を、支払えないとは一言も言っていない」

　シンヒルドは徴税官を殴り倒した右手を上着の懐ふところへ入れると、一枚の大きな銀貨を取り出した。初代バビロニア国王の横顔の銀貨が、宙をくるくる舞って、徴税官の黒服の上に落ちた。

「シュケル銀貨などという、馬ば糞ふんを買うのにしか使えん小こ銭ぜには持っていないと言っただけだ。徴税は村単位だそうだな。それの余りは適当に村の分として使え。それなら耳もそろうだろう。二度と、くだらん理由で俺の世話係に触るな」

「──い、いい、一タラント銀貨っ!?」

　銀貨を手に取った徴税官の顔が、引きつった。

　ルシータも耳を疑うたがった。タラント銀貨といえば、その六十分の一のミーナ銀貨、さらに六十分の一のシュケル銀貨はとは比べものにならない最高の銀貨だ。一枚で宝石のような──いやもしかしたら下手な宝石よりも価値を持つ、銀貨の王様。

　シンヒルドは、銀貨を握り締めている徴税官の襟えり首くびをつかんで持ち上げると、その醜みにくい顔を間ま近ぢかで覗き込む。怒りに満ちた低い声で言った。

「金より俺の目を見ろ。この金の亡もう者じやめ。もしも次にルシータに触ったら、貴様の命をもって償わせるから、よく覚えておけ」

　記憶に焼きつけるようにきつく徴税官の顔を睨みつけると、シンヒルドは地面に叩きつけるように徴税官の襟首を離す。ぎゅっとルシータの手を引いた。

「あっ！」

「帰るぞ。こんな不愉快な場所には、もう一瞬たりとも居たくない。──やはりこんな所になど、来てやるのではなかった。俺は今、己おのれの愚おろかさを心底悔いているところだ」
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「今すぐ着替えろ。──夕食の準備？　そんなものは後でいい。とにかく今すぐ着替えて、その穢けがれた服はもう捨ててしまえ」

　家に帰ってくるなり、シンヒルドは石のように冷たい無表情で命令した。家に戻るまでも一言も口を利かなかったし、ルシータをつかむ手も痛いくらいだった。どうしてそんなことを言うのか分からなかったけれど、徴税官の一件で腹を立てているのだということは見当が付いた。逆らうのが怖かったので、ルシータはとりあえず着替えをした。脱いだ服を捨てるのはもったいなかったので、見つからないようベッドの下に隠しておいたけれど。

「──ここに座れ」

　台所で待っていたシンヒルドは、すっかり着替えたルシータを見ると、傲慢な顔で自分の向かいを示した。自分の家なのに、どうして居い候そうろうに命令されないといけないのか分からなかったけれど、シンヒルドがまだ本気で怒っているようだったので、素直に従った。

「そもそも、お前は常識がなさすぎる。やたらと男に媚こびへつらうな。あれでは、無茶な要求をして下さいとねだっているようなものだ。あの腐くされ外げ道どうも悪いが、それを刺激するお前も悪い。男の嗜し虐ぎやく心しんをそそるな。女なら、適当に男をあしらうすべくらい覚えておくのが常識だろうが。お前は難なん攻こう不ふ落らくという言葉を知らんのか」

「そ……そんなこと言われても。あたし、母様も早くに亡くなっちゃったし、……女友達も一人もいないし、男の人のあしらい方なんて、分かるわけないじゃない」

　辛かろうじて、前の冬まで祖母はいたけれど、薬草の見分け方や料理、野菜の育て方を習うのに手一杯で、そんなあまり役に立たなさそうなことまで習っている暇はなかった。

　そもそもあしらう必要がなかったのだ。悪霊飼いで魔女と罵ののしられるルシータにちょっかいを出そうなんて物好きな男の人は今まで一人もいなかったのだから。

　それでもシンヒルドの怒りは収まらなかった。

「では俺が教えてやる。よく覚えておけ。まず、男の前で泣くな。泣きそうな顔も見せるな。それから、気軽に慈悲を乞こうな。身体にも触れさせるな。髪一筋たりともだ。独身かと聞かれても、気安く答えるな」

　次々にわけの分からない規制を出され、ルシータは目を丸くした。

「どうして、そんな簡単なことにも答えちゃいけないなの？」

「どうしてもだ。そもそも、やたらに男と口を利くな。目を合わせるな。そばに近づくな。これで問題は解決だ」

「あの、全然意味が分からないんだけど……？」

　ルシータが困惑しきって言うと、シンヒルドはまた長々と説教をし始めようとした。

　そのとき、トントン、と軽く家の扉を叩く音がした。きっと置いてきてしまったハミースだ。ルシータは天の助けだと思い、急いで席を立った。

　けれど、扉を開けた向こう側には、とても意外な人が立っていた。

　つい先ほど村長の家で会った、ルシータと年の近い少女──村長の孫娘の……。

「スレミーよ。こんばんは、ルシータ」

　キュッと口こう角かくを上げて微笑ほほえむスレミーは、たしかルシータより一つか二つ年上だったはずだ。けれどうっすらとお化粧をして、自信に満ちて微笑む姿は、三歳くらい年上に見えた。

「こ、こんばんは、スレミー。うちに来るなんて……一体どうしたの？」

「お爺じいちゃんが、今日のお礼にこれを持っていけって」

　スレミーは腕に抱かかえた二本の麦酒ビールの瓶びんを見せて言った。

「お邪魔していいかしら？」

　小首を傾げて可愛らしく言われ、ルシータは再度驚いた。

　悪霊の家と罵られるルシータの家に、入りたいと言うのか？　今まで散さん々ざん避さけてきたのに、怖くなくなったのだろうか？　それともこれは何かの冗談？　ルシータはあまりに驚いて声も出ず、黙って入り口を開けた。

　スレミーはしなやかな動きで、本当に台所に入ってきた。食卓に座っているシンヒルドのすぐそばに立つと、同性であるルシータが見ても、思わず見み蕩とれてしまうような輝く笑みを浮かべた。

「こんばんは。シンヒルド様。今日は村を助けて下さってありがとうございました。これ、私のお爺ちゃんから──村長から、お礼にって言こと付づかってきたんです」

「別に俺は村を助けたつもりはない。ただの成りゆきだ」

「でも、私たちは本当に助かったんです。──ねえルシータ、コップはどこ？」

「あ、はい！」

　呆然と戸口に突っ立っていたルシータは、スレミーに言われて、慌ててお客用のコップを持ってきた。スレミーは、しなやかな手つきでそれに麦酒をなみなみと注つぎ、シンヒルドに差し出す。椅子を引き寄せてきてシンヒルドの隣に座ると、また可愛らしく小首を傾かたむけて聞いた。

「ねぇシンヒルド様、記憶喪失で見つかったってお爺ちゃんに聞いたんですけど、一体何があったんですか？」

「さあな。何があったかは俺にも分からん。気がついたら記憶もなく、この家のベッドに寝ていた。それだけだ」

「大変な目に遭われたんですね。残念ですわ。私、もっと色々あなたのことを知りたいと思って来ましたのに」

「名前は多分シンヒルドで、それ以外は一いつ切さい不明だ」

　シンヒルドの答えは淡たん々たんとしている。スレミーはめげずに、気を引くように華やかな笑みを浮かべた。悪戯いたずらっぽく瞳を輝かせて誘惑するような声で言った。

「──あら、でも私、少なくとももう少しはあなたのことを知っていますわ」

　その言葉に、初めてシンヒルドは興味を示した。顔をスレミーの方に向けた。

「俺の何を知っているんだ？」

「あなたは男性で、輝く銀髪に、見たこともないくらい素敵なお方だってこと。──ねえシンヒルド様、恋人や奥様はいらっしゃるの？」

　スレミーは答えを待たず、シンヒルドの左手を取り上げた。指を絡からめるようにしながら自分のそばに引き寄せると、そこに指輪がないのを確認する。上うわ目め遣づかいに睫まつげだけををすっと上げて、シンヒルドに微笑みかけた。

「とりあえず、奥様はいらっしゃらないみたいだわ。嬉しい」

　頰を染めた満開の笑顔を見た瞬間、ルシータはいきなり胸を刺されたような衝撃に陥おちいった。

　ドキドキドキ、と信じられない速さで胸が打ち始めている。なんだろう、この気持ちは。

　今、スレミーのほころんだ春の花のような笑顔を見たら……。どうしてこんなに動揺するんだろう。まるで、スレミーに恋でもしてしまったみたいだ。そんなはずないのに。

　けれど、あの笑顔を正面から向けられたら、きっと誰でも恋に落ちてしまうと思う。……たとえ、シンヒルドでも──。

　けれどシンヒルドは、その手をあっさりと解ほどくと、何事もなかったような平静な顔で酒を一口飲んだ。

「そういう質問には気軽に答えるな、と今ルシータに教えたところだ。俺が手本を見せんわけにはいかん。──ルシータ。いつまでも立っていないで、お前も座れ」

「え、ええ」

　そこでルシータは人形のようにギクシャクとしながら椅子に座った。

　なんだろう、この二人の雰ふん囲い気きは。すぐ近くにいるのに、会話に入れない。かといって興味がないわけでもなく、二人から──その間に漂ただよう不思議な気配から、一瞬たりとも眼が離せない。

　──胸が痛い……。どうしてか、分からないけど。とても、苦しい。

　スレミーが、今度はシンヒルドの腕に手をかけて言った。

「ねえシンヒルド様、いつまでこの村にいらっしゃるんですか？　今日のお礼もありますし、是非うちにいらして下さいな！　今、お母さんが美お味いしい夕食を準備しているんです。それに、お客様用の柔らかいベッドも！　私と一緒にいらして！　ね、いいでしょ？」

　スレミーが、シンヒルドの腕を優しく引っ張る。

「こんな狭せま苦くるしい──あら失礼。小汚い──じゃなくって、質しつ素そな家より、ずっと快適に暮らせますわ。私、一生懸命お世話しますから」

　ニコニコと花のような笑顔で、スレミーはシンヒルドを見上げる。

　ルシータは、胸がズキリとするような衝撃と共に悟さとった。スレミーは、シンヒルドを連れに来たのだ。彼がタラント銀貨を持っているから。村の恩人だから。悪霊娘の家から村長の家へ、村の客人としてもてなすために──。

　シンヒルドは行ってしまう？　この家からいなくなる？　──だって、村長の家なら、美味しい料理もある。ふわふわのベッドもある。賑にぎやかな家族もいる。穢けがらわしくて夜中に吼ほえる悪霊はいない。魔女もいない。そっちの方が、誰だっていいに決まってる。

　シンヒルドが、出て行く──……。

　胸のズキズキが収まらない。ルシータは、ぎゅっと膝の上で両手を握り締めた。

「──ルシータ」

　シンヒルドに呼ばれ、驚いてルシータは顔を上げた。その青い瞳がまっすぐ自分を見ていることに気づくと、胸がドキリとした。きっと彼は次にこう言うのだ。「村長の家に行ってくる。今まで世話になったな」とか。そうして二人で腕を組んで、この家を出て行くのだ──。

「な、に？」

　ルシータはかすれた声で答えた。

「今お前の姿を見ていて気づいたんだが、お前は髪を一つに束たばねた方が愛らしく見えると思う。ちょっとやってみせろ」

「──は？」

　ルシータは耳を疑った。今……そんな話をしていただろうか？

「いいからやれ」

　意味の分からない命令にルシータは戸と惑まどう。会話を中断されたスレミーが、悪霊を顔に貼りつけたような険けん悪あくな顔でルシータを睨みつけている。シンヒルドにはあんなにニコニコしていたのに、どうしてルシータにはこんな悪霊顔をするのだろう。ルシータは来客二人から睨まれ、自分の家なのに、声を出して嫌だと言う勇気がなかったので、シンヒルドの言うとおりに両手で髪を後ろに束ねてみた。

「こう？」

「──きゃあああーっ！」

　突然スレミーが悲鳴を上げた。両手で口を覆い、卒倒せんばかりに目を剝むいた。面白そうにシンヒルドが声を上げて笑った。
















「ああ、それでいい。やっぱり俺の見立てどおりだ。そのままこっちに来い。この娘にも麦酒を注いでやれ」

「いやあああ、来ないでええぇ！　お、お母さん……たすけて！」

　絞め殺される鳥のようなかすれた悲鳴を上げると、スレミーは即座に席を立った。椅子を蹴け倒たおさんばかりの勢いで家から駆け出ていく。ルシータはあっけにとられてその姿を見送った。

「な、なんなの……？」

　突然悲鳴を上げて駆け出していくなんて。ルシータはさっぱりわけが分からないのに、シンヒルドはくっくっと喉のどを揺らしてとても面白そうに笑っている。

「どうしてスレミーは逃げていったの？　どうしてあなたは笑ってるの？」

　ルシータがキッとして聞くと、シンヒルドはまだ満足げに笑いながら、ルシータの右肩のあたりを見つめてさらりと言った。

「お前の首の後ろに獰どう猛もうな顔の悪霊がへばりついているから、あの娘は驚いて逃げていったんだ。──きっと、昨晩、沼の近くで拾ってきたんだな。もっと早く気づけばよかった。それが分かっていたら、あの下げ衆すな役人も、恐れてお前に触れようなどという愚かなことは思わなかっただろうに」

　シンヒルドの発言に、ルシータも目を丸くした。次いで、自分の肩を振り返り、そこに黒い塊がひっそり隠れ住んでいるのを見つけると、スレミーと同じく悲鳴を上げた。

「いやああ、取ってええぇぇ！」
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「お願いだから、一生のお願いだからこの悪霊を取って……！」

　ルシータは、首の後ろにいるという悪霊についてシンヒルドに何度も頼んだ。けれどシンヒルドは面白そうにけらけら笑うばかりで、頑として捕まえようとはしなかった。最初のうちは、「もう籠が一杯だから無理だ」とか「嚙みつきそうな顔をしていて怖い」とかまだしもまともなことを言っていたが、そのうちに本性を出して、「それはお前の守護悪霊だ。つけておけばどんな男も寄ってこない最高のお守りだから、肌身離さずつけておけ」ととんでもないことを言った。ルシータは必死に抗議した。

「でも怖いのよ！　夜眠れないのよ！」

「怖い？　世界で最も有名な悪霊飼いのお前がか？　ルシータといえば、泣く子も黙る悪霊使いの女王、三さん国ごく一いちの大魔女の名だぞ。そのお前が恐れることは何もない。お前には足に傷があるのに、その悪霊は身体に憑とり付つこうとしていない。──多分、そいつは単にお前の髪と背中の間の暗がりが気に入っただけだろう。あるいは、悪霊飼いの放はなつ暗黒の波長が気に入ったのかもしれん。しばらくそこで飼ってやれ。もう少し太ってちょうどいい大きさになったら、捕まえて売りとばせばいいだけだ。そうだろう？」

　もう少し太ったら売ればいい──。その言葉に、単純ながらルシータはあっさり魅惑されてしまった。そう、売ってしまえばいいのだ。そう思ったら、途端に首の後ろにいるのが恐ろしい悪霊ではなく、可愛いペットのように思えてきた。

「そうね、お金になるのなら、それもいいわね……」

　そんなに大きくない悪霊のようだし、怖くなったら、お祈りを唱えるか歌をうたえばいい。そうしたらきっと消えてしまうだろう。放し飼いの悪霊だからといって、毛嫌いする必要はどこにもない……かもしれない。

「わかったわ、飼ってあげる。今日からこの子はあたしが飼っている十三匹目の悪霊よ。──髪飾りレザツトと名付けましょう。籠なしで悪霊を飼えるようになるなんて、あたしもなかなかのものだわ」

　ルシータは胸を張って言った。午後からずっと不機嫌だったシンヒルドも、すっかり機嫌を直して笑って言った。

「そうだな。お前は、才能溢れる悪霊飼いの女親方だ。──俺も、いっこうに思い出せない過去の記憶などとはもう縁えんを切って、お前に弟で子し入りし、ここで新しい人生を歩み始めた方がいいのかもしれん」

　シンヒルドが言った言葉は半分冗談のように聞こえたけれど、残りの半分は冗談ではないように聞こえた。

　このまま、ずっとここで一緒に暮らしたいと言っているように思えた。

　ルシータはドキリとして、その少し笑っている青い瞳を見つめる。

　シンヒルドがずっといるのは、……嫌じゃない。

　この家からいなくなってしまうかも、と思った時の方が、ずっと嫌な気分だった。

　最初は、大事な矢を折ろうとしたり変な言いがかりをつけたりして困ったけれど、シンヒルドは悪霊を捕とるのも手伝ってくれた。蛇の毒霊からも助けてくれた。徴税官からも。……考えてみれば、何度もルシータを助けてくれた。

　──ねえシンヒルド様、恋人や奥様はいらっしゃるの？

　唐突に、スレミーの声が脳のう裏りに蘇よみがえった。

　……そうだ。そういう人が、シンヒルドにはいたかもしれない。待っている家族や、彼の不在に泣き暮らしている……恋人が。そんな大切な人のことさえすっかり忘れてしまっているから、シンヒルドは、ずっとここで暮らそうか、なんて思ってしまったのだ。

　──本気にしちゃ駄目だ。きっと記憶は、いつか戻る。そうして、本当の家族のところへ帰っていくのだから。

　そう思った時、ふっとルシータは思い出した。

「そうだわシンヒルド。ハミースさんがね、あなたの記憶を取り戻す助けになるかもって薬を作ってくれたの。効くかどうか分からないけど、持って来るから飲んでみて」

　ハミースの名を聞くと、途端にシンヒルドは嫌そうな顔をした。

「あのヤブ医者の作ったニセ薬か？　……毒じゃないだろうな？」

「失礼なこと言わないでよ。ハミースさんは、免状こそ持ってないけれど、誰にでも優しくて親身になってくれる、とってもいい人なのよ。毒なんか入れるわけないでしょ。薬をちゃんと飲まないと、悪霊飼いに弟子入りさせてあげないわよ！」

　冗じよう談だん交まじりに言って、ルシータは薬を取って来ると、水と一緒にシンヒルドに渡した。

　シンヒルドはまるで小粒の悪霊でも捕まえたかのように、嫌そうな顔で赤い薬を見た。

「……本当に飲むのか？　これはあのヤブ医者の陰いん謀ぼうで、薬を飲んだが最後、逆にお前のことをすっかり忘れてしまったらどうする？　あるいは、俺の気が狂ってしまったら？」

「ハミースさんがそんな変な薬作るわけないでしょ。ほら、早く飲むの」

　ルシータがせかす。しぶしぶ、シンヒルドは赤茶色の薬を口の中に放り込む。途端に顔をしかめて唸った。

「うっ……不ま味ずい……！」

　薬が効いてくるように少しの時間を置いて、ルシータは聞いた。

「──どんな感じ？」

「……頭が朦もう朧ろうとする……」

　ぼんやり呟き、シンヒルドは片手で目元と額ひたいを覆った。しばらくすると、何かよく分からないことを呟き始めた。

「旗……が。風に翻ひるがえって──重い。あれ、は……見た目以上の重労働なんだ……。子供の頃、俺は二度落馬した……。もうこんな仕事は嫌だと言ったのに──兄が。悪あつ鬼きのように意地の悪い長ちよう兄けいが、俺を強制労働に駆り立てて──名門なのを誇りに思えと。……なんの名門だ？　あの旗は、一体どこの──」

　ぶつぶつ呟いていたシンヒルドが、ハッと両目を開いた。星のように青い双そう眸ぼうで、家の天てん井じようを凝ぎよう視しした。

「──シン……ヒルドの、旗……」

「シンヒルドの旗？　それは何？」

　ルシータが聞いたけれど、シンヒルドは答えなかった。少し顔色が悪いように思えた。シンヒルドは自分の剣を見ると、鞘さや走ばしりの音を立てて刀とう身しんを引き抜いた。

「気高きシンヒルド、至上なる……お方より、二つの星を、頂いただきし者──」

　その声の後半は、震えているようにも聞こえた。シンヒルドは固く奥歯を嚙かみ締め、石になったように動かなくなった。

「ねえシンヒルド？　何か大事なことを思い出したの？」

　ルシータが期待に満ちて聞く。ゆっくりと、シンヒルドはルシータの方を振り見た。そして、小さく首を横に振った。

「──いや、今一つ、抽象的すぎて、分からなかった。……それよりルシータ、俺が倒れていたという場所はどこだ？」

　シンヒルドが聞くので、ルシータは彼を家のそばの枯れたトマト畑に案内した。

「ここよ。あたしの部屋のすぐ裏の、トマト畑。必死に茎くき一本握り締めながら倒れていたわ」

「お前の部屋の、すぐそばか──」

　言うなり、シンヒルドはまた黙り込んだ。しばらく大地を眺めていたかと思うと、今度は夕暮れの近づいてくる空を見上げて、固まった。

　ルシータは、できるだけシンヒルドの回想の邪魔をしないようにしながら、小声で聞いた。

「ねぇ、今度こそ何か思い出しそう？」

　シンヒルドは、ふっとそこにいるのを思い出したかのようにルシータを見下ろし、顔をじっと見つめ、言った。

「──いいや、何も」

　顔を見られるのを避さけるようにルシータから視線をそらし、記憶喪失の青年は、もう一度言った。

「俺は何も、思い出さなかった」




　その晩、シンヒルドは葬儀の夜のように黙り込んで、一度も笑おうとしなかった。










[image: ]
















「ルシータちゃん、おはよう！」

　家の裏手で、薬草をより分けていたルシータは、突然後ろから明るい声をかけられ、後ろを振り返った。そこには、笑顔で荷に馬うまを引くハミースがいた。

「まあハミースさん！　おはよう。……どうしたの、それ？」

　ルシータは、荷馬に載った小麦の袋や、ハミースが腕一杯に抱かかえた玉ねぎやニンジンのたくさんの食料品を見て目を丸くした。昼間っから、一体何事だろう？

「昨日はありがとう。シンヒルドの銀貨のおかげで、村人みんなが助かったんだよ！　だから、ささやかだけど皆から持ち寄ったお礼なんだ。是ぜ非ひ、受け取って」

「まぁ……！」

　悪霊飼いとして、ずっと白い目で見られてきたルシータの家に、村中から差し入れをもらえる日が来るなんて！　想像もしなかったことに、ルシータは感激で言葉も出なかった。荷馬一杯に載せられた野菜や小麦の袋に、ちょっと涙ぐみそうになった。

「直接この家に来るのはまだ怖いみたいでさ、みんなして朝から僕の家に持って来たんだよ。遠まわしだけど、みんな君とシンヒルドに感謝してるんだ」

「ありがとう……。あたしなんか何もしてないけど、気持ちはすごく嬉しいわ！」

「ルシータちゃんだって頑張ったよ。つきっきりでシンヒルドの看病をした。その親切心のおかげで彼は『こいつらの窮きゆう状じようを放っておけない！』って気持ちになって銀貨を出してくれたんだろうしさ。──じゃあ中に運ぶから、扉を開けてくれる？」

　ハミースが、家の中に抱えて来た食料品を運ぶ。細く見える身体で馬から小麦袋を下ろして、台所の隅に積んでくれる。

「とっても嬉しいわ。これでシンヒルドにもまともな小麦パンを作ってあげられる！」

　ルシータが嬉しそうに言うと、ハミースはちょっと顔をしかめた。

「そうだね。──でも、いい話は、ここまでなんだ。実はもう一つ、ルシータちゃんに知らせがあって……」

　ハミースの言葉の歯切れは悪い。何か、言いづらい知らせなのだろうか？

「何かあったの？」

「うん……。今朝、うちに来てくれた村人の噂で聞いたばっかりなんだけど──、とうとう決まったらしいんだ。カファルの──出張」

「え」

　あまりの衝撃に、ルシータは時が止まったような気がした。兄の出張が、確定した……。

「王都バビロンへ、三年くらい行くことになったって」

　バビロン──そんな遠くへ!?　しかも三年も!?

「この話を僕にしてくれたラルダージさんは、『これはすごいことだ、村の自慢だぞー』って興奮した顔で言ってた。親方見習いの期間のうち三年もを、王様のいる都みやこで大きな仕事に携たずさわれるんだから、ものすごいことだって。確かに、バビロンといえば、国内だけじゃなくて外国からも大勢の商人や学生が集まる知識の都──」

　その後もハミースは村人からの噂話を喋しやべっていたようだけれど、もうルシータの耳には入ってこなかった。

　バビロンなんて、旅をするだけで、徒歩なら数カ月もかかると聞く。そんな世界の果てみたいなところにカファルが……三年も。半年や一年どころじゃない。三年──。その間、冬も春も秋も、ルシータは毎日毎日一人で……作ったパンを食べてくれる人もなく、孤独に過ごさなくてはならない。

　うそだ。そんなの信じたくない。

　いやだ──……！

「信じない。あたしそんなの、信じないわ」

　ルシータは強引にハミースの言葉を遮さえぎって呟いた。ハミースは驚いた顔で、俯うつむいたままのルシータの顔を覗のぞき込んだ。

「ルシータちゃん？　大丈夫？」

　心配そうな声が聞こえるが、ルシータは必死に首を横に振った。

「誰が信じるもんですか！」

　大きな声で叫ぶと、ルシータは家の中に駆け込んで、遠出の準備をし始めた。帰りに日が暮れた時のためのランプと魔ま除よけの香炉エスフアンド。軽食のパン。シンヒルドが目覚めた時のために、食事も準備して。

　家の扉を開けながら、ルシータはもう一度祈るような声で呟いた。

「直接カファル兄様から聞くまでは、あたしそんなの信じないんだから……！」
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　ガフルールの町の西地区にある、ダルシェ親方の工房。

　ルシータがそっと中を覗き込むと、袖そでを肩まで捲まくり上げ、額に汗をたらして仲間たちと大きな石を削けずっていた兄は、突然やって来た妹に驚いて声を上げた。白い髭ひげが顎あごを覆っているがまだまだ矍かく鑠しやくとしたダルシェ親方に断ことわりを入れると、仕事を抜け出して店の外にやって来た。

「ルシータ！　急に来るなんて、一体どうしたんだ？」

「兄様……！」

　石の粉にまみれて、薄汚れたシャツの兄に抱きつく。子供のように引っついて離れない妹を見て、カファルは事情を察したようだった。カファルは、ぽんとルシータの頭に手を置いた。

「もしかして、あの話……聞いたのか」

　その声が少し、緊張してこわばっている。

「うん。……村の人の噂うわさで。──兄様、そんなの噓よね？」

　一いち縷るの期待を込めて、カファルの顔を見上げる。兄の琥こ珀はく色の瞳に、苦しげな色が走った。

「……いいや。本当だ。バビロンへ、三年間修業に行くことになった」

　断言するカファルの言葉を聞いた瞬間、ルシータの目の前が真っ暗になる気がした。

　──兄は本当に、王都なんて世界の果てへ行ってしまう──！

「ごめんな、ルシータ。オレもお前と離れるのは寂しいよ。でも大事な仕事だからさ──」

　完全に行くことを決めてしまっているカファルの言葉を聞いて、突然、ルシータはカッとした。獰どう猛もうな獣けもののように、孤こ独どくが牙きばを剝いた。

「いや、行かないで！　バビロンなんて遠いところ！　兄様がいなくなったらあたし、独ひとりぼっちになっちゃうわ……！」

　夢中で埃ほこりまみれの兄の体にしがみついて叫ぶ。こんな我わが儘ままを言って、兄の仕事の邪魔をしに来たはずじゃないのに。一度滑り出した言葉は、もう奔ほん流りゆうのようになって止まらなかった。

「どうして行っちゃうの？　行かないで。ずっと町にいて……！　週に一度でいいの。毎日なんて贅ぜい沢たく言わない。……みんな、村の人も、町の人も、家族がいる。友達もいるわ。あたしには、兄様しかいない。兄様とハミースさんしか。前の冬にお祖母様も亡くなってしまって、独ひとりで……次の冬も、その次の冬も過ごすの？　そんなの嫌ぁ！　どうしても行くなら、兄様、あたしも連れてって！　バビロンまで。お願い……っ！」

　仕事に行く兄に、弟ならともかく妹のルシータなんか連れて行けないことは分かっている。足手纏まといだ。できるわけないって分かっていたけど、我儘を言わずにいられなかった。兄にしがみついて泣いた。泣き喚わめいたら兄がとても困るってことも、分かっていたけれど。

「ルシータ──」

「お仕事なら、他にもあるわ……！　どうしても石いし工くで働かなくっても！　兄様ならなんだってできるわ！　だから──っ！」

　石工なんて辞やめて、ダルシェ親方には一人で王都に行ってもらって。さもないと、ダルシェ親方を恨うらんでしまいそうだ。兄を奪った人物として。身勝手な願いで泣く妹を、カファルは怒ることはなかった。苦しげな声が、頭上から聞こえてきた。

「ルシータ。──オレさ、ちょうど十歳からダルシェ親方のとこへ弟子入りしてるだろ。〝親方〟って、なんで親方って言うか知ってるか？　本当に、親の代わりだからなんだよ」

「親の、代わり……？」

　しゃくり上げながらルシータは繰り返した。

「ああ。もうずいぶん前になるんだけどさ、うちの親父が借金だらけになって……レニ通りにあった家族の家を売うっ払ぱらったすぐ後。オレのところにも借金取りが来たんだよ。オレも十四だったし、そろそろ働けると思ったんだろうな。修業期間の長いギルドの徒と弟ていなんぞ辞めさせて、もっと日ひ銭ぜにになる仕事をさせようと思ったみたいなんだ。その時、親方は俺を連れて行こうとした借金取りをブン殴って、『カファルはギルゼムの息子じゃねぇ、俺の息子だ！』って言って、オレを守ってくれたんだ。……一度門を叩いて弟で子し入りしたからには、親方は実の親同様に弟子の面倒を見る。弟子は、親方を本当の親と思ってついていく。これがギルドの掟おきてだ。だから、オレは、ダルシェ親方を裏切れねえんだよ。掟を破れば、もうどこのギルドでも働けなくなっちまうし、──それだけじゃねえ。オレ自身も、親方の恩を裏切りたくねえんだ」

　ルシータは、こんなに真剣な顔で語る兄を、これまで一度も見たことがなかった。

「ごめんなルシータ。お前には本当に悪いと思ってる。お前はオレのたった一人の家族だし、独りにしちまうなんて、ほんとにひどい兄貴だと思う。でも、親方はオレのもう一人の親父だからさ、その信頼は絶対に裏切れねえんだ。──こればっかりは、オレも男として曲げられねえ。許してくれ、ルシータ」

　カファルが謝るのを聞き、ルシータは自分の我儘さにまた泣きそうになった。でも、今度こそは泣いちゃ駄目だと自分に言い聞かせた。そんなことをしたら、ルシータだって最低の妹だ。兄を困らせてばかりの。ルシータは涙をぬぐって言った。

「──ごめ……なさい、兄様。あたしこそ……兄様の、そういう気持ち……何も知らなくって、勝手なことばっかり……。そう、よね。兄様は、あたしだけの兄様じゃなくて──」

　そこで声が詰まった。また泣きそうになったので、カファルから顔を背そむけた。

　兄は、もう一人の父であるダルシェ親方やここで働く仲間たちのカファルでもある。彼を必要としている人や絆きずなが、たくさんある。

　それは多分、泣いて悲しむべきことではなくて、胸を張って喜ぶべきことだ。

　立派な兄を必要としている大きな仕事があり、支え合える仲間がいることは。

「兄様、……頑張って。怪我とかしないようにして、体に気をつけてね。時々は、手紙を書いてね。あたし……村で待ってるから。兄様からの手紙、楽しみに……待ってるから」

　大丈夫だというように、ルシータは一生懸命笑って兄を見上げた。

　カファルは無理して兄離れしようとしている妹に悲しそうな顔をしたけれど、大きな腕でできる限り優しく、温かく抱き締めた。

「もちろんだ。毎月手紙を書くよ。──明後日あさつてになったらオレも家に帰るから、その時もっと色々話してやる。お兄ちゃんが最上部を作る、噓みたいにでっかいバベルの塔のこととか、親方から聞いた都の変な風習のこととか。楽しい話を一杯してやるから、もう泣くんじゃないぞ！」

　カファルが元気づけるようにルシータの肩を叩く。ルシータの顔を覗き込む兄の目が、まだ少し心配そうなことに気づいて、ルシータは大きく笑って頷いた。

「うん。とっても楽しみにしてるわ」







「母様……」

　母が眠る白い石せき碑ひの前でルシータは呟いた。カファルと別れた後、ルシータが訪れたのは町の墓地だった。──町を見下ろせるような、少し小高い丘の上にある。

　──地上で精一杯生きた人間の魂は、天高くに上って風になるという。死者たちの魂たましいが少しでも天へ近づけるよう、墓地は少し高いところに作られるのが常だった。

　辺りには、乾燥に強い太陽の色の花をつけた雑草が斜面を覆うように咲いていた。

「もう六年経つものね……」

　母が亡くなってそんなに時間が経ったことに驚きつつ、ルシータは墓石の前に膝ひざをつき、両手を組み合わせた。母の墓地は、少し寂さびしい。隣に家族が誰もいないからだ。村で死んだ悪霊飼いの父は、ちゃんとした墓地に埋まい葬そうを許されず、ルシータの家の庭の片隅に眠っている。祖母もその隣だ。親戚はこの町にはいなかったから、母はこの広い墓地に一人きりだった。

「母様、寂しい？」

　当たり前だけれど、ぽつんと立つ石碑から答えは返ってこない。

　吹き抜けていく優しい風だけが、母親と同じ色のルシータの髪を揺らしていく。

　子供の頃、とても仲の良かったルシータの父母だったけれど、──父の罰ばち当あたりな仕事のせいで、今は遠く離れて別の墓地で眠っている。

　ルシータの母は、小さな酒場の、無名の歌姫だった。そこで父と出会って、たくさんの求婚者の中から、一番素敵だった父と結婚したという。

　今となっては信じられない話だが、その頃の父は、町でも将来有望な若手建築家と言われていたそうだ。母が肺の病気で死んでからは、酒びたりの人格破は綻たん者になってしまったけれど。

　十歳までの父と母は、ルシータにとって自慢の両親だった。

　父と母が自慢だったから──。その子供たちは両親のようになりたいと憧あこがれ、息子のカファルは石工の親方に弟子入りし、建物を造る仕事に就ついた。娘のルシータは、「大きくなったら、あたしも母様みたいな歌姫になる！」と瞳を輝かせて言っていた。毎夜母と一緒に歌っていた。

　数年経って兄の夢は叶おうとしているけれど、妹の小さな夢は、母の突然の死と共に一緒に墓地に埋まって、なくなってしまった。

　気がつけば、父の仕事と借金を継ついで、悪霊飼いになっていた──……。

「あたし、……本当にできるかしら？」

　兄もいなくなった家で、一人で悪霊飼いなんて本当にやっていけるだろうか？

　今までは、週末という楽しみがあった。けれど、待っても待っても誰も帰ってこない家で、好きな歌もうたえずに、毎日借金を返すためだけに悪霊に愚ぐ痴ちを聞かせながら、魔女と嫌われて生きていく──それになんの意味があるのだろう。

　唐突に、「俺も悪霊飼いの女親方に弟子入りして、ここでずっと暮らそうか」と言った青年の声が、耳に蘇よみがえった。

　冗談だって分かってるけれど、心が少し和やわらいだ。ルシータは見えない母に向かって、小さく微笑ほほえんだ。

「──母様。今ね、悪霊飼いに弟子入りしようかなんて冗談でも言う変な人が、うちにいるのよ。シンヒルドっていって、特異体質で悪霊が素す手ででつかめるの。──いつまでいてくれるかは分からないけれど、今すぐあたし一人になるわけじゃないわ。村にはハミースさんもいるし、これから新しい出会いだってあるかも。暗い顔してちゃ駄目よね」

　ルシータが泣いたり寂しがったり暗い顔をしていたら、みんな心配する。……自分の大事な人たちに心苦しい思いをさせたくないなら、ルシータは笑っているべきだ。

　まだ本当には一人になっていないのだから。
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　月光と星だけが照らす田舎いなかの街道を、ルシータは急ぎ足で歩く。

　手に提さげた真しん鍮ちゆうの香炉エスフアンドからは、本来なら邪霊を祓はらうヘンルーダの香りが漂ただよっているはずだが、今はなんの煙も上がっていない。──中に悪霊を呼ぶ〝死者のイラクサ〟を詰めたまま持ってきてしまったからだ。慌てていたせいで、うっかり確認するのを怠おこたってしまった。悪霊狩りに行った後、詰めなおすのを忘れていたのだ。

　おかげで、なんの魔ま除よけもなしに夜の街道を歩くことになってしまった。

「シンヒルド、もう起きてるわよね。びっくりしてるかしら……」

　もっと早く帰れると思って、書き置きも残さずに出てきてしまった。テーブルの上に、パンと、かぼちゃのスープ、チーズやお酒もいろいろ置いてきたから、夕食には困っていないはずだけれど。

　不意に、街道の両脇に広がる茂みから、ガサリと不気味な音がした。妙に生々しい生き物の気配がした。

「ギュウゥゥ」

　地の底から響くような暗い声がした。ハッと息を飲んで見上げると、小屋一つもあるような巨大な悪霊が、なんとも寂しげな目をしてルシータを見つめていた。

「きゃあっ！」

　ルシータは悲鳴を上げて後ずさった。

「ギッギュウウ？」

　悪霊が、寂しそうな暗い目をしながらルシータに近づいてくる。悪霊の、真っ黒くて悲しげな目と目が合った瞬間、──寂シイ。と悪霊の思いが胸に流れ込んでくる気がした。

　──一人ハ嫌ダ。一緒ニ、生キヨウ。なんとも哀かなしげな目をして、悪霊が近づいてくる。逃げなきゃ、とルシータは思ったけれど、金かな縛しばりに遭ったように体が動かなかった。

　──一人デ生キルノハ、寂シイ。

　悪霊の心から伝わる暗い思いが、まるで呪いのようにルシータの体を呪じゆ縛ばくしていたからだ。

　一人は寂しい……。ルシータの心の奥底の寂しさが、勝手に悪霊の寂しさと手を繫つないで仲良くしようとしている。悪霊なんかに憑とり付つかれたって寂しさは埋まらないのに、心を絡からめとられて一歩も動けない。

「ギュギュウゥ……」

　巨大な悪霊がルシータの顔に向かって、手のようなものを差し伸べた。口や鼻から入り込んで、体に侵入しようとした。──こんな大きな悪霊に憑り付かれたら、きっと数十秒で体が腐って死んでしまう。後には、腐乱したルシータの死体だけが残り、魂は悪霊と一つになって、永遠に寂しい寂しいと苦しみながら、さ迷い続けることだろう。

「い、いや……来ないで！」

「グルルルウゥ……！」

　怒ったような低い唸うなり声が、耳元で聞こえた。驚いて横を見れば、顔のすぐ隣に怒った黒い塊かたまりがあった。レザットだ。ルシータの首の後ろに住み着いた、猫くらいの獰どう猛もうな悪霊が、縄なわ張ばり争いをしているのか、さらに大きな悪霊の出現に怒って毛を逆立てている。十三匹目の悪霊は体こそ小さいけれど、その主成分は寂しさではなく憎ぞう悪おや敵意なのだろう、実に攻撃的で頼たのもしい顔つきをしている。もしかして──と、ルシータは一瞬だけ期待した。が、

「キ、キュウ！」

　巨大な悪霊に暗い目で睨まれると、小さいレザットは怯おびえて震え上がった。住み着いたルシータを見捨て、矢のような速さでどこぞへ逃げていってしまった。本当に早かった……。もう尻尾しつぽも見えない。所しよ詮せん、悪霊なんかに期待したルシータが間違っていたのだ。獅し子しと鼠ねずみくらいに大きさが違ったのに、ちっぽけなレザットが命を張って縄張りルシータを守ってくれるはずがない。

「レザット、あたしを見捨てたわね!?」

　けれど、薄情なレザットに対するちょっとした怒りで、ルシータは巨大な悪霊の呪じゆ縛ばくを断ち切った。悪霊に背を向け、一いち目もく散さんに村の方角に向かって駆け出した。そうだ、こういう時にはお祈りを唱えればいいのだと思い出し、必死に神の名を囁ささやく。

「偉大なる月の女神シンよ、どうかあたしをお守り下さい。清らかな月光で、悪霊を追い払って下さい。──あたしの心が悲しみや寂しさに負けないよう、どうかご加か護ごを」

　一心に祈り、心に寂しさを思い浮かべないようにする。が、大きな悪霊はルシータを追いかけてきた。ルシータがまだ寂しがっていることを知っているのだ。

　──いつ、悪霊はまた腕を伸ばしてくるだろう？　背を向けていたら、突然後ろから襲い掛かってきたりするかもしれない……！　息が詰まりそうな恐怖が背筋に走る。ああ、村まで、あとどのくらいある？　

「グギャア、ゲハァ……」

　ぞっとするような暗い声で悪霊が何か話しかけてきた。ルシータは耳から声を遮しや断だんし、がむしゃらに走った。

「──あっ」

　足元も見ないで走っていたルシータは、突き出た石に躓つまずいて転んだ。追いかけてきた悪霊が、ルシータに追いついた。ルシータの恐怖を吸ったのか、悪霊はさらに大きくなって広がり、ルシータにのしかかろうとした。

「いやああっ助けてっ！」

　声を嗄からして叫んだ。その直後、馬が地面を蹴る重い地響きと土煙がルシータを包んだ。

　その間を縫ぬって、光の糸のように銀色の閃せん光こうが斜めに走る。悪霊は大きな悲鳴を上げた。

「ギュギャァッ！」

　飛び込んできた白はく銀ぎんの刃やいばが、ルシータに襲い掛かろうとした悪霊の腕を切り落とした。呆然とするルシータの目の前で長い剣は地面に突き立ち、月光を浴びて冴さえ冴ざえと青白く輝いた。

「──ルシータ。やたらと悪霊と夜よ遊あそびするな」

　ルシータのすぐ後ろから声が聞こえた。知っている、この声は……。勢いよく振り向くと、真っ黒い大きな馬がまず眼に入った。視線を上げると、ぴんと背筋を伸ばし、銀色の髪を月神のように揺らして裸はだか馬うまに乗った青年がいた。

「シン……ヒルド……？」

　この目で見ても信じられずに、その名を呟く。巨大な悪霊を冷たく睨んでいた青い双そう眸ぼうが、ルシータをフッと見た。間違いなく、よく整った顔はシンヒルドだった。

　どこでこんな馬を。どうしてルシータがここにいるって分かった？　いつ起きた？　夕食はどうした？　幾いくつもの疑問が胸の中を交こう錯さくする。どうでもいいような問いかけまで。

　シンヒルドは地面に突き立つ剣を抜くと、怒った口調でルシータに聞いた。

「これはどういうことだ、ルシータ？　大おお怪け我がをして寝込んでいるいたいけな俺を一人置き去りにして、こんな大きな悪霊と夜遊びにふけるとは。これは俺への重大な裏切り行為だ」

「裏切りって、単に家を出ただけで……。っていうか、悪霊がまだこっちを狙ねらってるわ！」

「ギガアァ！」

　大きな悪霊が、邪魔をするシンヒルドに襲い掛かる。シンヒルドが顔を上げてまた視線を向けると、凍りついたように動けなくなってしまった。

「グウッ……ウゥ……」

　毛を逆立てるように黒い霧きりを撒まき散ちらしながら呪縛を解とこうと震えているが、その身体はどんどん縮んでいく。見上げるほど巨大だった悪霊も、今では半分以下に縮んでしまった。

「お前は邪魔だ。俺は今から、この女に説教をせねばならん。消えろ。さもなくば殺す」

　イライラしているらしいシンヒルドが言って視線をはずす。悪霊は、諦あきらめずにルシータを襲おうとした。よほど寂しさの波長がぴったり合ってしまったらしい。シンヒルドは、

「愚かな悪霊め。俺は今、とても怒っている。二度の慈悲はかけてやらん」

　と言うなり悪霊を二つに斬り捨てた。悪霊は寂しげな悲鳴を残して霧む散さんした。

「グギャアア……キュウゥ」

　シンヒルドは剣を収めると、相変わらず怒った顔つきでルシータを睨んだ。

「俺はお前に山ほど言いたいことがある。まずは、あの悪霊だらけの呪われた晩ばん餐さんだ」

「呪われた晩餐……？」

「しらばくれるな。お前の作ったパンとスープその他だ。──夕刻に起きた俺は、お前の留る守すに非常に腹が立った。仕方なく、お前の置き土産のパンをかじった。想像してみろ、孤独にさいなまれた俺が、まずそうなパンを無理矢理食べてなんとか気を紛まぎらわせようとしている不幸な図を。そうしたら、口の中が悪霊だらけになった。またかと思って、かじったパンを見てみたら、俺の目を避さけるように小さな悪霊たちが、ふんわりした生地をかき分けて、ごそごそと奥へ隠れていくのが見えた。これは一体どういうことだ？　お前は俺になんの恨みがあって、悪霊入りのパンばかり食わせる？　お前のおかげでまた、小さい悪霊を二、三匹、飲み込んでしまった。うっかり奥歯にも一匹挟はさまってしまって、さっきからじたばた暴れている。とても気持ちが悪い」

　どうやら、シンヒルドの不機嫌の理由は、奥歯に挟まった悪霊だったようだ。今にも、「口の中に手を突っ込んで、取れ」と言い出しそうな険けん悪あくな表情をしている。

「あの、そういう時はお祈りをするといいんじゃ……」

　あるいは魔除けの鐘を鳴らすとか。ルシータの言葉を、シンヒルドはさっぱり無視した。

「しかも、悪霊だらけだったのは、パンだけではなかった。スープの中にも気持ち良さそうに浮いていたし、チーズの穴の一つ一つにも、小さな悪霊が隠れ住んでいた。──今、俺がこんなに怒っているのも、お前に食わされた邪霊どもが腹の中で、俺を悪へと駆り立てるからだ。お前に散々悪霊を食わされたせいで、俺の性格はだいぶ悪くなった。嫉しつ妬と深ぶかく、怒りっぽくて凶暴な性格に歪ゆがんでしまった。どう責任を取ってくれる」

「それは聞き捨てならないわよ。あなたの性格の悪さは、あなたの元々の性格であって、あたしのせいじゃないわ！」

「いいや、お前のせいだ。お前に出会う前の俺は、高潔にして冷静沈着、誇ほこり高く、誰もが尊そん敬けいする立派な青年だったのに、今では些さ細さいなことで腹を立て、やたらと暴力的になり、挙あげ句くにお前が手の届く範囲にいないとイライラする──もはや狂った暴漢の一歩手前になってしまった。そのうち無関係な通行人にまで手を出してしまうかもしれん。これは悪霊病の初期症状に間違いない。つまり、すべてはお前のせいだ。責任を取って、俺の心が平安に戻るまで優しく看病し、愛情を込めて毎日世話をして、社会復帰させろ」

　ルシータは、ものすごい責せき任にん転てん嫁かに絶句した。元の性格が悪いのに、その性格矯きよう正せいと社会復帰の面倒まで見てられない。どうやったらここまで潔いさぎよく他人のせいにできるのか、その精神構造を疑うほどだ。ルシータが絶句したのを勝手に肯こう定ていと判断し、シンヒルドは腕を伸ばしてルシータの手をつかんだ。

「まず初めに、俺はお前の歌が聞きたい。歌を聞けば、俺の腹の中の悪霊も消えるし、奥歯に挟まった悪霊も消えるはずだ。俺の心は癒いやされ、ひと時の平安が舞い降りるだろう。さあ行くぞ」

　そのまま、強引に馬の背中へと引っ張り上げる。抱き寄せるようにしっかり腕を回されて、そのぬくもりに心臓が縮み上がった。

「ちょっと！　何するの──っ！」

　この距離は近すぎる──まるで、後ろから抱き締められているような。鼓こ動どうまで背中で感じられそうな距離だ。兄以外の男性と、こんなに近づいたことはない。

「暴れると落馬するぞ。大人おとなしくしていろ。──この馬は野生馬だから、人を乗せることに慣れていないんだ」

「どこでそんなの見つけてきたのよっ」

「その辺」

「その辺ってどこーっ!?　非常識にも程ほどがあ──っ！」

　ルシータが喚わめくのを無視して、シンヒルドが馬を蹴けった。黒馬は凜り々りしくいなないて、闇夜を全力で駆け始めた。振り落とされないよう、ルシータは腰に巻きつく腕にしがみついた。

「きゃあっ！　ちょっとシンヒルド、どこに行くの！」

　後ろを見上げると、銀髪が降りかかる真っ青な瞳が、間近で自分を見つめているのと目が合った。ルシータの胸がドキリと鳴った。

「お前が思う存分歌える場所だ。──あの家で歌うと、籠の中の悪霊どもが即死してしまうからな」

　その言葉を聞いた時、ルシータの中に小さな衝撃が走った。

　悪霊を殺さないで、ルシータが歌える場所──？　そんなのあるのだろうか？　

　……よく考えれば、たくさんある。家の中以外なら、どこで歌っても大丈夫だ。

　誰もいない場所で、夜中に一人で歌う気持ちになれなかったから、しなかっただけで。

　でも一人じゃないなら──。暗い夜中に、森の中でもいいから、ルシータの歌を聞きたいと思ってくれる人がそばにいれば。ルシータは歌える。いくらでも。笑顔で歌い続けられる。

　一瞬、ルシータの胸に馬鹿みたいな大きな妄もう想そうが広がった。

　このままこの銀髪の青年と共に駆けていけば、自分の夢もたやすく叶ってしまうような妄想が。
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　馬を下り、灌かん木ぼくの茂みをかき分けると、突然、視界が開けた。

　下した生ばえの草だけが地面のところどころを覆う森の広場と、まるでそこが宮廷の広間であるかのように踊おどる、着飾った美しい人々の群れ。耳に届く、楽がく弦げんの優しい音ね色いろ──まるで、噂にしか聞いたことのない上流階級や貴族のパーティだ。

　鬱うつ蒼そうとした森の奥に、こんなに何もない広い草原があったなんて。ルシータは驚いてまじまじと辺りを見回し、違和感に気づいた。──広場の両脇だけ、やたらと木々が密集して寄せ集められ、窮きゆう屈くつそうにしている。なんというか、まるでダンスのために広間を作ったような空白だ。

「さあ、まずは森の王に挨あい拶さつせねばならん」

　シンヒルドが腕を引いて人ごみを縫ぬっていくのについていったルシータは、そこで踊る人々が少し異様な格好をしていることに気づいた。みな身体に木この葉はや蕾つぼみをくっつけて、柔らかなドレスや衣装を纏まとう姿は、よく見れば月光に半なかば透けている──。

「この人たち幽霊!?」

　ルシータの声が予想以上に大きかったのか、一いつ斉せいに人々が振り返った。月げつ桂けい樹じゆの冠かんむり……と髪が一体化した青年に、髭ひげがトチの木の老紳士。花びらのような襞ひだをしたドレスの淑しゆく女じよ、花の蕾をイヤリングにした長身の少女などが。

「無礼なことを大声で言うな。樹木の精たちだ。昼間は眩まぶしいから、固い幹みきの中で眠りについて一歩も動かないが、夜になるとこうして活発に動きだす。お前たち太陽の時間に生きる民たみと対比して、月の民と呼ぶこともある」

「月の民……？」

「天上に太陽神と月女神がいる。その眷けん属ぞくに、太陽の騎士と月の騎士がいる。下界には、太陽の民と月の民がいる。きわめて明快な理論だ。これが理解できなかったら、俺はお前を馬鹿扱いする」

　シンヒルドは説明するまでもないというように言うと、もう一つ付け加えた。

「森の王の前で無礼な口を聞くなよ。森の王は俺より短気だから、容よう赦しやなく石に変えられるぞ」

「えっ!?　石に変えられるって何！」

「何って、そのままだ。有名な話だろう？　森の王の不ふ興きようを買って石に変えられる愚おろか者の話は。おとぎ話によく出てくる。あれは本当のことだから、一応気をつけろ」

　シンヒルドが、見ろ、と言うように地面に視線を落とす。ルシータがそれを追うと、人ひと形がたともいえるような奇妙な小石が転がっていた。ルシータは目を丸くした。もしかして本当に……誰かが森の王の不興を買って、こんなちっぽけな小石に変えられてしまったのだろうか？

「シンヒルド、離して！　あたし帰る！　そんな変なおとぎ話なんて知らないし！　そんな怖い王様に会いたくないわ！」

「そう心配するな。お前が石になっても、俺がちゃんと拾って家まで持って帰ってやるから」

「持って帰ってもらってもしょうがないわよ！　なんとか元に戻してよっ」

「俺はか弱いただの旅人だから、そんな器用なことはできん」

　手を放そうとじたばた足あ搔がくルシータを、シンヒルドは面白そうに引きずっていく。

「大丈夫だ、お前は太陽の民だから、朝が来て太陽神の支配する時間になれば、元の人間の姿に戻れるはずだ。……ただし、日が沈めばまた元通り小石だが」

「そんな人生嫌ああっ！」

「意外と楽しいかもしれんぞ。──もしこの娘が小石になったら、まずは壁にぶつけて遊ぼう。それから、素す足あしで踏んで、土つち踏ふまずの血けつ行こう促そく進しんに利用しよう。どうも近頃、足が疲れているからな。毎晩使って飽きてきたら、石切りナイフで削って、暇な時に遊ぶチェス駒ごまにしよう。そうしたら、ずっと楽しめる。ああ、穴を開けて、ペンダントのように胸の前に吊るして持ち歩くのもいいな。そうしたらもう誰にも触さわられない。──俺だけの宝物だ」

「楽しいのはあなただけでしょ！　あなたの玩具おもちやになるのは絶対嫌よっ！」

　喚わめいても引っ張っても、シンヒルドはルシータを離さない。とうとう、広場の一番奥、木の枝が複雑に絡み合って玉ぎよく座ざのような椅子を作る場所までやってきてしまった。

　森の王は、白い髭ひげを長く蓄たくわえ、堂々とした体つきの壮年の男だった。くねったブナの木の杖を手にし、頭にはヒイラギの冠をかぶっている。顔立ちは、目も鼻も口も大きいが、なかなかの美男子だと思った。

「──月の民、十五氏族のうちの一たる森のシャファン王よ。今こ宵よいは一段と美しい月夜だな」

　シンヒルドが、両脇に二人の兵士を従えて玉座に座る森の王に話しかけた。兵士たちがどよめき、王も目を見開いた。

「そなたは──っ！」

「俺は通りすがりの旅人だ。そしてこれは、俺の歌姫だ。──家では家族に気き兼がねして存分に歌えないから、この場を借りて歌わせたい。構わないか？」

　相手は王だというのに、シンヒルドの偉そうな口調はいつもどおりだ。

　森の王は、魔力が凝こごったような濃い緑色の目で、ふっとルシータを見つめた。

「──知っておるぞ。この娘。よく、わしの森の隅すみで歌っておる娘じゃろう」

「えっ……ええ、はい。時々……森の中で歌っています」

　森に香辛料やハミースに頼まれた薬草を採とりに行く時、一人は寂しいので、たいていルシータは歌を歌っている。その声が、森の民たちにまで聞こえていたんだろうか？

「わしの森では有名じゃぞ。小こ姓しようやら番ばん兵ぺいやらが、時折、幻まぼろしのように美しい歌声を聞くと言って噂になっておった。わしも一度、直接聞いてみたいと思っておったのじゃ。──許す、存分に歌うが良い」

　森の王の話を聞いていたのか、ルシータの側にぞろぞろと樹木の貴族たちが集まってきた。興味深そうにルシータを見つめている。急にたくさんの注目を浴びて、ルシータは緊張して胸がドキドキし始めた。

　……王様や、貴族の前で歌う？　相手は普通の人間じゃないとしても、なんだかとてもすごいことだ。それに、こんなにたくさんの人に囲まれて歌うのも初めてだ。何を歌えば、みんなに喜んでもらえるだろう？　ルシータが一生懸命考えていると、シンヒルドが満足げに笑って言った。自分の目もく論ろ見みどおり、ルシータの歌が聞けることがとても嬉しそうだ。

「月を讃たたえる歌だ。俺は、月神の歌が聞きたい。──ここにそろうのは月の民なのだから、主君を讃えられて文句を言う者は誰もいまい」

　それ聞いていた森の王も言った。

「ならば、楽士らに前奏を奏かなでるように申しつけよう」
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　ルシータが歌い終え、伴奏をしていた弦楽器の音色が消えると、辺りの空気がしんと静まり返った。とてもいい気分で歌い終わったせいか、辺りの空気まで澄んで感じられる。

「──素晴らしい歌声であった。生きる希望と、喜びに溢あふれた……心震える歌声じゃ。人間の歌姫よ、褒ほう美びにそなたにこれをとらせよう」

　王が合図すると、美しい女性の柳やなぎの木の精が、華やかな緋ひ色いろのドレスを持って現れた。

「いかに日照りが厳しかろうと、歌姫がそのような粗そ末まつな身なりではならぬぞ。歌姫とは、周りに希望を与える者なのじゃから」

「──は、はい」

　ルシータは驚きつつも背筋を伸ばし、うやうやしく贈り物を受け取った。ベルベットのような艶つややかな手触りの、花びらのようにふわりとした美しいドレスだった。森で王様に歌って、褒ほめてもらえただけでも嬉しいのに、ドレスまで頂けるなんて。──これは夢だろうか？

　惚ほうけたように立ち尽くしていると、ドレスを渡してくれた女性が、ルシータの手を引いて人目につかない木こ陰かげへと連れて行こうとした。

「あの……？」

「せっかくの陛へい下かからの贈り物です。すぐにお着替え下さいませ、歌姫様。わたくしがお手伝いいたします。……先ほどの歌声、本当に素晴らしかったですわ」

　柳やなぎのようにしなやかな女性は微笑んで言い、ルシータを大きな木の陰に連れて行く。

　確かに、皆が春に咲き競う花々のように美しい衣を纏っているのに、自分だけ雀すずめのような色あせた地味な格好なのも気が引ける。胸元を華やかなレースが飾るドレスを身につけると、まるで生まれ変わったような嬉しい気分になった。ルシータは、乱れた髪を整えようと髪をかき上げた。

「──きゃっ！」

　突然、ルシータの着替えを手伝ってくれていた女性が悲鳴を上げ、手を引いた。唇を震わせてルシータの顔を……いや、そのそばを見つめている。

「……？」

　なんだろう？　顔に何かついているのか？　と思った時、ハッとした。慌あわてて首の後ろを振り向くと、……案あんの定じよう、彼は、いた。

　ルシータの髪の内側に、猫くらいの悪霊──十三匹目の悪霊レザットがぶら下がっているのを見つけた。小さな手でしっかりルシータの栗色の髪の一房をつかみ、ニタニタ笑っている。

「レザット──さっきはあっさりあたしを見捨てたくせに、また戻ってきたの？」

　グルルッ。悪霊はルシータには分からない言葉で言い、嬉しそうに揺れる髪にぶら下がっている。実際は触れないから、一緒になって揺れているだけだと思うが、とても楽しそうだ。

「変な悪霊ね。──あの、この悪霊はそんなに悪いことはしないので大丈夫です。あ、もう着替えも終わったし、あたし広場に戻ります。手伝ってくれてありがとうございました」

　柳の木の精にお礼を言うと、ルシータは魔女だとか言われる前にそそくさと木陰を離れた。シンヒルドの姿を探すと、銀髪の青年は森の王と何やら歓談していた。

　着替えて戻ってきたルシータを見ると、青い目を丸くして驚いた。

「……見違えたな。美しい」

　その言葉がとても優しいものに聞こえて、ルシータはドキリとした。

「もう一曲歌わせようと思っていたのに──気が変わった」

　まるで眼が釘づけになって離せないというように熱心にルシータを見つめると、手を取って王のそばを離れた。

「シンヒルド、どこへ行くの？」

「しばらく、森の歌姫を独占したくなった」

　と言うと、優雅に踊っている男女の輪の間にすっと溶け込んだ。いきなりダンスの輪に連れてこられ、ルシータは焦あせった。

「あの、あたし、ダンスなんてできないんだけど……！」

「適当でいい。俺はお前を独ひとり占じめしたいだけだからな。──歌姫は独占できないが、ダンスのパートナーなら独占できる。お前の声も、微笑みも、視線も」

　ルシータの肩に手を当て、全くどうしていいか分からないルシータをエスコートする。

「グルルル……！」

　ルシータの肩に住み着く悪霊が、シンヒルドの手に「縄張りを侵おかすな」と怒って顔を出した。

「ああそういえば、こんな生き物もいたな。──おいレザット、ちょっとよそへ行っていろ。俺はしばらくこの娘と二人だけで過ごしたい」

　と言うなり、悪霊の襟首らしきところをつまみ上げて、どこぞへ放り投げてしまった。

「キュウウウゥゥゥ！」

　悪霊は目を回して、遠くの木立へ飛んで行った。

「あ、あたしのレザット──！」
















「悪霊ごときを気にかけるな。昨夜は、さんざん取ってくれと俺に泣きついてきたくせに」

　少し不機嫌な顔でシンヒルドが言う。

「だって、慣れてきたら結構可愛いのよ。ちょっと薄はく情じようだけど。住めば都って言うでしょ。飼えば悪霊だって立派なペットなの！」

　ルシータが抗議すると、シンヒルドはすぐに降伏した。苦笑して言った。

「分かった分かった。今度からはもうちょっと大事にしてやる。だからそう怒るな。──今夜は、俺だけ見ていろ。悪霊よりも特別な存在になりたい……」

　耳元で囁ささやくような声が聞こえた。またルシータの心臓が跳ねた。いつも傲ごう慢まんなのに、懇こん願がんするような切なげな声に聞こえたからだ。肩に添えられた手が、熱い。痺しびれるように胸がドキドキする。触れられたところがこんなに熱いのはどうして？　彼の手が熱いから？　それともルシータの体が熱いから？　

　分からなくなって瞳を上げると、じっと見つめているシンヒルドと目が合った。

「──本当に今夜のお前は花のようだ。抱き締めたくて、腕が疼うずく」

　うっかりそうしてしまうのを恐れるかのように、シンヒルドはルシータを突き放して、くるりと優雅に一回転させた。転びそうになりながら戻ってきたルシータにまた手を差し伸べ、大切な姫君のようにその手を掬すくい上げる。ルシータは、言うことを聞かない自分の心臓に戸惑いつつ、小さな声で呟いた。

「あたし、今夜はおかしいわ。大好きな歌をうたうよりも、あなたとこうしていたいと想うなんて」

　聞こえるか聞こえないかくらいの声だったのに、シンヒルドはちゃんと聞こえたようだ。

　青い瞳を細めて、嬉しそうに笑った。

「俺もだ」
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　ちょうど正しよう午ごに鳴り響いた角つの笛ぶえを聞いて、ルシータは目を覚ました。

　……見慣れない、華やかな緋ひ色いろのドレスを着ている。母の使い古しのドレスにしては、染み一つなくて新品のように上等だ。そしてなぜか、体のあちこちが痛い。筋肉痛のようだ。

「どうして……？」

　昨夜の記憶を探ると、はっとした。昨夜はシンヒルドと、森でずっと踊おどっていた……。

　歌をうたいに行ったはずなのに、気がつくと初めてのダンスに夢中で。少し微笑ほほえむ宝石のような眼まな差ざしに見守られて、背中に羽でも生はえたみたいな気分で、朝まで笑顔を交かわし合った。

「──ッ！」

　思い出すと顔が火ほ照てる。なんだか恥ずかしい。本当に、夢みたいな一夜だった。

　森の王様の前で、伴奏までつけてもらって歌をうたったことも。王様に褒ほめてもらって、この素敵なドレスを頂いたことも。皆に「歌姫様」と呼んでもらったことも。

　まるで夢が叶かなったみたいで、最高に幸せだった。

「借金さえ、全部返し終われば……あたしも、ちゃんとした歌姫になれるかしら？」

　先生を見つけて、訓練を受けて、小さな酒場の歌姫でも構わないから。なんとかして……。

　ルシータは王様にもらった大切なドレスを汚してしまわないよう、着慣れた普段着に着替えた。昨夜一日すっかり放置してしまった悪霊たちの様子を見に行った。昼間なので、できるだけ光を浴びせないように注意して中を覗く。

　どす黒い悪霊たちは、太陽光の匂いを嫌って籠の中で静かに眠りについていた。

「──納期には二、三日早いけれど、もう充分売れる大きさだわ。……マズールさんのところへこれを納めに行って、あたしの借金があといくらあるのか、何年くらいで返せそうなのか聞いてきましょう！　必要なら、飼う数だって増やしてやるわ！」

　ルシータは意い気き揚よう々ようと家を出て、悪霊を納める時にいつも荷馬車を出してもらうハミースの家に向かった。
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「なにぃ？　悪霊を飼うのを辞めたい……だと？」

　顔に恐ろしい刺青いれずみのある借金取りで悪霊の買取人のマズールは、ルシータの言葉を聞くと、大げさに顔を歪ゆがめた。

「あ、あの、辞めたいっていうか──お金を返し終わって、それでもう飼わなくてよくなるのはいつ頃なのかな、って……」

　ルシータの声が尻しりすぼみに消えていく。マズールは怖い。機嫌を損そこねるとすぐに平手が飛んでくる。ルシータを殴なぐっても、ボロ雑ぞう巾きんを踏ふんづけたぐらいにしか思っていない男だから。

「はん。そりゃ三十年先の話だろう。てめえの親父の残した借金は、三タラント五十六ミーナ、四十五シュケルだ。シュケルで言えば、一万四千二百五シュケル」

　ルシータは、卒倒しそうな金額に絶句した。一万シュケル以上も、借金があったのか？

「ええと……あたしの悪霊が、一匹、七～八シュケル。月に十二籠が二回で、二十四匹。一ひと月つきにだいたい百八十シュケル返せるから……」

「いんや、違うな。そっから一月分の利り息そくの百四十二シュケルを引く。で、大体四十シュケル。おめぇが毎月返してる金額は、およそ四十シュケルだ」

「え？　……たったそれだけなの？」

　ルシータが呆然と繰り返す。百八十シュケル稼かせいだつもりでも、利息を払うとたった四十シュケルしか返済できていない……？　マズールの顔が強烈に歪ゆがんだ。

「なんか文句があんのか、あぁん？　元をただせば、てめえの親父が一万シュケルなんて借金こさえたのが悪わりぃんだろうがよ！　親切にカネを貸してやった俺様に因いん縁ねんつける気か？」

　マズールが拳こぶしを固めている。ルシータは、慌ててその太い腕が届かない距離まで逃げた。

「い、いいえ。もちろん、悪いのはうちの父様だわ。そ、そんなにたくさん借金があると思わなかったから──驚いた、だけで……」

　ルシータの目尻に、うっすら涙が浮かぶ。

　一万四千シュケル。想像よりも遙かに大きい借金だ。

　──返済までに、三十年かかる借金……。

　それでも、悪霊飼いというとても実入りのいい仕事だからなんとかなるのであって、普通の仕事では到底返せる金額ではない。歌姫になりたいとか、違う仕事がしたいとか、そんな我儘なことを言っている余裕は、とてもじゃないけれどない。

「もっと早くカネ返したいなら、てめぇが身売りでもするんだな。上う手まく稼げば、七、八年早く終わるかもしれねえぜ！　俺はどっちでも構わねえ、てめえの好きにしな！」

　三十年の借金が、二十三年になる。ルシータは、そのとき三十八歳──母が死んだ年齢と、ほとんど一緒だ。

　ルシータの脳のう裏りに絶望感がよぎった。

　こんなの、無理だ。この借金は、一生がかりの金額──自分は一生、悪霊飼いなのだ……。

「──そらルシータ、持ってけ！　これが新しい籠だ。しっかり悪霊どもを育てるんだぞ！」

　マズールが、ルシータに顎あごで空あき籠の山を示す。ルシータは、消え入りそうな小さな声で「はい、がんばります」と呟いた。真鍮の籠を両手につかみ、外で待っていてくれるハミースの荷馬車へと積み込んだ。







　ガタガタと、荷馬車が揺れながら村への道を進んでいく。

　夕暮れの道は、馬車の影を長く落としている。ルシータは、ずっと黙り込んで俯うつむいていた。

　何か明るい話題を口にしようと思っても、一生悪霊飼いなんだと思うと悲しくて、ハミースの前で泣き出さないよう、唇を嚙み締めているだけで精一杯だった。

「──ルシータちゃん、元気を出して」

　隣に座っているハミースが、俯きっぱなしのルシータに優しい声をかけた。

「暗い顔してて、ごめんなさい……。あたし今日はちょっと、……ごめんなさい」

　どうしても明るい気分にはなれないのだと、言葉少なく示す。せっかく荷馬車を出してくれたハミースに不愉快な思いをさせたくないとは思うけれど、どうしても、笑うことができない。顔を上げて前を見つめることができない。

「──カファルがバビロンへ行ってしまうのが、そんなに寂しい？」

「えっ？」

　ルシータの元気がないのを、ハミースは一人家に残されるからだと思ったようだ。ルシータはようやく顔を上げて、ハミースを見た。ハミースは、夕日を頰ほおに受けて朱に染まった顔をしながら、困ったように微笑ほほえんでいた。

「君がそんなに辛つらそうな顔をするんなら、思い切って言っちゃおうかな。──実は先週、カファルから頼まれたことがあるんだ」

「……兄様が？　どんなこと？」

「結婚しろって」

「え。ハミースさん、結婚するの？　それは……おめでとう。で、どなたと？」

「ん。──君と」

　さり気なく言われた言葉に、ルシータは仰ぎよう天てんした。自分と？　ハミースが？　結婚!?

「先週の夜にさ、『お前らいつまでも友達やってないで、ルシータが十六歳になったらさっさと結婚しちまえーっ！』て、半分やけくそみたいに言われちゃったんだよね。……カファルもさ、君を一人残していくのが、心配でしょうがないんだろうね」

「そ、そうだったの……兄様ったらなんて無茶なことを。──それで、ハミースさんは、なんて答えたの……かしら……？」

「……」

　ハミースが黙り込んだ。答えにくそうに眉根を寄せている。この沈黙は──お断りの返事だったに違いない。ルシータなんかとは、結婚したくない、と。

　ルシータは、ますます暗くなってきた荷馬車の空気を盛り上げようと、頑張って明るい声を出した。

「そ……そうよね！　いくらハミースさんでも、悪霊飼ってる魔女なんかと結婚したくないわよね！　ごめんなさい、うちの兄様の変な暴言は忘れてね！　きっと、お酒に酔ってたのよ。だから全然気にしないで──」

「違うんだ。悪霊が嫌だとか魔女だとか、そういうんじゃなくて──。僕の問題なんだ」

「ハミースさんの問題？」

　ルシータが聞くと、ハミースは夕日を浴びた髪を揺らしてルシータの方を見た。いつものように柔にゆう和わで穏やかな笑みを浮かべていたけど、その目は少し寂しそうにも見えた。

「ルシータちゃん、君には、夢がある？」

「──！」

「今はここでこんな風に生きているけれど、本当はもっと違う生き方がしたいっていう──叶わない夢。いや、叶うかもしれないけど、一歩を踏み出すことに、とても勇気がいるような大きな夢だよ」

　ルシータは小さく震えた。

「あるわ……。ある、けど、とても無理……」

「そっか。ルシータちゃんにも夢があるんだ。だったら分かってもらえるかな。──僕にも夢がある。それはね、──遙はるかな王都バビロンへ行って、ちゃんとした医者になることだ」

「──っ！」

　ハミースの言葉は、驚きであると同時に、驚きではなかった。

「こんなニセ医者の僕だけどね、子供の頃にはバビロンまで行って医者になろうとしたこともあったんだよ。ある朝、勝手に家出して両親にすごい怒られてさぁ。当時はうちもそこそこお金があったし、さらに親しん戚せき中からもお金を借りて、僕のバビロンまでの旅費と向こうでの生活費を用立ててくれたんだ。僕は十三歳になったばかりで、ルシータちゃんが村に来るちょっと前だった。けど、突然父さんが心臓発ほつ作さで倒れちゃってね、そのまま──。泣き暮らす母さん一人家に残して旅立つなんてとてもできなくってさ、夢は諦あきらめて、この村に残ったんだ」

「そう、だったの……」

　いつも穏やかそうに微笑むハミースにそんな過去があったとは。ルシータは驚いて、ハミースの顔を見た。その横顔は、少しだけ知らない男の人のように見えた。

「ルシータちゃん、覚えてるかな。村に引っ越してきたばかりのこと。あの頃、君はお母さんを亡くして泣いてばかりだったよね」

「そうね……。兄様もまだ見習い期間で家に全然帰ってこなくて、ハミースさんにはよく慰なぐさめてもらったわ」

「僕にとっても、家族を亡くしたばかりの気持ちは痛いほどよく分かったからさ。それが今度は、カファルまでいなくなってしまうって聞いて──すごく、迷ったんだ」

　ハミースは、今も現在進行形で迷っている様子だった。

「カファルの言うとおり、君にプロポーズしようかって真剣に考えた。もともと、君のことは好きだから。家族として暮らしていくことにはなんの抵抗もないんだ。でも──できない。言えないんだ。『愛しているから結婚してくれ』って。言えない」

　ハミースは苦しげに繰り返し、目を細めて遠くを見つめた。

「僕はどうしても、バビロンへ行きたい。行って、何もかも上手くいかなくて野の垂たれ死ぬことになっても構わない。僕みたいなのを受け入れてくる師が見つかるのかどうかも分からない。だけど、結婚しちゃったらもう絶対に夢は叶わないだろ。妻と子を養やしなって、このまま村で牛や馬を飼い続けて暮らさなきゃ──。そう思うと、とても『愛してる』なんて言えないんだ。君だからじゃない。自分の夢を、一番に愛してるから」

「ハミースさん……」

「ルシータちゃん、もしも僕が君にプロポーズするとしたら、きっとこう言うよ。『僕はいつか君を捨てて旅立つと思う。遠いところへ。それでも結婚してくれる？』ってさ。──そんな失礼なこと、大事な女の子に言えるわけないだろ。だから……さ、僕たちは家族にはなれないけど、これから精一杯、君を支えるから。寂しい時は、いつでも一緒にご飯を食べよう。本当の兄きよう妹だいみたいに。だから、元気を出して」

　ハミースはなんとかルシータを慰めようと、精一杯の優しさをくれる。バビロンに行けない自分の方こそ、とても辛つらいはずなのに。──このままじゃいけない。ルシータは思った。自分の胸の片隅で少しだけ寂しさが悲鳴を上げたけれど、無視してきっぱりと首を横に振った。

「──なに馬鹿なこと言ってるの？　あたしはハミースさんと兄妹になんてならない。あなたはバビロンに行かなくちゃだめだわ。だって、お母様ももういらっしゃらないでしょ？　ハミースさんがいないと生きていけない人は、もうこの村にはいないわ。あたしにだって──シンヒルドがいる」

　その言葉に、ハミースは目を見開いた。ルシータは自分でも信じていないことを、力を込めて本当らしく言った。

「あの人、悪霊飼いに弟子入りしたいって言ったもの！　だから、もういいのよ。あたしなら大丈夫。いつか行くなんて馬鹿なこと言ってないで、今すぐ行けばいいじゃない！」

　ハミースは、胸を射い抜ぬかれたように目を見開いてルシータを見た。

「さっさと医師免状を取らないと、またシンヒルドに馬鹿にされるわよ！　ニセ医者の分ぶん際ざいで！　とか。腹が立つでしょ？　あんな記憶喪失男に馬鹿にされるのよ。……それに、ハミースさんの作った薬──記憶を取り戻す薬、全然効かなかったんだから！　ヤブ医者もヤブ薬もいらないわよ。ちゃんと勉強して、もっとまともな効果のある薬を作ってよ！」

　ルシータがきつい声で言うと、ハミースは胸を押さえて笑った。

「──ひどいことを言うなぁ」

「だって本当だもの！　行きたくないならともかく、行っちゃえばいいのよ！　借金もないんだから、どこへでも行けるわ！」

　一人ぼっちのルシータが気になるせいで夢を追えないなんて、大事な友達の口からは絶対に聞きたくない言葉だ。ルシータは睨むようにしてハミースを見た。

　ハミースは、眩しいものでも見るようにルシータを見て、瞳を細めた。

「──そうする。僕は、今日でニセ医者を返上する。バビロンへ行くよ。バビロンへ行って本物の医者になる。その日まで、もう絶対に村には帰ってこない」

「ええ、それでいいのよ」

「ありがとう、ルシータちゃん。……君を慰めていたはずが、いつの間にか僕の方が慰められてたとは。なんだか急に、大人の女性になったみたいだ。──それも、シンヒルドのせい？」

　さり気なく言われて、途端にルシータは動揺した。シンヒルドのせいでルシータが大人の女性になった？　それは一体どういう意味だ！

「そ……そんなことないわよ。あ、あたしはいつもどおり」

「そうかな？　──ああ、もしかしてさっき言っていたルシータちゃんの夢って、シンヒルドのお嫁さんになること？」

　ハミースが笑いながら言った言葉に、ルシータは一気に赤面し、体が硬直した。ハミースはなんてことを言うのだろう！　そんなこと、考えたこともないっ！

「そっっそそそんなこと、ななないわ！」

「顔、真っ赤だよ？　人を好きになるのはいいことだと思うけれど？」

「違うわ、本当に違うのよ……！　あっ、あたし、あたしの夢はね、母様みたいな歌姫になることなの！　お嫁さんとか、そういうんじゃないから！　本当よ、信じて！」

　ルシータが必死の顔で懇こん願がんする。ハミースは一瞬驚いた顔をしたけど、笑顔で言った。

「うん、それも素敵な夢だね」
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　ハミースに家まで送ってもらい、籠を家の中に運び込んでいたルシータは、ふと家の裏手を横切る黒い影に気づいた。

　──シンヒルド？　あの服は間違いない。でも、シンヒルドが起き出すにはまだ少し早い時刻だ。空は茜あかね色いろに染まっているが、日没の手前。眩まぶしいと文句を言う時間だろうに。

　一体どうして？　ルシータはシンヒルドのいた方に近づく。壁からそっと顔を出して家の裏手を覗いてみると、……何か、おかしなことをしている。家の周りの影の部分をフラフラ歩き回ったり、突然倒れ込んで砂浴びをする馬のように地面に転がったり。かと思うとまた立ち上がり、くるりと向きを変えて歩きだし──今度は、誰かに引きずられるように後ろ歩きで元の場所に戻って来て。頭をかきむしって何か罵ののしりの言葉を叫ぶ。

　──これは相当おかしい。……とうとう、頭の病気にでもかかったのか？

「シ、シンヒルド……何してるの？」

　ルシータが恐おそる恐る聞く。シンヒルドは壁に隠れるルシータを見つけると、一瞬、とても鋭するどい目で睨にらみつけた。

「ルシータ。お前、悪霊どもの籠をどこかにやっただろう？」

「え、ええ。よく知ってるわね。今、売りに行ってきたところなの」

「そうか、では新しい籠があるんだな？」

「あるわ」

　シンヒルドが目を輝かせ、家に戻ろうとした。──直後に、肩を押さえて短く叫んだ。

「くっ──嚙み付いたな！　ルシータ……今すぐ籠を持ってこい」

「え？」

「早くしろ！」

　思いきり怒ど鳴なられて、ルシータはわけも分からず台所から真鍮の籠を持ってきた。

　シンヒルドは上着を脱ぎ捨て、右手に猫でも捕まえたように一匹の悪霊をぶら下げて待っているところだった。とても険けわしい目で悪霊を睨みつけている。

　ルシータは近づいていくにつれ、それがよく見慣れた顔をしていることに気づいた。シンヒルドに睨まれてまた一回り縮んでいるが、間違いない。真っ黒くてどす黒い悪霊は、レザットだ。

「まあレザット、あなた神しん出しゆつ鬼き没ぼつね。シンヒルドに何か悪戯いたずらしたの？」

「悪戯したかだと？　とんでもない。こいつは大変凶悪な悪霊だぞ。のどかに眠っている俺に突然つきまとい始め、服の隙すき間まから忍び込んで所構わず嚙みついたり髪を引っ張ったり、したい放題だ。お前のペットでなければ、とっくに即死させているところだ」

　グギャグギャ鳴きながら暴れる悪霊をつまみ上げて、シンヒルドはルシータの琥こ珀はく色の目の前に突き出した。

「まあ、うちのレザットがご迷惑をおかけして……って、レザット、あなたシンヒルドの何が気に入らないの？　態度が大きいとか、そういうのはあたしもよく分かるんだけど、そんなので嚙んじゃ駄目でしょ」

　ルシータが悪霊に話しかけると、またシンヒルドが怒った。

「こらルシータ。悪霊に聞くな。俺に聞け」

　ルシータが、自分よりも悪霊を構かまうのが不満らしい。ルシータが向き直ると、シンヒルドは傲ごう岸がんな顔で説明し始めた。

「事の発ほつ端たんは、俺がいい気分で寝ていた時だ。日暮れが近づいて活発化したこの小悪霊が、俺の髪を引っ張って遊び始めた。俺がやめろと怒ると、残虐な本性を現して、所構わず嚙みつき始めた。そこで俺は剣を抜いた。──いや、お前のペットを殺そうとしたわけではない。まだ知らなかったんだ。剣を見た悪霊は震え上がり、泣きながら『ルシータ、ルシータ！』とお前の名を喚わめいた。実に小こ狡ずるい悪霊だ。そこで俺も、お前の髪に髪飾りのようにくっついていた悪霊レザツトかと気づいてしぶしぶ剣を収めた。すると、このこの邪霊はますます図に乗り、本格的に俺に嫌がらせをし始めた。足をくすぐったり耳を引っ張ったり、果てはおどろおどろしい声で呪いの言葉を吐いたり、紐ひものように細くなって首を締め上げたり。そうして、傲ごう慢まんな命令を下くだし始めたんだ。起きろとか穴を掘れとか」

「穴を掘れ？」

「俺を生いき埋うめにしてやろうと狙っているようだ。おそらく、昨夜、俺に投げ捨てられたことを深く根に持っているんだろう。あんな些さ細さいなことでこうまで深く祟たたるとは、こいつは悪霊の鑑かがみのような奴だ。さあ、その籠を寄よ越こせ。レザットは箱詰めにしてやる──痛っ！」

　必死に暴れていた悪霊が、突然大きく伸び上がってシンヒルドの指にガブリと嚙みついた。指先から二つの血の玉がぷくりと浮かんだ。黒い靄もやの塊は、その傷口から侵入して病びよう巣そうとなるよりも、驚いて力の弱まったシンヒルドの手を逃げ出し、薄暗くなっていく辺りを素早く飛んで、ルシータの背中と髪の間にサッと逃げ込んだ。巣穴にもぐり込む小動物のような仕草だった。思い切り指に穴を開けられたシンヒルドは、かなりお冠かんむりだった。

「ルシータ、その悪霊をこっちに寄越せ。もう我慢ならん、一発殴ってやる」

「よ、寄越せって言われても」

　背中に手が届かない。というか、素手で悪霊を手づかみできない。興奮したように、耳の後ろでレザットがグルルル……と唸うなった。

「なに？　……本当だな？　……それさえすれば、二度と俺を呪わないと誓ちかうな？　──よし、分かった。掘ってやろう。……物もの置おき部屋だな」

　シンヒルドは独ひとり言ごとのように呟くと、急にまた方向を変えて、家の中に入っていった。啞あ然ぜんとしてルシータが見送っていると、物置部屋にあった大きなスコップを手にして戻ってきた。

「ルシータ、俺は怪我人だから、重労働をすると胸の傷が痛む。よって命ずる。俺の代わりに、ここを掘れ」

　と大きな木の根元にルシータを呼び、スコップを押しつけた。ルシータは息を吞んだ。

「無理よ──！　そこは父様のお墓よ！　いくらあんな人でも、お墓を暴あばくなんて駄目っ！」

「いいからやれ。やらないと、俺がその悪霊に祟り殺される。こいつはチビのくせに本気だぞ」

「できないわっ！」

　ルシータが断固拒否すると、シンヒルドは、ち、と舌を鳴らした。ルシータの制止も無視して墓所のまさに真上にスコップを突き立てた。

「シンヒルド、駄目よっ！」

　止めようと駆け寄ろうとしたルシータの首筋で、なんともいえない薄ら寒い気配がした。

「──？」

　誰かいるのかと思って振り向くが、誰もいない。なんとなく……不気味な気配はあるが、首のところにいるのは、さっき隠れた悪霊だけだ。

　悪霊──悪い霊魂。

　悪霊は普通、人の悪意から生まれるものだけれど、死んだ人間や動物の肉体からも、悪意に染まった魂が抜け出て悪霊になったりするとも言う……。

「も、もしかして──父様……？」

　ルシータが囁ささやくような声で背中の悪霊に問う。悪霊は何も答えなかった。ルシータの、母そっくりの栗色の髪を、小さな手で握り締めているだけだ。

　その間にも、シンヒルドはルシータの制止を無視して、ざくざく穴を掘っていく。もう、彼の傷はほとんど完治しているようだった。怪け我が人にんとは思えない機き敏びんな動きをしている。

「お前がなんと言おうと、俺はここを掘ってやるぞ。こんな極悪非道な悪霊に一生つきまとわれて、禿はげるまで髪をむしられたり、本当に呪いをかけられて不能にでもされたら一大事だからな。呪いを解とくのは難しいんだ……あの居い丈たけ高だかな男に頼むのも腹立たしいしな。どの面つら下げて、そんな呪いを解いてくれなどと頼めるか」

　シンヒルドは口が暇なのか、穴を掘りながら文句を言っている。ルシータが少し離れたところで見守っていると、すっかり夕焼け色に染まった空に、日没のアザーンが響いた。

　高らかに響き渡る、長い角笛の音──……。天空に住まう美しい太陽騎士たち──四騎の白馬の騎士と三台の軽戦車が、天を駆け抜けていく時刻だ。

「シンヒルド、お祈りの時間よ。天の騎士様たちが空を渡るわ。……墓荒らしはまずいわ」

「そうだな。俺も少し疲れた。休きゆう憩けいしよう」

　とシンヒルドが墓穴から離れようとした直後、ルシータの後ろに隠れていた悪霊が「グルル……」と獰どう猛もうに唸り、フワリと飛んでそのシャツ姿の肩に、またガブリと嚙みついた。

「痛っ！　離せ、何をする！」

「グルルルウゥ！」

　悪霊が恐ろしい顔で唸る。シンヒルドが掘りかけの墓穴から離れるのを許さない。シンヒルドの壮絶に青い瞳に睨にらまれても、体が縮んでいくのも構わずにギラリと睨み返し、ますます強烈に肩の肉に牙きばを立てて喰らいつく。

「くそ……！　分かった、掘ればいいんだろう、掘れば！　ちゃんと掘ってやるから、俺の肩を食い千ち切ぎるのはよせ！」

　その言葉に、悪霊はシンヒルドの肩を離れ、銀髪の頭の上を、牢ろう獄ごくの監視人のようにぐるぐる飛び回った。もしサボろうとしたら、またいつでも嚙みついてやるぞと言わんばかりの恐ろしい形ぎよう相そうだ。シンヒルドは、黙々と墓堀りを続け、やがてそこには大きな穴があいた。

　かつて、ルシータが兄と一緒に掘った墓穴。父の遺体が眠る場所だ……。

　ルシータはそれ以上近づくことができず、その場で膝ひざをついて、父の魂の平安を祈った。

「──ああ。……分かった。胸の辺りだな」

　シンヒルドはまた悪霊と対話している。スコップを放り出し、父の上着をめくり上げると、腐敗しかけた服地を破やぶいた。ルシータは見かねて目をそらした。

　……酒びたりで、信じられない多額の借金まで作った父。時折、ルシータや祖母を殴ることもあった。けれど、母が生きていた頃は真面目に働いて、一度も手など上げたことのない、優しい父親だった。……町のいろんなところへ遊びに連れて行ってくれたり、ルシータの誕生日には髪飾りを買ってくれた、普通の優しい父親だったのだ。

「──あったぞ。これだな？」

　シンヒルドが呟く。「きゅう」と悪霊が吐息をつくような音が聞こえた。見れば、シンヒルドは墓地から大きな金の指輪を拾い上げたところだった。ルシータは、それから視線が離せなくなった。──知っている、あの指輪。見覚えがある……。

　シンヒルドは丁寧に土を払うと、離れたところにいるルシータの前まで持ってきて、差し出した。

「俺を呪う恐怖の悪霊が、この遺体が上着の内部に隠し持っていた黄金の指輪を売れと命令している。どこの誰にでもいいから、高値で売りつけて金に換かえろと。──そうしたら、心残りがなくなって、もう悪霊をやめることができるそうだ。当然、俺を祟ることもやめ、生涯幸福に過ごせるよう祈ってくれると誓ったぞ。俺はもう散々働いたから、売りに行くのはお前がやれ。俺ばかり働かせるのはずるいぞ」

　ルシータは震えそうになる手を伸ばして、シンヒルドの手から、指輪を拾い上げた。

　──幅の広い、純金の指輪。母とそろいの、父の結婚指輪だ……。

　昔は父の薬指にあったのに、ある頃からなくなっていた大切な指輪。もう酒びたりになっていた頃だったから、ルシータは酒さか代だい欲しさに売ってしまったのだと思っていたけれど、父は持っていたのか……。

　上着の中。どうしてそんなところに持っていたのかはよく分からないけれど、──と考えたとき、ふと思い浮かんだ。そういえば、父は一度、ひどく誰かに殴られて帰ってきた夜があった……。

　思い起こせば、その夜から指輪はなくなったような気もする。

　もしかしたら、借金取りに奪われそうになって指からはずし、特別の場所に隠そうと思ったのかもしれない。

　ルシータはその指輪が、悪霊になった父の、本当の心のように思えた。

　人を愛し、家族を愛した父の最後の良心に。そう思うと涙が止まらなかった。

「父様……。ごめんなさい。気づいてあげられなくて──。ずっと、苦しかったのよね。母様がいなくなって。どうしようもなく、辛かったのよね……。ごめんなさい。そして、ありがとう。どうか、もう悪霊なんてやめて、母様のいらっしゃるところへ行って……」

　シンヒルドに睨まれて、ずいぶん縮んでしまった悪霊に手を伸ばす。

　悪霊はまた「きゅう」と鳴いた。さっきシンヒルドに嚙みついた獰猛さとは大違いの、気弱な──肩身の狭そうな声で。ルシータが触れると、触った感触もなかったが、すまなさそうに震えているのが感じられる気がした。

「父様──」

　ルシータは唇を開き、喉の奥から滑り出す願いのままに、死者の魂を送る鎮魂歌レクイエムを歌った。

　母を送る時に、美しい青い目の神官が墓地で歌ってくれた歌だ。けれど、父が亡くなった時は墓地に埋葬も許されず、誰も歌ってくれなかった。ルシータも歌う気分ではなかった。

　そのせいで、父が悪霊になって地上をさ迷っていたとも知らずに。

　──父様。どうかもう安らかに。すべての恨うらみも哀しみも忘れて。真っ青な天へ上って──。

　祈りを込めて歌い終わると、ルシータの手の上には、もう悪霊の姿はなかった。

　小さな、純金の指輪だけがあった。──妻から夫へ、そして娘へと受け継がれた愛の証あかしが。

「世界で誰よりも愛するあなたへ」

　指輪の内側に刻まれた言葉を読み上げる。そっと瞳を上げると、睫まつげが触れそうなほどそばで見下ろしているシンヒルドと目が合った。ルシータは涙をぬぐって微笑んだ。

「ありがとう……シンヒルド……」

　土に汚れた手を、感謝を込めてそっと握る。墓堀りをしてくれた手。それをしてくれなければ、ルシータはずっと父を恨んだままだった。シンヒルドの手を両手で包み、唇を押し当てた。

　この手に、最大の感謝を。

「──ル、シータ」

　驚いたのか、声がこわばっているが、あまり気にならなかった、ルシータはとても平和な気持ちだった。自分の心からも、すべての恨みや悲しみが消えてしまったような気がした。

「父様は、天へ──母様のそばへ、行けたかしら？」

　父と母は、魂だけになって、もう一度再会できただろうか？　──そうだといい。

「あ？　ああ。お前の歌声は、辺り一帯の悪霊を消してしまった。レザットも、消えていった。この付近にもしお前の父の霊がいたなら、きっと天に上っただろう」

　シンヒルドが言うなら、きっとそうなのだろう。ルシータは安心して、その手に指を絡からめ、すぐそばにある胸に頭をもたせかけた。

「良かった……」

「──ルシータ……本気か？」

「もちろん本気よ。とても良かったと思っているわ」

「違う、その前だ。俺を、世界で誰よりも愛していると言った──」

「──え!?」

　そんなことを言っただろうか？　いつ!?　慌てて記憶を探る。起き上がろうとすると、ぎゅ、とシンヒルドの腕が絡みついて、ルシータを自分の胸に押しつけた。

「聞いた。冗談だったとは言わせない。お前は、俺を愛している」

　低い声が、耳元で熱心に言った。ルシータは心臓が飛び跳ねて、押しつけられた体のぬくもりにパニックになりそうになった。──愛している？　自分が、この人を？　

　そんな、まさか！

「待って、それたぶん聞き間違いよ、あたしそんな恥ずかしいこと言ってないもの！」

「いいや、言った。そして俺に、抱き締めてくれと言わんばかりに身を寄せた。これはもう、お前の両親と同じように、俺と生涯を添そい遂とげたいという希望の表明にしか思えない。俺は、」

「言ってないからっ！　あっ、あたし、み、未成年だし！　結婚なんて百年早いし！」

　腕を振りほどこうとしたけれど、シンヒルドはますます強く抱き締めた。

「百年も早くない。そういえばお前、十五歳だと言っていたな。次の誕生日はいつだ」

「ら、来月だけど……！」

「なんだ、たった一カ月か。思っていたよりも早いな」

　そこで笑ったシンヒルドの顔がとても嬉しそうだったので、ルシータは毒気を抜かれて暴れる気力を失った。

　そうして背中に絡みつく腕を感じてみれば──それは温かくて、力強いけれど優しいものだった。

　──怖くない。

　兄の腕とは違っているけれど、ちっとも恐ろしいものじゃない。暴れて逃げなければいけないような怖いことは何もなかった。ただ、守るように抱き締めて触れているだけ。少し巻きつく力が強くて息苦しいけれど、怒った借金取りや、酒を切らした時の父のように、ルシータを殴ったり痛めつけたりするわけじゃない。

　怖いことは、何もない。

　それどころか、心地ここち良よい──触れたぬくもりから伝わってくる、護られているような安らぎと、鼓こ動どうのたびに全身に走る不思議な甘い痺しびれがあった。

　安らぎは兄の腕にもあっても、こんな風に触れ合ったところが熱くなるような甘い痺れは、初めてだ。ルシータは驚きながらシンヒルドを見上げた。

　どうしてこんな風に感じる？　兄じゃないから？　シンヒルドだから？　──シンヒルドだと、どうして？　見上げたシンヒルドは、じっとルシータを見つめていた。

　目が合った瞬間、もっと触れ合いたい、この人の側に近づきたいという想いが、全身に広がった。

　──もうこんなに触れ合っている。もっと近づきたいと思うなんておかしい。

　自分は頭がどうかしてしまったのか？　それなのに、もっと近づかないと死んでしまうというように、胸が苦しく打っている。苦しい。ルシータは、腕を伸ばして、その首にすがりつきたい衝しよう動どうに駆られた。

「一カ月くらいなら、なんとか待ってやる。その代わり──今すぐ約束しろ」

　妙にシンヒルドの顔が近い。見上げるルシータと鼻が触れそうな至近距離だ。確証もなく、ルシータはシンヒルドも自分と同じように感じていると思った。もっとそばに近づきたくて、苦しいくらいに鼓動を打つ胸を抱えて困っていると。

「なんの約束……？」

　もうルシータは逃げるつもりはなかった。シンヒルドの腕に手をかけて、青い瞳をじっと見つめた。

「誕生日が来たら、俺の花嫁になるという約束だ。──俺も、お前を愛している、ルシータ」

　次の一瞬、ルシータは何が起きたのか分からなかった。

　今まで見つめていたシンヒルドの青い瞳が、視界から唐突に消えた。いや、顔は消えてはいないが、近すぎて──さらさらとした銀の髪がルシータの眼にかかる。

　これが世に言う「口づけ」というものだと気づいた時、シンヒルドが伏せていた銀色の睫まつげを上げて、瞳を開いた。驚くほどそばで見つめ合った瞬間、ルシータの胸が止まりそうに強く打ち、全身に切ない痺れが走った。ルシータは女神に祈りを捧げる時のように両腕を伸ばし、その首に腕を絡めた。

　この人が好きだ。

　自分の心臓は、こうして極限まで近くで触れ合いたくて、物知らずなルシータを苦しめていたのだ。初めて知った恋の甘さに頰を上気させながら、ルシータは恋人の耳元で囁いた。

「約束するわ。──シンヒルド、十六歳になったら、あなたと結婚する。あなたが好きよ」
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「一緒に可愛い悪霊を千匹育てて生きていこう」

　夕食の準備をするルシータの後ろで、シンヒルドが悪霊の空籠を片付けながら言った。ルシータは、その反対側で夕食のパンを練ねっている。

「二人で悪霊売りをしながらつつましやかに生きていくんだ。──いや待てよ。悪霊は身体からだに悪いから、お前は悪霊には近づくな。俺が悪霊を飼うから、お前は子育てに専念しろ。俺は、お前によく似た、歌好きな小さい娘がたくさん欲しい」

　結婚するのも一ひと月つき先だというのに、シンヒルドはどれだけ気が早いのか。ルシータは笑った。

「駄目よ。あなた悪霊の育て方知らないでしょ。悪霊はあたしが育てるわ。だから、あなたが子守りしてて」

「俺がか？」

　ルシータが振り返ると、シンヒルドは信じられないという顔をしていた。ルシータは笑った。

「そうよ。あなたがしないで誰がするのよ、お父さんでしょ？」

「……そうか。……そうだな」

　まだ不思議そうに頷うなずいている。こんなことを言っているルシータも、相当気が早いのだけれど。

「子守唄を教えてあげるわ。大丈夫よ、今から覚えれば充分間に合うわ。子供が授さずかる頃には、あなたもいいお父さんになれるわ」

　ちょっと変わった人なのは多分、変わらないだろうけれど。

「男の子でも女の子でもいいけど、あたしは、あなたと同じ青い瞳がいいわ」

　呟いてから、ルシータはふと首を傾かしげた。青い目だと、パンの中の小粒の悪霊で毎日ジャリジャリ感を味わうことになるから可か哀わい想そうだろうか？　でも、シンヒルドの特別綺麗な瞳とそっくり同じ目の子供たちに囲まれていたら、さぞ幸せだろうに……。

　ルシータが思った時、トントン、と控えめだが確かに扉を叩く音がした。

「あら、お客様だわ？」

　ふきんで小麦粉だらけの手を拭くと、ルシータは扉を開けに行った。十中八九ハミースだろうと思って、気楽に扉を開けたルシータは、絶句してその場に立ち尽くした。

　そこには、息を吞むような美貌の青年が、玲れい瓏ろうとした光を纏まとって神こう々ごうしく佇たたずんでいた……。

　忍び寄る夜のような黒い上着には銀糸の刺し繡しゆうが施され、額には繊細な銀細工とラピスラズリの宝石の飾りが嵌はめられている。きめ細かい白はく皙せきの肌に、華やかさと存在感を兼ね備えた美貌の主。磨き抜かれたような艶やかな銀髪が顔のまわりを柔らかく彩り、銀色の睫に縁取られた形の良い瞳は、眩しいほどに深い、神聖な濃のう青せい色しよく──。

「弟が世話になっているようなので、迎えに来た」
















　人間離れして美しい唇から、耳を蕩とろかすような美しい声が流れ出た。

「お、とうと──？」

　シンヒルド？

　この銀髪も、瑠る璃りのように青い碧へき眼がんも、シンヒルドの身内以外の何者にも見えない。

　──であると同時に、ルシータの目の前に立つのは、とても人間には見えなかった。

　無む造ぞう作さにしていても拝おがみたくなるほど整った高貴な顔立ちも、気品ある神々しい声も。

　存在自身が光を放つような圧倒的な気迫も──まるで、神々の眷けん属ぞくだ。

　神の──眷属？

　思った瞬間、ルシータの全身に冷たい震えが走った。

　呆然と立つルシータの目に、来訪者の連れが見えた。

　銀の軽戦車に腰掛けて、先に来た男の黒こく馬ばを預あずかっている。どちらかといえば、こちらの青年の方がシンヒルドに似ていた。むやみやたらと輝きすぎていないし、どこか人間っぽい。そして、彼の寄りかかる華やかな戦車の車輪は───。

　その先を見たルシータは、全身から血の気が引くのを感じた。

　銀の戦車の車輪が、地面についていなかったからだ。手のひら一つ分ほどの隙すき間まで、軽戦車は天に浮いている……。よくよく見れば、戦車を引く黒馬も同じだった。銀の蹄てい鉄てつをつけた足が、わずかな隙間を空けて宙に浮いている。

　天に浮く騎馬と戦車。輝く銀髪に青い瞳の青年たち。──彼らは……人間じゃ、ない。

「失礼する」

　瞬まばたきだけを繰り返す人形のようなルシータを脇にのけて、来訪者は家に入った。しっかりと踏んだ靴の下で、床が小さくきしんだ。戦車と馬は浮いていたが、青年の靴はちゃんと家の床を踏んでいた。青年は食卓の前に座るシンヒルドの前に立つと、ホッと息をついて微笑んだ。

「アルディーム──ようやく見つけた。無事、生きていたようだな」

「──。誰だお前は。……俺は、お前など知らないぞ」

　対するシンヒルドは、警戒したように瞳を細め、冷たい瞳で侵入者を見つめ返す。

「何を言っているのだ？　『渡り』のたびに下界に目を凝こらしてもいっこうにお前の姿が見つからぬから、あのまま天から落ちて死んだのかと案じていたところだ。先ほど、ラヴィ・ヒルドの長おさから、お前によく似た人影が墓を掘り返していたと聞いた時は、微妙ながらも安あん堵どした。奇妙な行動をとって、下界の民にまで迷惑をかけるな。さあ、天上の都へ戻るぞ」

　迎えの青年が言った言葉に、ルシータはとうとうその場に座り込んだ。

「天上の都へ戻るぞ」と、今、確かにそう言った……。そして、「渡りのたびに下界に目を凝らした」とか。「天から落ちて」とか。つまり、シンヒルドは、……地上の人間ではなく、天上の民──夜の世界を見回る、月神の先さき触ぶれの騎士だったのだ──。

　ルシータの脳のう裏りに、唐突に、記憶の奥へ押しやっていた光景が浮かび上がった。

　──風のない、星の綺麗な夜だった。

　ルシータは望遠鏡を覗き、空を駆けていく月騎士たちを見た。そうしたら、真面目に働いていると思っていた月騎士が、星の乙女たちと楽しく遊び始めた。それがものすごく腹立たしくて、ルシータは矢を射った。ハミースのくれた、どうせ贋にせ物ものの魔法の矢を。

　矢はぐんぐん飛んで、先頭で月神の旗を掲げていた騎士の背に忍び寄る。天にいた月騎士は、ギリギリではっとして下を振り返った。乙女の手を振り払い、剣を抜こうとした。けれど、間に合わなかった。背中から、ぐさりと胸を射抜かれ──。

　きゃああっと悲鳴を上げるように、星の乙女たちが口に手を当てた。深々と胸を射抜かれ、その衝撃に黒馬から落ちた月騎士の青年は、そのまま天の道を転がり落ちた。

　輝く銀の髪を、流星のようにたなびかせながら、どこか地上の片隅に落ちて、見えなくなった──。

　そしてその翌朝。

　魔法の矢は元通りルシータの机の上に戻り、部屋の側には銀髪の青年が倒れていたのだ。

　胸に大きな傷を受け、記憶をなくした一人の青年が。

　ルシータは、息が止まりそうな気がした。

　絶対に夢だと思っていた。だって、矢は元の場所に戻っていたし、それに、星から女の子が出てきたり、月騎士が天から落ちるなんてありえないと思ったから！　

　けれど、本当のことだった──。

「さて、なんの話かさっぱり分からんな。お前は究極の人違いをしているようだ。夕食時にやって来て、人違いとははた迷惑な奴だな。とっとと帰れ」

　記憶のないシンヒルドは偉そうに腕を組み、侵入者の男を睨みつけて扉を示す。

「──アルディーム、何を言っているのだ？」

　来訪者が眉をひそめた。ルシータは、呼吸困難に陥おちいりそうになりながら、言葉を挟はさんだ。

「あ、の、その人……記憶喪失なんです」

「記憶喪失だと？　──本当か？」

　青年は屈かがんで、その宝石のような真っ青な瞳でシンヒルドの瞳を見み据すえた。居心地悪そうに、シンヒルドは視線をそらした。

「なぜ目をそらすのだ？」

「……見知らぬ男と、至近距離で見つめ合う趣味はないからだ」

「アルディーム。明らかな噓をつくな。無む知ち蒙もう昧まいな下界の娘は騙だませても、シン・ヒルドの長たる私を騙せるはずがないだろう。何なら今すぐ、記憶を引っ張り出してやろうか」

　彼が掲かかげた手から、月光と同じ透き通った光が溢れる。

　この一ひと際きわ人間離れした青年は、月騎士の、長──？　いま質素な家でルシータの目の前にいるのが、神々の眷属である月騎士の長──。ルシータはふらりと気を失いそうになった。

「余計なお世話だ。お前などに記憶をいじられてたまるか。仮に俺が月神の騎士だとしても、下界に七日も放っておいたくせに、今さら迎えとは笑わせる。俺には俺の予定がある。お前などと一緒に行くつもりは一切ない」

「……下界の娘に、心誑たぶらかされたな」

　チラリと、月騎士の長はルシータを横目に見た。携たずさえた長剣に手を伸ばし、すらりと抜き放った。ルシータは自分が斬られるかと思って息を凍らせたが、そうではなかった。長は剣を閃ひらめかせ、シンヒルドの目にその言葉がはっきりと見えるようにした。

　シンヒルドが持っているのとよく似ているけれど、さらに立派なその剣には、美しい飾り文字で、こう刻まれてあった。

〝唯一の輝かしき星、至上なるお方より、七人のシン・ヒルドの長を任ぜられし者〟と。

「我らこそ、至上なる女神に永久の忠義を誓う者。天上の娘であろうが、下界の娘であろうが、何者にも心奪われることは許されぬ。そなたの命も、鼓動も、心も、未来も──すべてが月神のものだ。もしも、その至上なるお方への忠義を裏切るつもりならば──シンヒルド・アルディーム。私はシン・ヒルドの長として命ずる」

　長は剣を鞘さやに収めると、鞘尻で、トンとシンヒルドの鎖さ骨こつの間を軽く突いた。

「その命をもって、シン・ヒルドの名を返上せよ」

　それは冗談を言っているとは思えない、氷のように怜れい悧りな声と眼差しだった。

「今夜一晩だけ、考える時間を与えよう。……分かっているな、アルディーム。天に戻ってくるのだ。我らとしても、お前を失うことは避さけたい」

　最後の言葉にだけは、兄が弟にかける言葉らしく、わずかな温かみがあった。

　ボー然と座り込んでいるルシータの前を通り過ぎ、シンヒルドの兄──七人の月騎士の長は帰って行く。ルシータは扉の側まで這って行き、長が律りち儀ぎに閉めてくれた扉を再び開けた。

　月騎士の長がひらりと黒馬に乗り、その腹を蹴る。手た綱づなにつけた大量の銀の鈴がシャランと麗うるわしい響きを上げて、馬は見る見る天へ駆け上がった。後ろで待っていた巻き毛の青年も戦車に乗り込み、馬に鞭むちを当てる。銀の戦車もゆっくりと車輪を動かして、天へと上っていった。ルシータは、息を詰めてその姿を見送っていた。







「ルシータ、扉を開け放すな。悪霊が入ってくるだろう」

　あまりにも呆然としていたルシータの鼻先で、バタンと音を立てて乱暴に扉が閉じられた。

　シンヒルドがルシータの前に屈かがみ、まだ声の出ないルシータを揺さぶった。

「ルシータ。しっかりしろ」

「シン、ヒルド……」

　恋人の名を呼び、その顔を見上げる。壮絶に青い目と目が合った瞬間、やっと気づいた。

　シンヒルドは、女神シンの、近この衛え騎士。だから、シン・ヒルド。それは個人の名前じゃなくて、──月女神シンの所有物という証。

　その名前からして、そうだった……。

　普通の人間ですら、ない。絶対にルシータのものにはならない存在。

「あなた──地上の人間じゃなかったの？」

　シンヒルドは困ったように眉を寄せた。その仕草。弱点を突かれたように、翳かげった瞳。ルシータはカッとした。

「知ってたのね！　記憶喪失だなんて噓ついて、あたしを騙して笑ってたんだわ！　この噓つきっ！」

「噓じゃない。最初は本当に何も覚えていなかった。そのうち思い出したが──ちょっと言いにくかったから、さり気なく誤ご魔ま化かしていただけだ」

「誤魔化して済む話じゃないでしょ!?」

　怒りが抑おさえられない。この銀髪を思いきり引っ張ってやりたい。全部抜いたって、月騎士じゃなくなるわけじゃないけど。どうしようもない嵐が胸の中で吹き荒れて、じっとしていられなかった。ルシータを覗き込むシンヒルドの平たい胸を叩いた。

「どうしてくれるのよ、あなたが変な噓つくから、あたし──あなたは地上の人間だと思って……ずっとそばにいられるものだと思って！」

　どこか帰らないといけない場所があるとしても、せめてそれは地上で、同じ国の中だと思っていたのに！　国内どころか、地上の人間じゃないなんて！

「ずっといる」

「いられるわけないでしょ！　神様に仕つかえるお仕事なのよ!?　軽々しく、できもしないこと言わないで！　……この噓つき！」

　夢中で胸を叩く。力を込めて。そこに傷があるということも、すっかり忘れていた。シンヒルドは相当痛かったはずだが、何も言わず、そのままにさせていた。

「大噓つきの詐さ欺ぎ師し！　あなた最低だわ！　あたしの気持ちを返してよっ！」

　ルシータが叫ぶと、さすがにシンヒルドの顔もむっとした。

「……さっきから散々俺を噓つき呼ばわりしているが──それなら聞くが、もしも俺が記憶を取り戻してすぐに、『俺は、天から落ちてきた神の眷族なんだ』と誠実に告白していたら、お前はそれを信じたのか？」

「──っ！」

「疑うたぐり深いお前のことだ、絶対に信じなかっただろう。どうせまた俺を噓つきと罵ののしったはずだ。違うのか？」

　シンヒルドがルシータを睨む。──その通りだった。ルシータは、絶対に信じなかった。睨まれて少し居い心地ごこちが悪くなったけれど、まだ怒りの方が勝まさっていた。

「違わないけど、でも、積極的に噓つかなくてもいいじゃない！　普通の人間みたいな振りをして、あたしを騙して……っ！」

「積極的に噓はついていない。役人だと言ったこともないし、人間だと言ったこともない。俺は月騎士じゃない、と噓をついたことは一度もない」

　平然と言葉を連つらねるさまが憎らしかった。ルシータは怒りに震える手をぎゅっと握り締めた。

「あらそう！　じゃあ、あたしが悪いって言うのね？　勝手に勘違いしたあたしが！　──そうよね、悪いのは全部あたしよねっ!!」

　シンヒルドを突き放して自分の部屋に駆け込もうとする。立ち上がるより早く、シンヒルドが腕を伸ばしてルシータを捕まえた。

「そこまでは言ってない。落ち着け。話せば分かる」

「分からないわよっ、シンヒルドの馬鹿！」

「ルシータ」

　シンヒルドがルシータの両の腕をつかみ、抵抗を封じて揺さぶった。俺を見ろ、と言うように、じっとルシータの瞳を見つめる。──美しすぎる澄んだ青色は、地上の色じゃない、天の瞳だ。この瞳を彩る銀の睫の一本一本まで、女神様のもの。結婚なんて、できない──。泣きたくなった。

「馬鹿。詐さ欺ぎ師し……噓つき……。──あなたも結局、あたしを置いて行くんだわ──」

「悪かった」

　とうとうシンヒルドが謝った。

「本当のことを言ったら、絶対にお前は俺に恋をしなくなるだろうから、言いたくなかったんだ。丁てい重ちようには扱ってくれても、──男としては絶対に見なかっただろう。俺は、我わが儘ままでも、噓つきでもいいから、お前に一人の男として見られたかった……お前の心が欲しかった」

　正直な告白に、ルシータの胸が震える。そんな告白をされたら、怒る気持ちが胸の中で溶けてしまう。

「下界に落ちたのが何の因果でも、俺は自力では天に帰れない。迎えを待つしかなかった。だが、迎えが来る保証もなかった。あの兄とはあまり仲が良くないからな。俺自身、正確にどうしたらいいかなど分からなかった。ただ、ずっとこの世界で生きていくしかないなら──地上で、ただの人間として生きていくなら、どうしてもお前がそばに欲しかった。独占したかった」

　シンヒルドの言葉を聞いた時、ルシータの胸に深い罪悪感が広がった。

　──悪いのは、シンヒルドじゃない。

　月騎士に矢を射掛けて打ち落としたのは、ルシータなのだ。

　軽い気持ちで、彼に狙いを定めてしまった。下手をしたら死んでいたかもしれない危険な攻撃をした。そして、そんなひどいことをしておいて、月騎士が天から落ちてしまったら動転して、怖くなって上掛けをかぶって眠ってしまった……。「今見たのは夢、ただの悪夢よ」と自分に言い聞かせて。

　そ知らぬ顔で、いつものように暮らしていた──。

　シンヒルドを見ていれば、少し変……いや、だいぶ変だと気づいて当然だったのに。

　怒りよりも、悲しさが胸に広がった。悪いのはルシータだった。だから、今こんなに悲しいのも、胸が引き裂かれるように苦しいのも、全部自業自得だ。悪いのは、シンヒルドじゃなく、馬鹿な真似をした自分だ。

「……ごめんなさい……。あのね、あなたの胸の傷……、あたしがやったの。──あの夜、矢を射って、あなたを天から落としたのはあたし。あたし、あなたを怒る資格なんてない……。怒って斬り殺されてもしょうがないようなことをしたわ。本当に、ごめんなさい……」

「──やはり、そうか。そんな気はしていた……お前のそばで目覚めたのは、偶然ではないような気が。だがいい。気にするな。地上の娘ごときが遊び半分で放はなった矢に、間抜けなガチョウのように射抜かれた俺が悪いんだ。──こんな役立たずな俺では、もう恥ずかしくて月騎士などやっていられないから、兄にはそう言ってお引き取り願おう」

「何言ってるの！　帰らなきゃだめじゃない！」

　ルシータが即座に否定すると、シンヒルドは苦しげな表情でルシータを見た。その言葉に抗あらがうよう、ぐっと力を込めて抱き寄せた。

「かえりたく、ない」

　折れそうなほど抱き締め、ルシータの髪に頰を埋うずめて、熱に浮かされたように囁ささやく。

「天にお前はいない。小石のようにこの手に握り締めて、持って帰れない。このまま天に帰ったら、俺はおかしくなる。もう正気に返れない。渡りのたびに下界に目を凝こらして、仕事なんてできない。お前なしで天上に帰っても、俺はもう月騎士シンヒルドは続けられない。──お前は平気なのか？　俺がいなくなっても？　二度と帰ってこなくても？　こうして見つめ合うことができなくなっても？　もう俺はいらないのか」

　ルシータを見つめる瞳は、引き離されることよりも、その苦しみに満ちていた。これほどに想い焦こがれる相手に、同じだけの想いを返してもらえない苦痛に。

「馬鹿言わないで！　できることなら、ずっとここにいてほしいわよ！　泣きそうなくらいそう思ってる！　でも……神様に逆らうことなんてできないわ」

　月が昇らなくなったらどうする？　夜は真っ暗だ。地上に慈悲の光を投げかけてくれる、慈悲深い月神の所有物を盗み取ることなんて、とてもできない──。

　苦しげな顔で言葉を探していたシンヒルドは、唐突に言った。

「──駆け落ちしよう」

「……え？」

「地の果てまで逃げたら、イヴリード兄上でも追って来られまい。このまま西に行って国境を越え、内海を渡って異国まで行ってしまおう。そうして大きな都みやこにもぐり込むんだ。人込みに紛まぎれてしまえば、もうあいつらには見つけられない。一緒に、年を取るまで暮らそう。この地上でなら、俺もおそらく人間と同じように年を重ねるだろう。そうして老いて、地上の土に返るんだ──お前と一緒に」

　ひたむきに自分を見つめる青い目を見つめていると、本当にそうしたい衝動に駆られてくる。シンヒルドと一緒に異国まで逃げて、死ぬまで一緒に過ごしたいと。けれど、そんなの無理だ。

「……だめよ。あの人──あなたのお兄様、シンヒルドをやめるなら死ねって言ってたわ。もし見つかったら、あなた殺されちゃう──」

　そんなことにでもなったら、ルシータは悲しくて途と方ほうに暮れる。きっと残りの生涯を泣き暮らすだろう。

「そうやすやすとは殺されはしない。……俺と来い、ルシータ。お前を誰よりも愛している。仕事も家族も故郷もすべて捨ててもいい。──お前と、ずっと一緒に暮らしたい」

　その最後の言葉に、ルシータは震えた。

　それは誰も言ってくれなかった言葉だった。血の繫つながった兄も、子供の頃から仲良しの友達も。誰も……目の前の、この青い瞳の青年の他は。

　皆、ルシータを大事にしてくれたけれど、それ以上に大切なものを持っていた。そっちを選んで、ルシータから離れていった。

　ルシータの頰に、熱い涙が伝った。

「だめな人……」

　震えそうになりながら声を紡つむぐ。

「自分の大切なもの、全部捨ててしまうなんて──。あなた本当に、馬鹿で……駄目な人だわ……」

「それでもいい。お前がこの腕に残れば。他のものは全部、後で取り戻せる。新しい家族も、新しい仕事も、新しい家も。全部なんとでもなる──お前さえそばにいたら。お前がそばにいるなら、俺は地上に生まれ変わる」

　ルシータは、その胸にすがりついた。もう片方の手でシンヒルドの手に指を絡めた。

「行くわ。あなたと行く。シンヒルド、あたしを一緒に連れて行って」
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　──その朝、夜明けの太陽騎士たちの見回りが終わると、シンヒルドは先に黒こく馬ばに乗り、ルシータに手を差し伸べた。

　ルシータは両腕を伸ばした。抱き上げられて背の高い馬に乗ると、眩まぶしい朝日が照らす中、二人は西へ向かって旅立った。馬に乗せられているだけのルシータは時折シンヒルドを振り向いて、彼がそこにいることを確かめた。風にたなびくシンヒルドの銀の髪を、とても綺麗だと思って眺めていた。

「……何を見ている」

「あなたの髪。とても綺麗だわ」

　見た目どおり艶つややかなのか確かめようと手を伸ばしたら、触ふれる寸前でその手首を捕つかまえられた。

「馬の上でおかしなことをするな。襲うなら地上でやれ。落ちたら怪け我がでは済まんぞ」

「ち、違うわよ！　綺麗だなと思っただけ」

　赤くなって言い返す。そんなルシータを見て、シンヒルドは低く笑った。

「お前の笑みの方が美しい」

　ルシータの頰ほおにそっと唇を寄せると、また真剣な顔をして、馬を走らせ続けた。
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　太陽は西の空に沈み、薄闇のベールをかぶった世界に、月の出のアザーンが鳴った。

　その日カファルは、これが最後の帰宅になるのだからと、親方に許可をもらって少しだけ早く仕事を切り上げ、大急ぎで村に帰ってきていた。

　……いつもなら明かりが窓から漏れているはずの家が、なぜか真っ暗だった。

「ルシータ？　どこに行ったんだ？　……おかしいな。ハミースの家にでも行ったのか？」

　台所で首をひねったカファルは、テーブルの上に一枚の書き置きがあるのを見つけた。




〝カファル兄様、ごめんなさい。あたし、シンヒルドと駆け落ちします。

　さよなら。どうかお元気で。　　　　　　　　　　　　────ルシータ〟




「おい…………。うそ、だろ……」

　あまりの驚きに、声が喉のどに詰まる。もう一度手紙に目を走らせ、顔がん面めん蒼そう白はくになって叫んだ。

「噓だろ、ルシータ！　ルシータぁ!!　どこだ？　隠れてないで出てこい！　お兄ちゃんを驚かせるなああぁっ！」

　小さな手紙を片手に、カファルは家中の扉を開けた。ルシータの部屋に、自分の部屋。昔は父の部屋だった物置。厠かわやだって豪快に開けた。けれど、可愛い妹の姿はどこにもなかった。

「ルシータぁぁ……マジかよ……」

　カファルは力なく妹の部屋に立ち尽くす。綺麗に片付けられた部屋を見て、短い髪を猛然とかきむしった。

「うおおぉぉっ！　どうしていきなり駆け落ちなんだ!?　お兄ちゃんは別に反対しないぞ！　お前たちが本気なら……オレもいなくなることだし、このままここに二人で住めばいいだろ!?　どうしてオレに一言の説明もなく、いきなり駆け落ちなんて……っ！」

　苛いら立だちまかせに、ドン！　と壁を叩く。妹にとって、自分はそんなに信用ならない兄だっただろうか？　まったく説明もなく、勝手に家を飛び出すとは。──ルシータを一人置いてバビロンへ行くと決めたからか？　ルシータは、捨てられたような気持ちになって、それで……よく知りもしない旅人と駆け落ちをしたのか。それほどに、寂しかったのか──。

　カファルが悲痛な顔で立ち尽くす。手紙を握り締めて立ち尽くすほか、どうしたらいいか分からなかった。

　どれほどの間、そうして立っていたのか。

　──トントン。穏おだやかに、家の扉を叩く音がした。

「っ！　ルシータかっ!?」

　力を取り戻したカファルは、大急ぎで扉に飛んで行った。そして扉を明け──そこに、可愛い妹ではなく、貴族としか言いようのない華やかな装よそおいの青年二人組を見つけた。

「あ──まいど。ど、どちらの若様で？」

　ボロ家にはあまりに似つかわしくない来客に、うっかり職場用の挨あい拶さつが出てしまった。

「愚ぐ弟ていを迎えに来た──が、気配がないようだな」

「愚弟……弟だって？」

　カファルが不思議そうな顔すると、

「シンヒルド・アルディーム。昨夜まで、この家に厄やつ介かいになっていた」

「あ、あいつの、兄貴かよ……！」

　カファルは顔を引きつらせながら答える。ふと、来訪者の青年がカファルの握り締めた手紙に気づいた。無言でカファルの手から抜き取ると、素早く文面に目を走らせた。

「──逃げたか」

　さして慌ててはいない声だった。カファルに手紙を返すと、即座に踵きびすを返した。後ろにいる、戦車に身を寄せてけだるそうに一部始終を見守っているもう一人の若者を振り返った。

「ゼティーム、追うぞ。まだそう遠くへは行っていないはずだ」

　しゃらん、と手た綱づなの鈴を揺らして、シンヒルドの兄を名乗る人物は、黒こく銀ぎんの馬に飛び乗る。後ろの青年も、面倒くさそうにしながら、戦車に乗り込んだ。額ひたいに豪ごう奢しやな飾りをつけた青年は、その貴公子然とした顔からは思いもよらないような鋭い気迫の声を出した。

「ハッ！」

　合図を受けた黒馬が蹄ひづめを上げて駆け出す。その脚は、地上ではなく空を蹴り、みるみる天高くへと上っていった。

「──っ！」

　カファルは目を剝むいた。二人の青年はぐんぐん夜空へと上ってゆき、やがて森より高くなると、その向こう側へと風のような速さで駆けて行った。

「は……はは、ハミース！　おい、オレは夢を見たのかぁぁっ!?」

　パニックを起こしそうになる頭を抱えて、カファルは一目散に友の家へと走って行った。
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　ルシータは、今にも崩れ落ちそうな古い神殿の中で、響き渡る角笛の音を聞いていた。

　月の昇りを知らせるアザーンだ。

　二人は、日没前から、天の騎士たちに見つかることを恐れて、この蔦つたの生おい茂しげった廃はい墟きよのような神殿の中に隠れていた。

「シンヒルド、疲れた？」

　慣れない昼間に、一日中馬を走らせていた恋人の胸に寄りかかって聞く。ルシータは、逃げるのは夜で構わないと言ったのだけれど、シンヒルドは頑がんとして納得しなかった。「俺はもうお前と同じ地上の人間なのだから、昼間に暮らす」と言い張って。妙なところで意地っ張りだから、ルシータの言うことを聞かない。が、やはり急には目が慣れないらしく、ずっと眩まぶしそうにしていた。

「まだ疲れてはいない。──昨夜よく寝たからな」

　シンヒルドは腕の中のルシータを見下ろして微笑ほほえむ。

「ルシータ、歌をうたえ。俺はお前の歌が聞きたい。……結婚の歌だ」

「──！」

「神殿で永久とこしえの愛を誓い交かわした恋人たちに、皆が祝福を与える歌を」

　ルシータはドキドキと鳴る胸を抱えて、歌った。崩れかけた神殿にその声はよく響き、あちこちから「キュウ」「キュウゥ」と鳴く声が聞こえた。神聖な神殿とはいえ、もう廃墟だ。小さい悪霊たちがたくさん住み着いていたようだ。少し、可哀想なことをしてしまったかもしれない。

「まだお前は悪霊のことを気にするのか？　……もう悪霊飼いは終わったんだ。お前はこれから俺のことだけ考えていればいい。悪霊のことは忘れろ」

「──ええ、そうね」

　そうしたい。したいけれど……かすかな不安が胸をよぎる。ルシータが投げ出してしまった借金はどうなるのだろう。書き置き一つで別れてきた兄は、今頃どんな顔をしているだろう。

　置いてきたもののことを思って少し暗い顔をしたルシータは、前触れもなく唇を塞ふさがれて驚いた。目の前に、シンヒルドの頰がある。息ができなくて苦しい。胸を叩くが、シンヒルドはルシータを放さない。

　ようやく離れる頃、ルシータはすっかり息を切らしていた。

「ちょっと、何するの！」

「結婚の夜だというのに、余よ所そ事ごとを考えているから罰ばつだ。次はパンだ」

　ルシータは昨夜のうちに作っておいたパンや食料を取り出す。シンヒルドは果物や他の食事には見向きもせず、パンを手にすると一口サイズに千切った。そして中を覗き込み、

「──悪霊がいない。そうか、お前が歌ってからパンを食えばいいんだな。これは素晴らしい」

　上機嫌で言った。が、自分はそのパンを食べることなく、ルシータに向かって差し出した。

「ルシータ、お前を愛している。お前と生涯共に生きる。──さあ食え」

　恋には疎うといルシータも、その言動の意味くらいは知っている。

　神殿の結婚式で、互いへの愛を誓い合い、食事を分かち合い、二人は正式に結ばれるのだ。

　ボロボロで、神官の代わりに悪霊が住み着いているような廃神殿だけれど、それでもここは神殿だ。

　ルシータは唇を開き、言った。

「あなたを愛してるわ。ずっと、どこまでもついて行く。シンヒルド──アルディーム」

　その名を呼んで、くすぐったいような気がしながらパンを唇で受け取る。同じように千切って、シンヒルドに食べさせた。──そういえば以前にも、こうしてシンヒルドの口にパンを押し込めたことがあった、とルシータは思い出した。あの時はどうしても食べるのを嫌がったから。……今は？　見上げて目が合うと、シンヒルドはルシータを胸に抱き寄せた。

「これで俺たちは夫婦だ」

　本当の結婚式に比べたら、足りないものの方が多すぎるけれど。

　互いの気持ちだけは、溢れるほどにある。

「何も心配いらない。俺たちはこれから二人で新生活を送る。海も越えて、砂漠も大だい樹じゆ林りんも越えて、新しい国々へ行こう。お前は各地を歌いまわる歌姫になり、俺は墓掘り人になる」

　想像を絶する職業に、ルシータは夢心地から覚めて叫んだ。

「ちょっと！　もっと違う仕事にしてよ！」

「いやだ。穴を掘るのはなかなか気に入った。俺にぴったりだ」

「ぴったりじゃないわよ！　もっと他にあるでしょ、悪霊を退治するとか、……ええと、神官様になるとか！」

「月騎士を辞めて、神々に仕える神官になるのか？　駄目だ。悪霊退治も。バレるぞ」

「……そうね」

　ルシータは、少ししゅんとした。その通りだ、特殊な仕事をして目立ったり、神様に関わるのはまずい。自分たちは追われているのだから。

「そう気に病やむな。俺は本気で墓掘りが気に入ったんだ。あの、ざくざくした感触がたまらん。いい運動にもなるしな。今に見ていろ。俺は世界中の地面に、立派な墓穴を掘ってやるぞ」

　とても嬉しそうな顔を見て、ふとルシータは気づいた。シンヒルドは地上の大地に初めて触れたから。大地の感触が珍しいのだ。

　仕事の内容が変わっていることはともかく、さっそく地上でやりたい仕事を見つけてきたその前向きさは賞賛に値する。ルシータは笑って言った。

「それは頼もしいわね」

　──でも、できたら旅の途中で、もっと違う仕事を気に入ってほしい、と思った。墓掘りは普通、罪人のする仕事だ。しかも、旅をするのに向いていない。「旅の歌姫」は聞いたことがあるけど、「旅の墓掘り人」なんて聞いたことがない。……シンヒルドには何が向いているだろう？　と思っていると、突然、床に押し倒された。何が起きたのか分からず目を見開いていると、視界にシンヒルドが覆いかぶさっていた。ルシータは驚いて声を上げた。

「シンヒルド、何するのっ!?」

「儀式の続き」

「続き……？」

　誓い合って、口づけも交わして、パンも食べさせた。二人が夫婦になる儀式はもう全部終わったはずだ。不思議に思っていると、シンヒルドの手がルシータのドレスに手を伸ばし、肩をあらわにした。ルシータはびっくりして叫んだ。慌てて、毛虫でも落ちてきたみたいにその手を払った。

「きゃあ、なんてことするのよっ！」

「何って、……ルシータ。お前もしや」

「な、なによ」

「駆け落ちの内容を知らないな？」

「知らないなって、もう結婚の儀式は全部終わったでしょ！」

「……。そういえばお前は未成年だったな……あと一ひと月つきか。──微妙な数字だな……」

　シンヒルドは面倒そうにルシータを睨んで何か考えている。とてつもなく、子供扱いされている気がする。ルシータは腹が立った。

「何が微妙なのよ！　あたしはもう立派な大人よっ！　全然微妙じゃないわよ！」

　シンヒルドは不ふ審しんそうな眼差しでルシータを見る。その嫌そうな目は何？　ルシータが子供だから、やっぱり妻にするには嫌になったというのか？　少し涙目になった目で睨みつける。

「──そういう顔をするな。俺のささやかな良心と身勝手な欲望の間で葛かつ藤とうが始まるだろう」

「わけ分からないこと言わないでよ！　あたしのこと愛してるの、愛してないの!?」

「無論、愛している。──そうまで言うならば」

　ルシータの唇にもう一度口づけが覆いかぶさった。さっきのキスとは少し違う。背筋に震えが走る。シンヒルドが、再びルシータのドレスに手をかけた。何をしようとしているのか。ルシータが抵抗しようとすると、その手を取って、自分の上着の襟えり元もとへ導いた。

「子供じゃないなら、脱がせろ。手当てしなおすつもりでやれ。……いつものようにやれば大丈夫だ」

　子供じゃないなら？　それは挑戦なのか？　いつもと同じと言いながら、いつもとは全く違う緊張が二人の間に漂っている。言われたとおり、ゆっくり上着の襟を開いていく。その間、シンヒルドはルシータの背中の紐を解いて胸元を緩ゆるめ、肩をあらわにしようとしていた。わずかに触れる指がとてもくすぐったかった。

「──まぁ。シンヒルド、これ、とても綺麗ね……」
















「俺の髪よりお前の方が百倍も綺麗だ。透き通るような肌をしている」

「そんなことないわよ！　そ、それにあたしが言ってるのは、髪じゃなくて──」

「いや、ある」

　強く否定して、シンヒルドはじっとルシータを見つめた。

「もうお前から眼が離せない……。早く脱がせろ。あまり焦じらすな」

　シンヒルドはかすれた声で囁いて、ルシータを抱き締める。距離が近すぎて上手く脱がせられない。なんとか上着をシンヒルドの肩から落として、その下のシャツも脱がせる。素肌を見た瞬間、ルシータは驚いて声を上げた。

「まぁすごい！　いつもはこんなのなかったのに！　シンヒルド、これも駆け落ちの儀式に使うものなの？」

「──何をだ」

　困惑したようにシンヒルドは眉を寄せて聞いた。ルシータは彼の鎖さ骨こつに触れた。

「この、輝く青い模様よ。シャツの上からも透けて光っていたわ。……とても綺麗」

「青い模様？　──まさかっ！」

　一瞬わけが分からないという顔をしたシンヒルドは、はっと自分の喉元を見下ろし、そこに闇にも光る青銀の紋章がくっきりと浮いているのを見ると、表情を一気に変えた。

「くそ、イヴリードめ……！」

　胸元を抉えぐるように乱暴に触れるが、徴しるしは消えない。蛍ほたるのように煌こう々こうと輝き続けている。

「いつの間に──。──そうか、あの時だな！　剣の鞘さやで、俺を突いた──っ！」

　ルシータは、ひどく混乱している様子のシンヒルドに聞いた。

「どうしたの？　それ、良くない徴なの？」

「最悪だ。これは逃亡奴隷につける徴だ！　とっとと服を着ろ！」

「は？」

　シンヒルドの言動はさっぱりわけが分からない。破は廉れん恥ちにもルシータの両肩をあらわにしてキスしたり、かと思うと今すぐ服を着ろと言ったり。

「すぐ出しゆつ立たつするぞ。ぐずぐずしている暇はない！」

　シンヒルドが服を拾い上げ、手早く身み支じ度たくを終える。ルシータもきちんとドレスを着て、シンヒルドに手を引かれ、走って神殿を出る。廃墟のそばの草地で丸くなって眠っている馬に視線を投げた直後、そこに、華やかな銀の戦車が止まっているのを、二人は見た。







　月騎士の長イヴリードが、ちょうど馬を飛び降りたところだった。ルシータの心臓が、痛いほど鳴った。もう見つかってしまった……。ぎゅ、とシンヒルドも強くルシータの手を握った。

　イヴリードは、今にも、廃神殿に踏み込もうとしていた。

「──下界の馬ごときで、よくもここまで逃げたものだな、アルディーム。裏切り者よ」

　月騎士の長おさは、冷れい厳げんな唇を開いて言うと、軽く右手を上げた。

「う、……──ぐっ！」

　その直後、シンヒルドの鎖骨の青い徴は、鎖くさりとなって喉に絡みつき、肌に食い込んで喉を締め上げた。突然の暴行になすすべもなくシンヒルドは膝をつき、苦痛にかすれた声を上げた。

「シンヒルドっ！」

　ルシータが叫ぶと、月騎士の長は冴さえ冴ざえとした刃物のような青い瞳をルシータに投げた。

「シンヒルドではない。……月シ神ンを捨てたこの男は、もはや月騎士シンヒルドではない」

　その冷淡な声が、すべてを告げていた。彼はこのままシンヒルドを殺そうとしている、と。

「……やめて……シンヒルドは──アルディームは天に帰るわ。今すぐ帰るから、彼を殺さないでっ！」

　長は、なんの権威もない地上の娘の言うことなど聞いてくれないかと思ったが、その貴公子然とした顔をルシータに向けた。

「そなたの助じよ命めい嘆たん願がんを聞き入れても良い。代わりに──そなたの心を要求する」

「あげるわ、なんでもあげる！　あたしにあげられるものならなんだって！　だからもうやめて！　本当に死んでしまうわ──！」

　顔を蒼そう白はくにして、声もなく膝をついているシンヒルドの背中を抱き締める。

　ルシータの約束を聞いた長おさは、シンヒルドを拘束する首輪のような鎖を、少し緩ゆるめたようだった。乾いた呼吸音を上げて、シンヒルドが必死に息を吸う。

「や、めろ──」

　シンヒルドはかすれた声でルシータに言った。

「お、れ、は──」

　右手を剣へと伸ばす。柄つかを握り締めると、一気に引き抜こうとした。ルシータは、両手でその手を押さえた。

「駄目！　そんなことしたらあなた本当に殺されるわよ！　あなたが死んだらあたしも生きていけない。あたしを殺すつもり!?」

　シンヒルドは苦しげな目をルシータに投げた。ルシータは言った。

「あたし、嬉しかった。村では皆に嫌われていたし、誰も『そばにいたい』なんて言ってくれないのに、あなただけは違った。ずっとあたしと一緒にいたいって言ってくれたわ。ほかの何を引き換えにしてもいいって、そこまで言ってくれた。……嬉しかった。そんな人、あなたが最初で……最後。この気持ちだけで、あたしは充分よ」

「ル、シータ──」

「最後に、あなたが死ぬなんて悲しい光景をあたしに見せないで。生きて──お願い……」

　泣き始めたルシータを見て、シンヒルドは剣から手を離した。

「イヴリード……兄、上」

　シンヒルドは、月騎士の長を兄と呼んだ。その声には、屈くつ服ぷくの響きがあった。

　長は、それを降こう伏ふくの宣言と取った。シンヒルドの首から鎖が消えて、元のとおりの青い月神の紋章だけが残った。またいつでも、縛り上げることはできると見せつけるために、長はそれを残したのだろう。

　しばらくむせていたシンヒルドは、呼吸が整うと兄を強い視線で睨みつけた。

「──どうせ、後で俺の記憶もすべて奪うつもりだろう、鬼のような兄よ」

　長は冷たい顔で人形のように微笑んだ。

「自ら『永遠に忘れる』と誓うならば、私の手間も減るのだが」

「無理だ。俺は自分に噓はつけん。──ルシータ」

　シンヒルドはルシータに向き直ると、残り少ない時間を惜しむように、その姿をじっと見つめた。囁くような声で言った。

「……俺の名を呼べ。本当の名前を」

「──アルディーム……」

　ルシータが呼んで彼の顔を見上げると、シンヒルドは小さく笑って頷うなずいた。

「そうだ。お前に、この名をやる。次にお前が悪霊を飼う時、必ずこの名を付けろ。──他のどの悪霊たちよりも特別大切に可愛がって、肌身離さず身につけておけ。寂しい夜にはこの名を呼べ。俺はお前のそばに残れないが、名前だけなら残れる──残るように、最後にお前の家の壁に、落書きしておいてやる。だから、名を付けて一番の愛情を注ぐと約束しろ」

　見るだけで胸をかき乱されそうな切なげな瞳でシンヒルドが言う。ルシータは泣きそうになって、夢中で首を横に振った。

「いや……付けない！　あたし、もう悪霊飼いは辞めたのよ。あなたが言ったんでしょ！　歌うた姫ひめになって国中を巡めぐるって！　あたし一人になったって、そうするんだからっ！」

　できもしないことを言う。できないってわかっていたけれど、まだあと少しだけ夢を見ていたかった。二人で語った未来の片へん鱗りんに、彼が地上にいる間だけでいいから、しがみついていたかった。シンヒルドは、ルシータの激しい拒絶に苦笑した。

「そうか。では、お前が次に育てる生き物に──愛する赤あか子ごにでも、名付けろ。アルディーム、と」

「──……！」

　胸が引き裂かれたように痛んで、ルシータは言葉が返せなかった。ぎゅっと爪を立てて手を握った。涙のにじんだ瞬またたきしか返せなかった。黙っていたら、すぐにも行ってしまうだろうに。だけど、どうしても声が出てこない。

「一つくらい、お前のそばに思い出を残させろ。一晩だけの、駆け落ちの」

「いや……できない……！　あたし、もう誰も好きにならない。好きになんてなれないわ。だから、結婚もしないし子供も産まないわ！」

　必死に首を振る。人間と何も違わない手を握り締める。その手の形も、ぬくもりも、優しさも。シンヒルドは、苦笑して、親指でルシータの涙をぬぐった。

「大丈夫だ。夜が明けたら、お前は忘れるから。太陽の光が悪霊を消すよう、お前の記憶を消して、何事もなく目覚めるから。また誰かを愛せる。綺麗に忘れて、いつか次の恋にのめり込むだろう。すべては夢になって、痕こん跡せきも残らない。──あいつの魔法は、邪悪なほどに完璧だからな。……もう何度も言ったが、最後だからもう一度言わせろ。お前を何よりも愛している、ルシータ」

　心が震えるような声で言うと、特別優しい眼差しでルシータを見つめた。

「地上に、女神がいると思わなかった。女神は、雲の上にいるのだと思っていた。けれど、俺の足の下にいた」

　ルシータは、必死に首を横に振った。

　──あたし、女神様ほど綺麗じゃない。全然かなわないわ。

　そう言おうとしたけれど、涙で声にならなかった。ただ、そう思ってくれたことが嬉しかった。女シ神ンのヒ騎ル士ドにとっての女シ神ンほどに心惹かれる存在だと言ってもらえたことが。

「こんなことなら、もっと真面目に呪文を覚えておくんだったな。このちっぽけな奴隷の首輪を振りほどく言葉を。──あるいは、本当にお前を手のひらに隠せるくらいの小石に変える呪いの呪文を。そうしたら、お前を連れて帰れた。こっそりポケットに忍ばせて。お前の夢も未来も切り裂いても、天へ一緒に連れ帰れたのに。お前が小石でも、何より大切にしたのに。……きっとあの冷れい酷こくな兄も、俺が女神以外のものに心惹かれても、それが小石くらいなら目を瞑つむっただろうに」

　ルシータは唐突に思い立って、旅立つ時に持ってきていた金の指輪を取り出した。

「小石じゃないけど、これ──あげる。持ってて」

　──〝世界で誰よりも愛するあなたへ〟。そう刻まれた、父の結婚指輪だ。

　ルシータは、驚いているシンヒルドの薬指に指輪を嵌はめた。

「あたし、あなたがただの人間で、目も青くなくて、そんなに綺麗な顔じゃなくて、普通の黒髪でも、きっと好きになったわ。悪霊がつかめなくても、ちょっとくらい偉そうでも──きっと大好きになった。誰より一番大好きになって、駆け落ちしたわ」

　焦がれる心のままに、シンヒルドの瞳を夢中で見上げる。目が合った次の瞬間、吸い寄せられるように、互いに唇を交わしていた。もう言葉はいらなかった。互いの腕を伸ばして、力の限りに抱き締め合った。心が忘れても、体が覚えているように。焼きつけるようにきつく抱いて瞳を交わす。言葉を忘れた唇を交わす。

　その距離が、そろそろと遠ざかった。

「……長い夜遊びだった」

　離れたシンヒルドの唇が、そう囁いた。

　それが、終わりの合図だった。シンヒルドはルシータを置いて立ち上がり、兄を振り返った。

「イヴリード兄上、最後に頼みがある」

「何だ？」

　急に謙けん虚きよになった弟に面食らったように、月騎士の長はシンヒルドを見た。

「ルシータを家まで送っていってやりたい。──こんな廃墟に、一人で置いて帰ることはできない」

「良いだろう。──娘、そなたは？」

「……あたし？」

「最後に一つ、そなたの望みを叶えよう。この一件には、私にも非がある。そなたらを見ていれば、否いやが応おうにも気づく。──七日は、長すぎた。もっと時間を割さいて、私自らアルディームを探すべきだった。こうまでお前たちの心が近づく前に」

　それは、ほんの少し悔かい恨こんの交じった声だった。

「何でもそなたの望むことを言うが良い」

「──」

　ルシータは、答えに迷った。

　──歌姫になりたいだとか、父の借金を返したいだとか、兄と離れたくないだとか、色々な願いが心をぐるりと一いち巡じゆんした。

　けれど、ルシータが一番に願うのはやっぱり「シンヒルドと離れたくない」ということで、それが叶わないのならどんな願いを叶えてもらっても、きっと心は虚うつろなままだ。

　かといって、「何も願いなんかありません」と冷たく拒絶するのも愚おろかだ。ルシータは、ぼんやりと月騎士の長の深い青色の瞳を見た。

　青は、聖なる天上の色──。

　その瞬間、ルシータは何を望めばいいのか気がついた。

「地上に雨を降らせて。もう日照りはうんざりよ」

　長は驚きに目を見開き、痛烈な一撃でも喰らったように、くっ、と聖人君子のような整ととのった顔を歪ゆがませた。面白そうにシンヒルドが隣で揶や揄ゆした。

「痛いところを突かれたな、イヴリード兄上。──さあどう答える？　シンヒルドの長は約束を破るのか？」

「……確約はできぬ。が、女神に進言しよう。月女神は、太陽の君よりもお優しい。……わずかの雨ならば、おそらく許しが下りるだろう。──乗れ、娘」

　シンヒルドに似て、もっと怜れい悧りな月騎士の長が豪ごう奢しや極まりない馬上から手を差し伸べてくれる。ルシータはその手を取った。
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　カファルはハミースと二人、頭を寄せ合い、嫌な沈黙を分かち合っていた。

「ごめんカファル……。もしかしたら、ルシータちゃんの駆け落ち、僕のせいかもしれない」

　ハミースが深いため息をついて、苦々しく言った。

「……どういうことだ？」

「実は昨日、僕はルシータちゃんに言ったんだ。『結婚できない』って。カファルには頼まれたけど、……僕にも医者になりたいっていう夢があって、中途半端な思いのまま結婚するのは無理だって。そうしたらルシータちゃんも、言ってた。──自分も本当は、歌姫になりたいんだって」

「なに──っ！」

　カファルは、考えもしなかった言葉に目を丸くした。

「あいつが歌姫だって？　……母さんと同じに？」

　最初こそ大きな衝撃だったけれど、よくよく思い出してみれば、カファルには思い当たるふしがいくつもある。ルシータは子供の頃、歌うのが大好きだった。父に殴られて泣きながら町のカファルに会いに来る時も、「あたしが歌ったせいで悪霊が死んじゃった」というのがほとんどだった。

　──どうして気づいてやれなかったんだろう。言いにくかったに決まっているのに。

　そんな妹の気持ちも知らずに、自分はずっと父の借金を背負わせて、薄汚れた悪霊なんかを飼わせていた……。

「くそ、オレは最低の兄貴だ──。あいつにずっと、我慢させて、悪霊なんか飼わせて──家飛び出したって当然だ……！　シンヒルドと一緒なら……もう借金に苦しまなくていいだろうし、都でも町でも行って自分の夢に飛び込んでいける。望みどおりに生きていける！　うわあああぁぁ、オレ最低だ──ルシータに捨てられても当然のひどい兄貴だぁぁあ」

「カファル、落ち着いて。ルシータちゃんは、そんな風には考えてないよ。きっと……シンヒルドを本気で好きになって、それで、彼と一緒なら自分の夢を追えるって気づいたんだ。この村にいたって、カファルも僕もいなくなってしまうから、その寂しさで衝動的に家を飛び出しちゃったんだよ。──君だけのせいじゃない、僕だって充分悪いんだ」

　ハミースが親身に慰めようとしてくれるが、到底カファルの胸の罪悪感はぬぐえない。

　そのとき、──トン、トン。再び叩かれた扉に、カファルは、ハッとした。

「誰だ？」

　ついさっきの衝撃が忘れられず、警戒しながら扉を開ける。扉の外に立っていたのは、シンヒルドだった。その腕には、健すこやかに寝息を立てて眠るルシータを抱いている。

「おぉルシータぁ！」

　カファルの胸に、泣き出さんばかりの感動が広がった。

「ルシータちゃん!?」

　ハミースもハッとして駆け寄ってくる。カファルは意識のないルシータの身体をシンヒルドから受け取ると、すぐにハミースに渡した。ヤブ医者はすぐに脈を取り、その無事を確かめた。

「──髪の色と目の色がそっくり同じだ。お前は、ルシータの兄だな？」

　シンヒルドが言った。初めて会った時はシンヒルドは眠っていたから、カファルの顔を知らないのだ。

「もちろんそうだ！」

「ではこれをやる」

　シンヒルドは上着から銀色の硬貨を一ひと握にぎり取り出し、カファルの手の上に無造作に載せた。

「お、おい──？」

　カファルは目を丸くしてシンヒルドの顔を見た。

「ルシータから指輪を買った。──いや、もらったんだが、買い取らないと悪霊に祟たたられる、呪われた指輪なんだ」

　呪われた指輪だと言いながら、シンヒルドは苦しげな顔に切ない微笑を浮かべ、左手の指輪を見た。──それはカファルもよく知っている指輪だった。

「そいつは、親父の結婚指輪じゃないのか!?」

　動揺して叫ぶと、手の上に積まれた銀貨の山から一枚、足元に転がり落ちた。

「──結婚指輪、か」

　シンヒルドは、かすれた声で呟いた。

「だが俺は、それさえも忘れ果てるだろう」

　カファルにはまったくわけの分からないことを呟くと、眼を上げて、ハミースの腕の中にいるルシータを見つめた。意識のない寝顔を見つめると、耐えかねたように指輪の嵌はまった左手を伸ばして、ルシータの頰に押しつけた。そのぬくもりをほんのわずかの間だけ確かめると、ギリと奥歯を嚙み締めて、顔を背そむけた。

「──ではな」

　痛みにかすれた声で言った。シンヒルドは未練を断ち切るように背を向けると、後方で待つ銀髪の仲間たちのところへ歩いて行った。巻き毛の青年が操る銀の戦車に乗り込むと、一行は麗うるわしい鈴の音を辺りに振りまいて滑すべるように走り出した。

　豪奢な黒馬たちは優雅に空くうを蹴けり、みるみる高度を上げていく。

　戦車は空を流れ星のように走って、後ろに立ち尽くすシンヒルドを天上へと運んでいく。

「おい、ちょっと待てシンヒルド！　何がどうなってんだ!?　ちゃんと説明していけーっ！」

　カファルは家を飛び出して叫んだが、シンヒルドは決して振り向かなかった。
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　翌日──夜が明ける前から、しとしとと小雨が降り始めた。

　ルシータは、三カ月ぶりに降った雨に、飛び跳ねて喜んだ。また日照りになったら困るからと、濡れるのも構わずありったけの水みず瓶がめやたらいを外に出し、雨水を溜ためた。子供のように、雨を浴びて外を駆け回った。

　小雨は、一時間もしないで止やんでしまった。それは少し残念だったけれど、久しぶりに雨が降ったことでルシータは心の底から嬉しかった。

　けれど、なぜか兄のカファルは悩ましげな顔つきで、怒ったように眉をしかめていた。

「どうしたの、兄様？　久しぶりに雨が降ったのよ！　なんで怒ってるの？」

「いや、怒ってるわけじゃない。ただ……なんか、理不尽でなぁ。ものすごくおかしな夢を見て、何かに化ばかされた気分なんだ」

「おかしな夢って、どんな夢？」

　ルシータの問いに、カファルはますます奇妙な顔をして、妹の顔を見た。

「──オレがいない間に、お前が駆け落ちしちまって、家に帰ってきても誰もいない夢だ」

　そのとんでもない言葉に、ルシータは一瞬目を丸くし、次いで声を上げて笑った。あまりにも現実離れした夢に、兄の頑がん丈じような背中を思いきり叩いた。

「もう、兄様ったらなんて夢見てるのよ！　あたしが駆け落ちだなんて、そんなことあるわけないじゃない！　そもそも相手がいないわよ！」

「……ルシータ、お前……シンヒルドのこと、全然覚えてないのか？」

「シンヒルド？　ってそれ誰？」

「……い、いや。覚えてないんならいいんだ。別に、大したことじゃないし。──それよりルシータ。お前に話がある。とても大事な話だ」

　兄は居い住ずまいをただし、真剣な顔でじっとルシータを見た。

「なぁに？」

「お前も、バビロンへ来い。オレはもう来週に親方と旅立つから連れては行けないけれど、ハミースが、近いうちに医者の修行にバビロンへ来ることになった。その時にお前も、一緒に連れてきてもらえ。……バビロンに、歌を教えてくれる学校があるそうだからさ、そこで一年間真面目に勉強してみろ」

「──え」

　想像もしないカファルの言葉に、ルシータの声が震えた。

「だ、だって、あたし、借金……そ、れに、……歌なんて、兄様に一言も……っ！」

　兄の大きな腕がルシータを抱き締めた。もう何も言うなというように。

「今まで辛つらい思いさせてごめんな。──もう大丈夫だ。金ならある」

　カファルは部屋から白い布袋を持ってきた。小さく折りたたんだ羊よう皮ひ紙しと、十枚くらいの銀貨が入っていた。ルシータは悲鳴を上げそうになって、口元を押さえた。

「すごい大金……！　これどうしたの!?」

　その大きな銀貨は、シュケル銀貨でも、ミーナ銀貨でもなく──建国の国王の横顔が描かれた純銀製の、タラント銀貨だった。カファルは言葉を探すように少しの間沈黙していた。

「……これは噓みたいなホントの話なんだがな、親父の隠し財産が見つかったんだ」

「えぇっ！　隠し財産!?　あの父様に!?」

　それは、ルシータにとって、昼間っから月が昇ったというくらい不思議だった。人生で一番信じられない知らせを今聞いたかもしれない。

「そうだ。だから、お前の未来のために使え。これだけあれば、親父の借金もキレイに全部返せる。もう何も心配いらないから──笑ってろ。それが、あいつの最後の望みだろうから」

「──あいつって誰？」

　ルシータは、兄の微妙な物言いに何か引っかかるものを感じた。

　父のことだと言うには微妙な呼び方だ。いくらカファルが父を嫌っていたとしても。

　琥こ珀はく色の瞳を不思議そうに瞬しばたたく妹に、カファルは思いきり顔を引きつらせた。

「い、いや、なんでもない。なんでもないぞ！　……そ、それより嬉しくないのか？　お兄ちゃんと一緒にバビロンへ行けるんだぞ。歌の勉強もできるんだぞ！」

　そうだった！　ルシータははちきれんばかりに胸に幸福感が湧いてくるのを感じた。

　兄と一緒にバビロンへ行ける！　そしてなんと、悪霊を飼うことから足を洗って、大好きだった歌の勉強ができるのだ！

　今日は雨も降ったし、こんなにも素晴らしい知らせがあった。突然、奇跡みたいな一日がやって来た。ルシータは輝くような笑顔を浮かべ、飛び上がって兄の首に抱きついた。

「嬉しいわ、ものすごく嬉しいわよ！　ああ、ありがとう兄様！　大好き！　それに父様も、ありがとう！　……まだ信じられない、あたしは今、世界で一番幸せな女の子だわ……！」
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　式典の開始は、予定よりもずいぶん遅れていた。

　今夜はやたらと風が強くて、時折、人を攫さらうような突風が吹くからだ。そのたびに老神官が倒れたり、神殿の前庭に準備された晩ばん餐さんのテーブルが無残な姿になったり、皆で歌うはずの聖歌の楽がく譜ふが一枚残らず空の彼方かなたに飛んでいったりして、従じゆう僕ぼくや侍じ女じよたちが右う往おう左さ往おうしている。

「せっかく、兄様たちが頑張って作った、バベルの塔の完成式典なのに」

　ルシータの兄が最上部の神殿を作ったこの塔は、信じられないことに、天の道まで届いていた。世界で名高いバビロンの都みやこの中でも、もっとも素晴らしい建造物だった。

　最上部には神々を讃たたえる二つの神殿が作られ、今夜の大式典には、バビロニア貴族だけでなく、諸外国の王や貴人たちも多く招かれている。

「──愚ぐ民みんどもが。いつまでこの俺たちを待たせるつもりだ？」

　聞こえよがしの嫌味が、少し離れたところにいる一団から聞こえた。そちらに視線を送ったルシータは、ひときわ美しい壮そう麗れいな衣装を纏まとった青年たちを見つけた。

　天空騎士たちだ。金きん髪ぱつに白しろ装しよう束ぞくの華やかな騎士たちと、銀ぎん髪ぱつに黒くろ装しよう束ぞくの美び貌ぼうの騎士たちが集まっている。神の眷族である天空騎士たちも、式典に招かれているというのは知っていたけれど、本当にこんなにそばで見られるなんて、噓うそみたいだ。

　──そばと言っても、広い部屋二つ分くらいは離れているのだけれど。

　まじまじとルシータが天空の騎士たちが集まっている方向を見つめていると、扱いの難しいリュートの調ちよう弦げんを繰り返していた青年が言った。

「ルシータさん、あんまり彼らを見ない方がいいですよ。あの人たちは神々の眷けん属ぞくで、おまけに大の人間嫌いですから。うっかり睨にらまれただけで、呪いがかかるそうですよ」

　ルシータは苦笑した。視線だけで呪われるだなんて、まるで、昔、名もない寒かん村そんにいた頃の自分のようだ。

　リュート弾きは、自分のことを笑われたと思ったのか、ムキになって言った。

「本当ですよ！　彼らは人間を馬鹿にしきっているし、この壮大なバベルの塔のことも、完成を祝うどころか、『早く壊せ』と再三申し入れているんですからね！」

「分かってるわ、ヤシャール。あの人たちには目一杯近づかないようにするから」

　ルシータは歌うような声で呟いて、天空騎士の一団に背を向けた。神殿の脇に、壮麗な馬たちが繫つながれているのを見つけた。純白の白馬が七頭に、黒馬が三頭。天空騎士の馬だ。

　馬ならば、近づいても呪ったりしないだろう。

　ルシータは馬に近づき、一番近くにいた黒馬を撫なぜた。馬はとても賢かしこそうな顔をしていた。

　天空騎士は何もかもが美しく、乗っている馬までハンサムだ、という噂は、どうやら本当のようだ。

「──俺はもう帰る。夜半からは俺の当番だから、とっとと戻らないと兄に殺される。……やれやれ。今夜は風が強いから最悪だろうな。こんな暴風の晩に旗を持って天を駆けろとは、俺の兄は鬼き畜ちくだ。マルシーム、カヴルード、後は任せたぞ。人間どもがおかしなことをしないか、最後までちゃんと見張っておけ」

　愚ぐ痴ちを言う月騎士シンヒルドの声が、仲間たちの一群を離れてルシータの方に近づいてくる。──どうしよう。勝手に馬に近づいたのが分かったら、怒られるだろうか？　ルシータは慌てた。近づいてくる青年の側そばを通らなくて済む逃げ道を探した。

　その時、また強い突風が吹いて、ルシータの髪を大きく揺らした。

「きゃ！」

　慌てて髪を押さえたが、もう遅かった。せっかく綺麗に編み上げてもらった髪から、一本のリボンが解ほどけて風に流され、飛んでいった。この緋ひ色いろのドレスに似合うようにと、特別にプレゼントしてもらったばかりだったのに。

　緋色の髪飾りは、はらりと一人の青年の足元に落ちた。

　銀髪をしたその青年は、突然足元に飛んできた布切れに、「ち」と煩わずらわしそうに舌打ちした。

　きっと踏ふんづけられる──。ルシータは思ったが、彼はそれを拾い上げた。変な生き物でもつまみ上げたように。そしてスッと顔を上げ、髪飾りと同じ色のドレス姿で乱れた髪を押さえているルシータを見つけた。

　深い深い、ラピスラズリのような青い瞳が、真正面からルシータを見た。

「──っ！」

　ルシータは、雷に打たれたように震えた。魂の底から溢れるような懐かしさと、胸が張り裂けるように甘い痛みが走った。

　──知ってる。知らないけれど、この人を知っている。この眼まな差ざしを知ってる。前に見つめられたことがある。この人に触れたことがある。そんなこと全然知らないけれど、でも知ってる──！

　そんなことありえないのに、魂たましいがそう叫ぶ。

　二人は視線を一つに絡み合わせたまま、どちらも動けないで、そこに立ち尽くしていた。回廊一つ分くらいある距離も、相手の熱や鼓動まで感じられるほどそばにいるように思えて。

　やがて、月の騎士が我に返ったように、ゆっくりとルシータに近づいてきた。

　わずかたりとも、ルシータから視線をそらすことなく。

　ルシータは震えた。彼が一歩近づいてくるごとに、胸が期待するように高鳴る。……期待？　何を？　考えたら、とんでもない光景が浮かんだ。──彼が自分を強く抱き締めることを。

　とんでもないことを考えている自分に驚き、ルシータは目を瞠みはった。──なんて愚おろかな、そして恥ずかしいことを考えているのだろう！　いくら天空騎士が、とても綺麗だからって。

　動揺しているルシータのすぐ目の前で、月騎士シンヒルドは立ち止まった。

　手を伸ばせば触れられるくらい近くだった。顔立ちもはっきりと見える。
















　間違いなく、初対面の青年だった。銀色に輝く髪に、彫ほりの深い目元も高貴な鼻はな筋すじも、綺麗すぎるくらいに整ととのった容よう貌ぼう。こんな人、絶対に記憶にない。

　それなのに、どくどくと燃えるように熱い鼓動を打つ胸は、まったく反対のことを訴える。

　彼に会ったことがあると。腕を伸ばして今すぐ抱きつきたい、抱き締められたい、と。

　──魔法としか思えないこの強い魅惑の力も、神の眷属である月騎士の青い目の魔法だろうか？　ルシータは、「この想いがどうか目の前の青年にばれませんように」と小さく祈った。

「この髪飾りレザツトは、お前のものか？」

　月騎士が聞いた。間近で耳にした低い声に、ルシータはどうしようもなく心が惹ひかれるのを感じた。

「ええ。……あたしのものよ」

　髪飾りを取り戻そうと、その手元に手を伸ばした。

　す、と月騎士は手を引いた。ルシータの手を避さけるように。ルシータは驚いて顔を上げた。

「──お前の名を教えろ。そうしたら、返してやってもいい」

　傲ごう慢まんな声で月騎士は言った。その目には、ルシータが感じているのと同じ、どうしようもなく焦こがれて燃えるような想いに染められた魂たましいが映っていた。

　ルシータは震えそうになる声で言った。

「あたしはルシータよ。今夜、この塔の完成を歌う──バベルの歌姫」





──終──　













あとがき






　こんにちは。お手に取ってくださり、ありがとうございます！　夏なつ目め瑛えい子こといいます。デビュー二冊目の新人です。舞台裏のご挨あい拶さつに、少々お付き合いくださいませ。




　この本では、バビロニア、そしてバベルの塔にまつわる恋物語を書かせていただきました。

　バビロニアといえば、現在のイラクです。その首都バビロンは、現在のイラクの首都バクダッドから南百キロほどのところにあったと言われております。

　……思いっきり、砂漠と石油と戦争の国です。

　この物語に出てくるバビロニアは、砂漠ではなく緑豊かな王国です。そのほか、歴史的な事も宗教的な事も、世界観も、古代史には全然忠実ではありません。バベルの塔を描くために、舞台がバビロニアでなければならなかったというだけの、捏ねつ造ぞうバビロニア・ファンタジーです。

　今回、自分で書きたがっておいてあまりバビロニアの歴史や古代メソポタミア文明について詳しくなかったので、色々と古代バビロニアの風習や文化について調べてみました。

　とても面白いことがたくさん分かりました。神々に対する考え方、星と月への信仰、占星術、月日や時間の単位に使われる７や12という特徴的な数字、現在の文化にも残っている色々なものが遙か古代のこの地で発祥したのだと知り、感動しました。




　えーと、今回、あとがきが三ページいただけたので、本文で書きたくても書けずにうずうずしたことを落書きしてみます！　本編未読の方は、ご注意くださいませ。

　二〇四ページあたりから、落ちてきた変人が天の騎士だと分かってヒロインが怒るシーンがあります。

「この噓うそつき！」とか「どうしてそんな大事なことを隠してたのよ！」とか「誤ご魔ま化かして済む話じゃないでしょ!?」とか言って、シンヒルドの胸を殴なぐるシーンです。あまりのルシータの怒りようにシンヒルドは目を丸くし、ついうっかりこう言ってしまうのです。

「俺が次男だったのが、そんなに気に入らないのか？」と。

　長男でないと、貴族は爵しやく位いを継つげません。次男は、場合によっては無む一いち文もんで実家を追い出されることもあります。だからヒロインが怒ったのかと勘かん違ちがいしたのです。

　啞あ然ぜんとしているヒロインに、シンヒルドはさらに言います。

「こればかりはどうしようもないことだぞ。俺だって好きであんな男の後に生まれてきたわけではない。できるなら長男に、いや一人っ子に生まれている」

　──と、空気を読まずに勘違いする変人を書いてみたかった……。でも、さすがにこんな脱線をしてしまったら回復不能になるので、自主規制しました。




　では最後に、今回の一大立たて役やく者しや、担当様について。

　父と母があって子供が生まれるよう、文字を書くのは夏目ですが、担当様という父に似た存在がいて、初めてこの小説は誕生しています。いえ、私達は恋人ではありませんが！　「プロットってなんですか」という初歩的質問に始まり、最初のプロットとは全然違うものを完成させてしまい、ほとほとご迷惑の連続だったと思います。根気よく指導してくださり、前作（受賞作の改稿時）とはまた違う課題を乗り越え、ここまでたどり着けた感じがします。

　本当にありがとうございました。大変でもありましたが、私はとても楽しかったです！

　……こんなこと、個人的にメールで言えよと読者様は思われるかもしれませんが、表舞台には立たない父の存在を知っていただきたかったので、貴重な紙面をお借りしました。

　それから、魅力溢あふれるイラストを付けてくださった香坂ゆう様、可愛い悪霊のマークを作って下さったデザイナー様などなど、多くの方々にありがとうございました！

　発売日は、バレンタインデーです。

　この本を読んでいただいた読者さんにも、素敵な恋が落ちてきますように！

　


夏目　瑛子　　
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「あたしはルシータよ。今夜、この塔の完成を歌うバベルの歌姫。──あなたは？」

「アルディーム。シン・ヒルドの、二番目の星」

　月騎士の手が、リボンを結ぼうとするようにルシータの栗色の髪に近づいた。けれど、それが触ふれるより早く、驚いたルシータは聞き返していた。

「──アルディーム？」

　その直後、緋ひ色いろのドレスの襟えりの後ろから、灰色の小さな生き物がにゅーっと顔を出し、「呼んだか？」と言わんばかりに、少し眠そうな表情でルシータの顔を見上げた。

「あなたを呼んだんじゃないの、アルディーム。たまたま同じ名前の人がいて……驚いただけ」

　ルシータが友達の悪霊に言うと、月騎士は真っ青な瞳をまじまじと開き、小さな悪霊を見た。

「……俺が悪霊と同じ名前だと？」

「キッ……キュウ！」

　神聖な青い瞳に見つめられた悪霊のアルディームは苦痛の悲鳴を上げた。ひよこくらいの大きさがあった悪霊は、あっという間におたまじゃくしくらいに縮ちぢんでしまった。

「ああっ、しっかりしてアルディーム！　あたしのアルディーム！　死んじゃ駄目よっ」

　必死に声をかけるが、悪霊は苦しげに震えるだけだ。……悪霊を元気にするには、今すぐ怒って何かを罵ののしらないと！　ルシータは、ちょうどよく目の前に立つ青年を思いきり睨にらみつけた。

「ちょっとあなた、あたしの可愛い悪霊を苛いじめるなんてどういうつもり!?　人のペットを勝手に睨まないで！　最低よ！　このろくでなしの人でなし！　血も涙もない月騎士！　とっととあっちへ行って、二度とこっちを見ないで！　あなたなんか大っ嫌い!!」

　ルシータの行動に呆ぼう然ぜんとしていた月騎士は、突然の罵ば詈り雑ぞう言ごんに一瞬傷ついた目をしたが、すぐに傲ごう慢まんそうな表情がそれを覆おおった。冷たくルシータを見下ろし、よそよそしく言った。

「血も涙もなくて悪かったな。悪霊などを飼うとは、穢けがらわしい娘だ。お前のような愚ぐ民みんには、二度と話しかけてやらん。言われなくともあっちへ行ってやる。俺は仕事で忙しいんだ」

　月騎士は素早くルシータに背を向けると、手近にいた黒馬に飛び乗った。

「あっ──」

　まだ髪飾りを返してもらっていない！　赤いリボンを追って月騎士の青年の手を見たルシータは、その左手に輝く金色の指輪があるのを見つけた。

　突然、胸が締めつけられたように感じた。あの指輪──なんて美しんだろう。とても懐かしくて、切ない──。ルシータは我知らず、指輪に向かって手を伸ばしていた。夢中で彼の手を取った。天を駆ける黒馬が、既すでに走り出し始めているのも気づかずに。

「──なんのつもりだ!?　貴様、俺を引きずり落とす気か！」

　月騎士は慌てて手た綱づなを引き、ルシータを見下ろして怒ど鳴なった。ルシータは、ぱっと手を離した。──「あなたの指輪がとても綺き麗れいで、つい」なんて正直に言ったら、余計に怒られそうな形ぎよう相そうだった。

「あ……ごめんなさい。……えっと、あの……あたしのリボン──」

「リボンごときで、俺を落馬させる気だったのか？　信じられん愚おろかな女だ！　……気が変わった。これを返して欲しくば、俺に誠実に謝罪し、この非礼を償つぐなえ──次に会った時に」

　シンヒルドのアルディームは今度こそ黒馬を蹴けり、バベルの塔の頂上を駆け抜け、天の道を上っていく。

「アルディーム……さん？」

　みるみる小さくなっていく銀髪の背中に向かってルシータが呟くと、なんとか息を吹き返した灰色の悪霊のアルディームが、泥団子のような小さな頭を持ち上げてルシータを見た。

「キュウ～～～？」

「あなたじゃないの。あなたじゃなくて、もう一人の、シンヒルドのアルディーム……」

　その名を呼ぶと、呼び慣れたはずの名前なのに、ルシータはなぜか泣きそうになった。
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第10回えんため大賞ガールズノベルズ部門で佳作受賞し、２００８年デビュー。

今、ディアゴスティーニの「太陽系をつくる」を集めたくて仕方がありません。全部集めるにはお金も時間もかかるので、躊躇しています。部屋にあったらとても邪魔だし何の役にも立たないと分かっているんですが、でも欲しい……。
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８月生まれ　熊本在住

ＲＰＧゲームをこよなく愛しています。

今回ファンタジー感あふれる素敵な作品に関わらせていただき嬉しく思います！

シンヒルドの美形っぷりはもちろんの事、悪霊の可愛さ（？）にもトキメキながら挿絵を描かせていただきました。
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